


01 I１　水循環について

未来へつなぐ
水は私たちにとって特別なもの。

飲み水をはじめ、日々の暮らしのあらゆる場面で水を使っている。

小さい頃の水遊びや花火の楽しい思い出は、水辺の風景とともにあり、

それは今も鮮明に覚えている。

私たちが使う水、使った水をたどってみると、水が循環していることに気づく。

そして、この循環には意外にも多くの人が関わっており、

さらに過去をたどってみると、水と付き合うための先人の営々とした努力も伺い知れる。

これからの持続可能な社会を考えると、

水の循環が健全であることは欠かせないが、これに取り組む効果は、

実は水に関することだけにとどまらない。

水に関する取組は、街のもつ美しさや本来の魅力を引き出し、

時に人と人をつなぎ、地域を元気にしていく。

この水の循環を誇れるものとして次の世代につないでいきたい。
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1
水
循
環
に
つ
い
て
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1-1
水
循
環
と
は

　

地
球
は
水
の
惑
星
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
球
の
表
面
の
約
70
％
は
海
洋
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球

は
、
他
の
惑
星
と
異
な
り
青
く
美
し
く
輝
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
上
の
水
の
総
量
は
、
14
億
㎦
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
海
水
な

ど
の
塩
水
が
97
・
47
％
、
淡
水
が
2
・
53
％

の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
淡
水
の
ほ

と
ん
ど
が
南
極
・
北
極
等
の
氷
や
氷
河
と
し

て
存
在
す
る
水
や
地
下
水
で
あ
り
、
人
が
容

易
に
利
用
で
き
る
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し

て
存
在
す
る
淡
水
は
、
地
球
上
に
存
在
す
る

水
の
量
の
わ
ず
か
0
・
08
％
、
お
よ
そ
１
万

分
の
１
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

地
球
上
に
あ
る
水
の
量

　

た
だ
し
、
地
球
上
の
水
は
、
海
水
や
河
川

の
水
と
し
て
常
に
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
海
水
や
地
表
面
の
水
が
蒸
発
し
、
上

空
で
雲
に
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て

地
表
面
に
降
り
、
そ
れ
が
次
第
に
集
ま
り
川

と
な
っ
て
海
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
、
絶
え

ず
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
循
環
に
よ
っ
て
塩
分
を
含
む
海
水

も
蒸
発
す
る
際
に
淡
水
化
さ
れ
、
私
た
ち
が

利
用
可
能
な
淡
水
資
源
が
常
に
作
り
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
持

続
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
水
の
量
は
、
あ

る
瞬
間
に
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し
て
存
在

す
る
淡
水
の
量
で
は
な
く
、
絶
え
ず
「
循
環

す
る
水
」
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ

の
水
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
持
続
的
な

社
会
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

循
環
す
る
水

地球上の水の量
約13.86億㎦

淡水
2.53％

約0.35億㎦

氷河等
1.76％

約0.24億㎦ 地下水
0.76％
約0.11億㎦

河川、湖沼等 0.008％
約0.001億㎦

土壌・大気・生物中の水 0.002％
約0.0003億㎦

海水等
97.47％

約13.51億㎦

地球上にある水の量の内訳

健全な水循環のイメージ

水循環
水が、蒸発、降下、流下または浸透により、
海域等に至る過程で、地表水または地下水
として河川の流域を中心に循環すること。

健全な水循環
人の活動及び環境保全に果たす水の機能が
適切に保たれた状態での水循環。

地球上にある水の量のイメージ

容易に利用できる水の量は
大さじ１杯分

全体の１万分の１

河川、湖沼等の�
水の量

浴槽１杯分
とすると

地球上の�
水の量
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水循環に関する課題

私たちと水との関わり

1

給水車

2

心癒される景観

洪水

地域のコミュニケーション

農業、工業などへの利用

渇水

水源林の荒廃

水源かん養機能の発揮

閉鎖系水域の水質

水辺空間の活用自然とふれあう機会の創出

住民を守るための施策湧水や地下水に代表される水文化

湧水の枯渇や地下水位の低下

水インフラの老朽化 都市化の進展による都市型水害

健
全
な
水
循
環
へ

　

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
い
水
の
景
観
に
癒
や
さ
れ
た

り
、
水
辺
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

豊
か
な
感
性
を
育
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
水
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
水
辺
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に

つ
な
げ
る
な
ど
、
地
域
を
よ
り
魅
力
的
に
す

る
取
組
に
も
注
目
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
に
関
わ
る
取
組
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
全
体
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
水
の
あ
る
生
活
を
中
心
と
し
、

地
域
を
よ
り
健
全
で
あ
る
も
の
に
し
、
そ
の

価
値
を
高
め
て
い
け
る
こ
と
も
水
循
環
に
取

り
組
む
魅
力
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
と
水
と
の
関
わ
り

　

こ
れ
ま
で
洪
水
や
渇
水
、
水
質
汚
染
、
地

盤
沈
下
な
ど
、
水
循
環
に
関
す
る
深
刻
な
課

題
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
改
善
が
な
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
課
題
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る

異
常
少
雨
や
降
水
量
の
変
動
幅
の
増
大
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
、
渇
水
や
洪
水
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
可
能
性
や
、
新
た
な
課
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
が
循
環
す
る
過
程
に
お
い
て
、

一
つ
の
施
策
を
行
う
と
そ
れ
が
他
の
環
境
に

影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
と
影
響
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
流
域
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
地
域
の
水
循

環
の
あ
り
方
を
考
え
、
総
合
的
か
つ
一
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
課
題

1-2
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水
循
環
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
翌

２
０
１
５
年
７
月
に
、
わ
が
国
の
水
循
環
施

策
の
道
し
る
べ
と
な
る「
水
循
環
基
本
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
第
１
部
に
お
い

て
、
水
循
環
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
方
針
を
示
し
、
そ
の
第
一
項
に
お
い

て
「
流
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
一
体
的
な

管
理
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

第
２
部
で
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず

べ
き
９
つ
の
具
体
的
施
策
を
掲
げ
、
第
３
部

で
は
、
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
示
し
て
い
ま
す

水
循
環
基
本
計
画
の
構
成

　

水
循
環
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
多
種
多
様
な
個

別
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
「
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は

回
復
」
と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
こ
れ
ら
個

別
の
施
策
を
相
互
に
連
携
・
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
全

体
で
総
合
的
に
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
議
論
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
７
月
に
、
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
水
循

環
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

水
循
環
基
本
法
の
制
定

水
循
環
基
本
法

水
循
環
基
本
計
画

第１回水循環政策本部会合で挨拶する安倍内閣総理大臣

水循環基本法（2014年 4月 2日公布、7月 1日施行）水循環基本計画（2015年７月 10日閣議決定）

水循環基本法のポイント

１．水循環に関する施策を推進するため、水循環政策本部を設置
２．水循環施策の実施にあたり基本理念を明確化
３．国、地方公共団体、事業者、国民といった水循環関係者の責務を明確化
４．水循環基本計画の策定
５．水循環施策推進のための基本的施策を明確化

総　　論

○水循環と我々の関わり
○水循環基本計画の位置付け、対象期間と構成

第１部　水循環に関する施策についての基本的な方針

１．流域における総合的かつ一体的な管理
２．�健全な水循環の維持または回復のための取組の積極
的な推進

３．水の適正な利用及び水の恵沢の享受の確保
４．水の利用における健全な水循環の維持
５．国際的協調の下での水循環に関する取組の推進

第２部　�水循環に関する施策に関し、政府が総合的かつ
計画的に講ずべき施策

１．�流域連携の推進等�
— 流域の総合的かつ一体的な管理の枠組み —

　⑴ 流域の範囲
　⑵ 流域の総合的かつ一体的な管理の考え方
　⑶ 流域水循環協議会の設置と流域水循環計画の策定
　⑷ 流域水循環計画
　⑸ 流域水循環計画の策定プロセスと評価
　⑹ 流域水循環計画策定・推進のための措置
２．貯留・かん養機能の維持及び向上
　⑴ 森林　⑵ 河川等　⑶ 農地　⑷ 都市
３．水の適正かつ有効な利用の促進等
　⑴ 安定した水供給・排水の確保等
　⑵ 持続可能な地下水の保全と利用の推進

　⑶ �水インフラの戦略的な維持管理・更新等
　⑷ 水の効率的な利用と有効利用
　⑸ 水環境
　⑹ 水循環と生態系
　⑺ 水辺空間
　⑻ 水文化
　⑼ 水循環と地球温暖化
４．健全な水循環に関する教育の推進等
　⑴ 水循環に関する教育の推進
　⑵ 水循環に関する普及啓発活動の推進
５．民間団体等の自発的な活動を促進するための措置
６．水循環施策の策定及び実施に必要な調査の実施
　⑴ 流域における水循環の現状に関する調査
　⑵ 気候変動による水循環への影響と適応に関する調査
７．科学技術の振興
８．国際的な連携の確保及び国際協力の推進
　⑴ 国際連携
　⑵ 国際協力
　⑶ 水ビジネスの海外展開
９．水循環に関わる人材の育成
　⑴ 産学官が連携した人材育成と国際人的交流

第３部　�水循環に関する施策を総合的かつ計画的に推
進するために必要な事項

１．水循環に関する施策の効果的な実施
２．関係者の責務及び相互の連携・協力
３．水循環に関して講じた施策の公表

水循環基本計画の概要

1-31-4
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水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
流
域
単
位
を
基

本
と
し
て
、
目
的
に
応
じ
た
範
囲
に
お
い

て
、「
流
域
水
循
環
協
議
会
」
を
設
置
し
、「
流

域
水
循
環
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。「
流
域
水
循
環
協
議
会
」
は
、
地
方

公
共
団
体
、
国
の
地
方
支
分
部
局
、
事
業
者
、

団
体
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
設
置
し
、
現

在
お
よ
び
将
来
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
姿
な

ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
個
別
施
策
に
横
串
を

通
す
総
合
的
な
「
流
域
水
循
環
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
域
水

循
環
計
画
で
示
さ
れ
る
基
本
的
な
方
針
の
下

に
森
林
、
河
川
、
農
地
、
下
水
道
、
環
境
等
の

水
循
環
に
関
す
る
各
種
施
策
に
つ
い
て
関
係

者
は
相
互
に
協
力
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
水
に
関
す
る
施
策
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
の
目
的
や
目
標
を
持
ち
つ
つ
、
そ

の
目
的
達
成
に
関
し
て
は
一
定
の
効
果
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
推
進
す
る
関
係
者
間
で
必
ず
し
も
共
有
が

十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
分
野
を
横
断

す
る
施
策
に
つ
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て

効
率
的
、
効
果
的
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
軸
と

し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
に
お
い
て
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
通
じ
、
流
域
に
お

い
て
関
係
者
が
連
携
し
て
人
の
営
み
と
水

量
、
水
質
、
水
と
関
わ
る
自
然
環
境
を
良
好

な
状
態
に
保
つ
、
ま
た
は
改
善
に
向
け
た
活

動
す
る
こ
と
を
「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と

し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

流
域
水
循
環
計
画
の
策
定

流域マネジメントにおける取組例

流域の関係者による協議会を設置

流域水循環協議会の構成例

水循環基本計画では、流域水循環協議会について以下のよ
うなメンバーが地域の実情に応じて、流域を基本として連
携して活動するとしています。

　・地方公共団体、国の地方支分部局
　・有識者
　・利害関係者
　　�（上流の森林から下流の沿岸域までの流域において�

利水・水のかん養・水環境等に関わる事業者、団体、住民等）

「流域水循環計画」を策定

流域水循環計画で設定する項目

水循環基本計画では、流域水循環計画において以下の項目
を地域の実情に応じて段階的に設定するとしています。

　①現在及び将来の課題
　②理念や将来目指す姿
　③健全な水循環の維持または回復に関する目標
　④目標を達成するために実施する施策
　⑤健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標

○○○○○○○○○○。

御中

流域水
循環計

画

○○○
○○

○　　
　○

2

1

給水車

流域における健全な水循環への取組のイメージ

水辺の活用

水質汚濁

湧水の復活

湧水の枯渇

森林の整備

森林の荒廃

洪水

インフラの健全化

インフラの老朽化

水資源の確保

渇水

治水

1-5
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「健全な水循環」の“実現”湧水の復活

観光客の増加

1.4 倍

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

人

1,433,800

1,523,100

2006 2007

1,514,800

2008

1,477,400

2009

1,826,500

2010

1,533,400

2011

1,536,500

2012

1,543,200

2013

1,935,500

2014

2,072,000

2015

2,129,800

2016 年

複数主体の情報共有・�
施策の理解

生態系の保全

ブランド力の向上

住民の自発的な活動

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

効
果
１

共
通
の
認
識
に
よ
り
地
域
に
一
体
感

が
生
ま
れ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
が

向
上
す
る

効
果
３

資金

例：湧水の復活など

名水で育てたブランド野菜など

地
域
の
取
組
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
が
向
上
、
観
光
客
数
増
加
や
住
民

の
自
発
的
活
動
に
つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

効
果
２

資金

例：湧水の復活など

地域にあった解決策

施
策
の
重
要
性
や
他
の
施
策
と
の
関
係
が

明
ら
か
に
な
り
、
地
域
と
し
て
注
力
し
て

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
効
率
的
に
実
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
に
合
っ
た
解
決
策
を
効
率
的
に

実
行
で
き
る

効
果
４

効
果
５

資金

例：湧水の復活など

活動資金の確保 資金

例：湧水の復活など

地域の発展・生活の安定向上

地
域
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
予
算
の
確
保
が
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
助
成
や
寄
付
が
受
け
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
に
よ
り
、

地
域
が
抱
え
て
い
た
課
題
や
懸
念
が
解
消

さ
れ
、
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

活
動
資
金
の
確
保
に

有
利
と
な
る

地
域
の
発
展
・
生
活
の
安
定

向
上
に
つ
な
が
る

流域における総合的かつ一体的な取組　　地域の課題も効率的に解決

資金

例：湧水の復活など

お互いの活動の理解

地
方
公
共
団
体
や
事
業
者
、
団
体
、
住
民
等
が
お

互
い
の
活
動
を
理
解
し
、
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ

と
で
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
施
策
を
推
進
し

や
す
い
環
境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

1-6

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
様
々
な
効
果
が
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
取
組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。
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総合的かつ一体的取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

体験学習会への参加 市民による水源林保全活動

河川の調査 シンポジウムでの講演

協議会の開催

教育（環境学習）

地下水保全の取組 イベントへの協力

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
イ
メ
ー
ジ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、流
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、多
様
な
主
体
の
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

広域調整

1-7
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○�モニタリングによって地域の水に関するデー
タを継続して取得し、分析することによって
「水循環」を知る
○�有識者も加わった科学的アプローチが重要
○�「見える化」された研究成果は、具体的施策
につながる

○�街を誇りに思える活動を
○�SNSなどで魅力ある発信を
○�発想を変えてみる

○�まず「できる」と思うこと
○�自分の目で見る、やってみる
○�将来は、世界に紹介するくらいの意気込みを

継続する
方法を考える

熱い思いで
のぞむ 地

域
の
「
水
循
環
」
を

知
る

学び・行動する

「
目
指
す
姿
」
を
共
有
す
る

○�

水
循
環
施
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る

○�

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
、
活
用
で
き
る
制
度
を
チ
ェ
ッ
ク

○�地域ならではの「水循環」を描
く
○�先人の努力を知り、地域の物語
を知る

○�水の恵みとともに、将来の水の
リスクも考慮する

○�小さい頃の水辺の体験は一生もの
○�学校教育は、やがて地域共通の認識に育つ
○�水について考える場をつくる

多様な主体
が連携する

○�まず行政における連携を
○�トップと住民が参画する仕組みが重要
○�適切な役割分担は、自覚と責任を生み出す

新
た
な
価
値
を
つ
く
る

○�水のイメージは、地域の
価値を引き上げる

○�新たな価値のヒントは、
他分野にもある

○�水に関する貢献は、自ら
を輝かせる

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

1-8

普
及
啓
発
・ 

広
報
に
努
め
る

ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

ポイント

5

ポイント

7

ポイント

6
ポイント

8
ポイント

4



21 20３　座談会

水循環に必要なエネルギー 太陽系の天体の表面温度

太陽エネルギー
177,000TW

廃熱
17,700TW

反射

温暖化ガス層

化石・原子力等
17TW
化石・原子力等
17TW

水循環
41,000TW
水循環
41,000TW

単位：℃

水星 金星 地球 火星 木星 土星 天王星 海王星 冥王星

-160〜430 470 15 -136〜25 -150 -180 -210 -210 -230

※ここで示している温度は、すべて表面の平均温度です。ただし、水星は昼と夜、火星は夏の赤道と冬の極の温度を示しています。

月は、太陽からの距離が地球とほぼ同
じであるにもかかわらず、月には水が
ありません。
水のない月では、昼間は 110℃、夜間
は-180℃と大きな温度差があります。

10/5ごろ

1.017AU 0.983AU

1AU

1AU

4/4ごろ

秋分点
9/22～23

春分点
3/20～22

近日点
1/3ごろ

冬至点
12/21～22

遠日点
7/4ごろ

夏至点
6/21～22

１AU＝１天文単位＝1.496×108㎞
（太陽と地球との平均的な距離）

地球に「水」がある理由

　

太
陽
か
ら
地
球
に
降
り
注
ぐ

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
お
よ
そ

１
７
７
０
０
０
TW
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
世
界
各
地
に
お
い
て

水
循
環
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
４
１
０
０
０
TW
程
度
に
な
り
ま

す
。
世
界
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
消
費

量
（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
、
17

 

TW

程
度
で
す
の
で
、
い
か
に
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
水
循
環
に
使
わ
れ
て
い

る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
太
陽
の

恩
恵
に
よ
っ
て
水
が
循
環
し
、
私
た

ち
は
常
に
淡
水
と
し
て
の
水
資
源
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

※�

地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
温

度
６
０
０
０
Ｋ
ほ
ど
で
地
球
表
面
に
入
射

し
、
地
球
上
で
仕
事
を
し
て
２
６
５
Ｋ
（
マ

イ
ナ
ス
８
℃
）
の
低
温
と
な
っ
て
ほ
ぼ
全

量
が
宇
宙
に
再
放
射
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
の
平
均
気
温
は
15
℃
前
後
に

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
理
由
と

し
て
は
、
ま
ず
、
太
陽
と
地
球
の
位

置
関
係
が
、
遠
す
ぎ
ず
、
近
す
ぎ
な

い
絶
妙
な
距
離
に
あ
る
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
大
気
中
に

水
蒸
気
と
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
あ
り
、

地
球
か
ら
の
赤
外
線
を
吸
収
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
す
る
た
め
、
こ
の

温
室
効
果
に
よ
り
、
太
陽
か
ら
の
放

射
と
地
球
か
ら
の
放
射
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
球
上

に
液
体
と
し
て
の
水
が
存
在
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
水
が
比
較
的

大
き
な
熱
容
量
と
蒸
発
潜
熱
を
も
つ

た
め
に
、
地
球
上
の
温
度
差
が
小
さ

く
保
た
れ
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

水循環に必要なエネルギー

コラム

2
　

コラム

1
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多様な主体の連携事例

普及啓発の事例

課題解決の事例

本書に掲載した我が国の地図は必ずしも、
我が国の領土を包括的に示すものではない。

01
03

07 04

05

06

02

熊本地域

大野市

岡崎市

四万十川流域

秦野市

高松市

都城盆地

Case

Case

Case

Case

CaseCase

Case

多
様
な
主
体
の
連
携
事
例

普
及
啓
発
の
事
例

課
題
解
決
の
事
例

世界に誇るくまもとの地下水保全
積み重ねにより高度化した地下水保全

p.26熊本地域　熊本県　

水の恩恵を「ありがとう」に
「水への恩返し」Carrying Water Project

p.32

02
大野市　福井県　

01

将来に向けた水づくりと森づくり
多様な主体で進める水と森の取組

p.38

03
岡崎市　愛知県　

「最後の清流」とともにくらす
流域住民の手による地域の振興

p.44

04
四万十川流域　高知県　

名水の魅力を全国ブランドに
自分たちで守り、育み、伝えていく

p.48

05
秦野市　神奈川県　

水との豊かな関係を将来へつなぐ
貴重な水を分かち合う

p.54

06
高松市　香川県　

盆地でつながるパートナーシップ
良質な地下水と地域の産業を守るために

p.58

07
都城盆地　宮崎県・鹿児島県　

Case

Case

Case

Case

Case

Case

Case

世界に誇るくまもとの地下水保全
積み重ねにより高度化した地下水保全

p.26熊本地域　熊本県　

水の恩恵を「ありがとう」に
「水への恩返し」Carrying Water Project

p.32

02
大野市　福井県　

01
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【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 熊本県
【連絡先】	 熊本県 環境生活部 環境局
	 環境立県推進課
　kankyourikken@pref.kumamoto.lg.jp

熊本
地域

宮崎県

大分県

　

熊
本
地
域
11
市
町
村
は
、
地
下
水
盆
を

共
有
し
、
生
活
用
水
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を

地
下
水
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
工
業
、
農

業
な
ど
の
産
業
用
水
と
し
て
も
地
下
水
を

利
用
す
る
な
ど
、
清
れ
つ
で
豊
富
な
地
下

水
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
下
水
位
の
低
下
や
湧
水
量
の
減

少
が
表
面
化
し
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
、

安
定
的
な
地
下
水
利
用
へ
の
不
安
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

以
来
、
地
下
水
保
全
の
機
運
が
高
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
な
取
組
・
連
携
、
推
進
組
織

の
改
編
な
ど
の
積
み
重
ね
を
経
て
、
今
で

は
、
住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
の
総
参
加

に
よ
る
保
全
と
利
用
の
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
、
熊
本
地
域
独

自
の
高
度
化
さ
れ
た
地
下
水
保
全
・
管
理

の
仕
組
み
が
構
築
・
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
・
企
業
・
行
政
の
連
携
で
地
下
水
保
全

　

熊
本
地
域
の
上
流
で
降
っ
た
雨
は
、
一

部
は
地
下
に
浸
透
、
ま
た
一
部
が
徐
々
に

流
出
し
、
白
川
や
緑
川
と
な
っ
て
地
域
内

を
流
れ
、
そ
の
間
、
一
部
の
水
は
農
業
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
下
水
を
か
ん
養

し
つ
つ
、
有
明
海
に
流
出
し
て
い
ま
す
。

白
川
中
流
域
に
は
浸
透
性
が
非
常
に
高
い

水
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
熊
本
地
域
の
地

下
水
の
重
要
な
か
ん
養
域
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
地
下
水
盆
を

共
有
す
る
広
範
な
熊
本
地
域
で
は
、
こ
れ

ま
で
県
や
関
係
市
町
村
な
ど
が
協
働
し
て

地
下
水
の
保
全
と
管
理
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
事
業
推
進
の
中
核

と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
く
ま
も
と
地
下

水
財
団
」
で
す
。
公
共
の
水
と
し
て
の
地

下
水
に
対
し
、
調
査
研
究
、
地
下
水
質
保

全
、地
下
水
か
ん
養
お
よ
び
地
下
水
採
取
・

使
用
適
正
化
に
関
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

企
業
な
ど
の
参
画
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
開
始
さ
れ
た
「
白
川
中
流

域
水
田
湛
水
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
地
下
水

か
ん
養
事
業
に
は
、
熊
本
市
と
５
つ
の
企

業
が
事
業
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
関
係
市
町
村
の
行
政
、
土
地
改
良

区
、
Ｊ
Ａ
、
農
家
間
で
の
協
議
・
調
整
を

行
い
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
地
域
共
有
の
貴
重
な
資
源

　

県
と
市
の
地
下
水
保
全
条
例
（
そ
れ
ぞ

れ
２
０
１
２
年
、
２
０
１
３
年
改
正
）
で

は
、
地
下
水
を
「
地
域
共
有
の
貴
重
な
資

源
」
と
し
て
、
県
条
例
で
は
「
公
共
水
」、

市
条
例
で
は
「
公
水
」
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
大
口
地
下
水
採
取
の
届
出
・
許

可
・
採
取
量
報
告
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
地
下
水
を
公
共
水
ま
た
は
公
水
と

し
て
条
例
で
規
定
し
、
地
域
で
の
管
理
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
熊
本
独
自
の
地
下

水
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
と
成
長
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

01
case 多様な主体の連携事例

熊本地域（熊本県）

世界に誇るくまもとの地下水保全
積み重ねにより高度化した地下水保全

親子で水と土の大切さを学ぶ白川中流域「田んぼの学校」く ま も と の 地 下 水 を 次 世 代 に つ な ぐ

❶熊本地域における協働の地下水保全の概念図。熊本地域の地下水を守り抜くため、県民・企業・大学・行政などさまざまな主体が連携・協働して取り組んでいる

企業等
地下水保全への参画・貢献
湛水・節水事業・水質保全活動

普及啓発、地下水を育む農作物の応援

各種団体・住民
地下水保全への運動・実践
湛水・節水事業、水質保全活動

普及啓発、地下水を育む農作物の応援

行政（県・11市町村）
地下水保全の計画・調整
総合調整、かん養対策、水質保全、

普及啓発・教育

大学・研究機関
地下水保全の研究・提案
調査・研究、専門的・学術的活動

諮問機関
くまもと地下水会議

協働

協働

協働 協働

協働の地下水保全の推進・
施策の実践

《地下水の見える化》
《地下水質保全》
《地下水量の保全》
《普及啓発・情報発信》

相
互
補
完

共
同
研
究

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト

連携

連携

連携

連携

●❶

Profile

熊本県

節水イベントの開催 白川中流域における
水田湛水推進に関す
る協定書の締結

熊本地域の地下水研
究成果

水田オーナー制度へ
の参画

企業による
地下水かん養事業

水田湛水の様子

転作水田で栽培さ
れる「水の恵み」
ブランドの野菜

水田における水文
調査

❷こんこんと湧き出る江津湖（えづこ）近
傍の湧水　❸江津湖。日量約 40万m3の
湧水量を持つ熊本市最大の湧水地　❹熊
本地域の地下水の流動。菊陽町と大津町
にまたがる白川中流域が地下水プールと
呼ばれる

●❷

●❸

有明海

白川中流域

阿蘇

●❹
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喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

２
０
０
９
年
２
月
に
地
下
水
保
全
の
た
め

の
新
た
な
負
担
金
方
式
の
創
設
と
推
進
組

織
の
一
元
化
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
１
０
年
に
、
事
業
費
負
担
金
と

し
て
行
政
が
地
下
水
採
取
量
に
応
じ
０
・

３
円
／
㎥
を
負
担
す
る
こ
と
、
３
組
織
の

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
基
本

合
意
が
な
さ
れ
、
２
０
１
２
年
に
「
く
ま

も
と
地
下
水
財
団
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
は
、
県
知
事

を
議
長
と
し
、
11
市
町
村
長
の
ほ
か
に

地
下
水
採
取
企
業
の
代
表
、
土
地
改
良

区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
独
自
の
諮
問
機
関

「
く
ま
も
と
地
下
水
会
議
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。「
く
ま
も
と
地
下
水
会
議
」
で
は

２
０
１
４
年
３
月
に
「
く
ま
も
と
の
地
下

水
を
守
り
抜
く
た
め
の
対
策 

～
８
つ
の

提
言
」
を
取
り
ま
と
め
、
地
下
水
保
全
の

方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
の
設
立
に
よ
っ
て
、

多
様
な
関
係
者
に
よ
る
連
携
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
、
持
続
的
な
活
動
の
展
開
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

地
道
な
調
査
研
究
で

知
見
を
蓄
積

「鍵」
その3

　

熊
本
地
域
に
降
る
年
間
約
20
億
４
千
万

㎥
の
雨
の
う
ち
、
約
６
億
４
千
万
㎥
が
森

林
や
草
地
、
水
田
、
畑
地
等
で
地
下
水
か

ん
養
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
川
中
流
域
の
水
田
は
、
地
元
で

は
「
ザ
ル
田
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
水
が
浸

透
し
や
す
く
、
調
査
に
よ
り
、
熊
本
地
域

の
「
地
下
水
プ
ー
ル
」
へ
、
年
間
お
よ
そ

１
億
㎥
も
の
水
を
か
ん
養
す
る
重
要
な
か

ん
養
地
域
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
域
で
は
、
熊
本
県
と
熊
本
市
に
よ

る
調
査
の
ほ
か
、
大
学
等
に
よ
る
水
田
か
ん

養
量
の
現
地
調
査
や
広
域
水
循
環
解
析
等
、

長
年
に
わ
た
る
地
下
水
の
研
究
成
果
の
蓄

積
さ
れ
て
お
り
、　

こ
う
し
た
知
見
の
積
み

重
ね
は
、
水
田
湛
水
事
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
進
め
る
上
で
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
す
。
白
川
中
流
域
に
お
い

て
水
を
効
率
的
に
か
ん
養
さ
せ
る
水
田
湛

水
は
、
長
年
の
調
査
研
究
の
結
果
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

白川中流域水田湛水事業

冬期湛水事業

市
民
団
体
と
企
業
か
ら

始
ま
っ
た
湛
水
事
業

「鍵」
その1

　

２
０
０
１
年
に
白
川
中
流
域
に
半
導
体

工
場
を
稼
働
さ
せ
た
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
九
州
株
式
会
社
（
現
・
ソ
ニ
ー
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
株
式
会
社
）
は
、
地
下
水
へ
の
影
響
に

関
す
る
地
元
か
ら
の
声
に
応
え
る
形
で

「
使
っ
た
水
は
、
き
ち
ん
と
返
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
２
０
０
３
年
に
地
下
水
か

ん
養
事
業
を
日
本
企
業
と
し
て
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
、
企
業
は
市

民
団
体
と
か
ん
養
の
具
体
的
手
法
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
工
場
が
使
用
す
る
地

下
水
と
同
量
の
水
を
同
地
域
で
か
ん
養
し

て
、
水
資
源
へ
の
環
境
負
荷
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
工
場
近
隣
の

転
作
田
を
利
用
し
て
、
白
川
の
水
を
引
き

込
ん
で
水
を
張
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
て

い
ま
す
。
湛
水
月
数
と
湛
水
面
積
に
応
じ

て
、
農
家
に
助
成
金
が
支
払
わ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
土
地
改
良
区
、

Ｊ
Ａ
な
ど
と
の
調
整
を
経
て
実
現
に
至
り

ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
病
害
虫
駆
除
や

地
力
の
維
持
・
増
進
と
い
っ
た
営
農
へ
の

効
果
も
見
込
め
る
優
れ
た
方
法
で
、
農
家

へ
の
湛
水
協
力
を
依
頼
す
る
際
の
後
押
し

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
熊
本
地
域
に
お
け

る
湛
水
事
業
は
始
り
ま
し
た
。
市
民
団
体

と
企
業
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
事
業
に
行

政
が
加
わ
る
形
で
、
熊
本
市
も
大
菊
土
地

改
良
区
（
当
時
）
と
連
携
し
、
２
０
０
４

年
か
ら
同
様
の
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
熊
本
市
と
地
元
企
業
５
社

か
ら
の
助
成
金
に
よ
る
「
白
川
中
流
域
水

田
湛
水
事
業
」
と
し
て
、
年
間
推
定
人
工

か
ん
養
量
が
１
５
６
８
万
㎥
（
２
０
１
５

年
度
実
績
）
に
も
な
り
、
か
ん
養
量
確
保

の
た
め
の
主
要
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。既

存
組
織
が
連
携
し

新
た
な
財
団
設
立

「鍵」
その2

　

熊
本
県
と
11
市
町
村
は
行
政
の
境
を
越

え
た
地
下
水
保
全
政
策
を
実
現
し
て
お
り
、

地
下
水
保
全
の
先
進
地
域
と
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
関
係
者
が
連

携
し
た
協
働
体
制
は
、
初
め
か
ら
整
え
ら

れ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
域
で
は
、「
熊
本
地
域
地
下
水

保
全
対
策
会
議
」、「
熊
本
地
域
地
下
水
保

全
活
用
協
議
会
」
お
よ
び
「
財
団
法
人
熊

本
地
下
水
基
金
」
の
既
存
組
織
が
地
下

水
保
全
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
限
ら
れ
た

財
源
で
個
々
の
組
織
が
事
業
を
展
開
し

て
い
る
中
、
地
下
水
基
金
の
活
動
資
金
が

流域マネジメント、ここが「鍵」

❺熊本地域の地下水か
ん養域の要となっている
白川中流域での湛水事業　
❻「白川中流域水田湛水
事業」の実施体制と実施
時期　❼くまもと地下
水財団の組織体制。諮問
機関「くまもと地下水会
議」は財団の運営・活動
等に対する支援・助言等
を行う

●❺

地元農家

助成金交付 助成事業の申請・実績報告

水田湛水申し込み
水田湛水実施

水田湛水の推進指導
助成金支払
水田湛水確認

麦

湛水（１カ月～３カ月）

湛水（１カ月） 大豆

人参 人参

▼例：大豆作付前の湛水の場合

▼例：人参作付前の湛水の場合

５月上旬 ７月末

６月上旬 ７月上旬

白川中流域水田活用連絡協議会
（熊本県・熊本市・大津町・菊陽町・地元２土地改良区・JA菊池・JA熊本）

熊本市・地元５企業
事業の推進・調整

地元推進組織：水循環型営農推進協議会
（熊本市・大津町・菊陽町・地元２土地改良区・JA菊池・JA熊本市東部支店）

地元農家

助成金交付 助成事業の申請・実績報告

水田湛水申し込み
水田湛水実施

水田湛水の推進指導
助成金支払
水田湛水確認

麦

湛水（１カ月～３カ月）

湛水（１カ月） 大豆

人参 人参

▼例：大豆作付前の湛水の場合

▼例：人参作付前の湛水の場合

５月上旬 ７月末

６月上旬 ７月上旬

白川中流域水田活用連絡協議会
（熊本県・熊本市・大津町・菊陽町・地元２土地改良区・JA菊池・JA熊本）

熊本市
事業の推進・調整

地元推進組織：水循環型営農推進協議会
（熊本市・大津町・菊陽町・地元２土地改良区・JA菊池・JA熊本市東部支店）

●❻

公益財団法人くまもと地下水財団

理事会
※業務執行 監事評議員会

諮問機関
「くまもと地下水会議」

幹事会

支援
賛
助
会

会費
寄付等

賛助会員
として活動

・
住
民
等

・
民
間
事
業
者

・
行
政
機
関

●❼

これまでの取組

「地下水保全都市宣言」（熊本市）

1976

地下水位観測井整備開始

1978

「熊本地域地下水保全対策会議」
設立（議長：熊本県知事）

1986

「熊本地域地下水総合保全管理計画」
「第一期行動計画（2009 ～ 2013）」
策定（熊本県及び関係市町村）

2008

「第二期行動計画�
（2014 ～ 2018）」策定

2014

2020

2010

2000

1990

1980

1970

江津湖の湧水量は回復傾向
（2000 年代中頃～）

地下水位の低下や
湧水量の減少が表面化

熊本地域 11市町村は、地下水盆を共有し、清れつで豊
富な地下水の恵みに支えられてきました。地下水位の低
下や湧水量の減少が表面化して以来、地下水保全の機運
が高まり、今では住民・企業・行政などの多様な主体が
連携した取組を進めています。

継続中

❽熊本地域の地下水に関する勉強会の様子　❾�
くまもと地下水財団において対談する東海大学の
市川勉教授と熊本大学の嶋田純名誉教授　�水田
かん養量の現地調査の様子

●�

●❽

●� ●❾

「熊本地域地下水保全活用協議会」
設立

1995

「熊本地域地下水総合保全管理計画」
策定（熊本県・熊本市）

1996

「財団法人熊本地下水基金」�
設立（理事長：熊本市長）

1991

「くまもと地下水財団」設立

2012

「
熊
本
周
辺
地
域
地
下
水
実
態
調
査
」

（
１
９
７
３
～
７
４
、
熊
本
県
・
熊
本
市
）

「
熊
本
地
域
地
下
水
調
査
」

（
１
９
８
４
～
８
５
、
熊
本
県
・
熊
本
市
）

「
熊
本
周
辺
地
域
地
下
水
総
合
調
査
」

（
２
０
０
４
、
熊
本
県
・
熊
本
市
）

「
熊
本
周
辺
地
域
地
下
水
総
合
調
査
」

（
１
９
９
２
～
９
４
、
熊
本
県
・
熊
本
市
）
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既
存
組
織
が
連
携
し

新
た
な
財
団
設
立

注目1
　

地
下
水
保
全
の
施
策
の
多
く
は
、
農
業

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
水
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
は
休
耕
田
を
水
田
と
し
て
活

用
し
、
そ
の
田
ん
ぼ
で
獲
れ
た
米
を
オ
ー

ナ
ー
に
還
元
す
る
取
組
で
す
。
ま
た
、
地

下
水
か
ん
養
に
資
す
る
水
田
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
「
水
の
恵
み
」
や
、
か
ん
養
域

で
と
れ
た
飼
料
米
で
育
て
た「
え
こ
め
牛
」

と
い
っ
た
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
低
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
地

下
水
を
育
み
な
が
ら
生
産
さ
れ
た
農
作
物

を
購
入
す
る
こ
と
で
、
地
下
水
使
用
量
を

ま
か
な
う
ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
下
水
保
全
と
農
業
の
活

性
化
の
両
立
が
で
き
る
こ
と
が
、
熊
本
地

域
の
取
組
を
継
続
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通

じ
、地
下
水
か
ん
養
に
対
す
る
消
費
者（
住

民
）
の
理
解
が
進
み
、
地
下
水
保
全
の
さ

ら
な
る
推
進
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

注目2
　

地
下
水
保
全
条
例
の
制
定
な
ど
30
年
以

上
に
わ
た
る
地
下
水
保
全
の
取
組
、
水
田

を
活
用
し
た
地
下
水
か
ん
養
事
業
や
水

源
か
ん
養
林
の
整
備
な
ど
行
政
区
域
を

越
え
た
取
組
、
節
水
市
民
運
動
の
展
開
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
１
３
年
３
月

に
、
熊
本
市
は
、
国
連
「
生い

の
ち命
の
水
（
Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
）」
最
優
秀
賞

（
水
管
理
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
地
域
は
、
２
０
１
７
年
に

開
催
さ
れ
た
第
3
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
水
サ

ミ
ッ
ト
や
２
０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
た
第

8
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
地
下

水
保
全
の
取
組
を
紹
介
す
る
な
ど
世
界
に

向
け
て
積
極
的
な
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

高
ま
る
住
民
の
意
識

注目3
　

水
循
環
政
策
本
部
な
ど
が
主
催
す
る

「
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、
熊
本
県
は
２
０
１
７
年
ま
で
の
16

年
間
連
続
で
応
募
件
数
全
国
一
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
の
先
生
の
自
発
的
な
取

組
も
あ
り
、
参
加
校
・
応
募
数
が
増
加
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
よ
り
毎
年
「
水
の
国
高

校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
熊
本
県
、
熊
本
市
、

く
ま
も
と
地
下
水
財
団
、
地
元
テ
レ
ビ
局

の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
県
内
各
地
の
高
校
生
が
自
主
的
に

地
域
の
水
環
境
を
守
る
活
動
を
宣
言
し
、

自
ら
実
行
す
る
「
水
の
宣
言
校
」
に
多
く

の
高
校
が
名
乗
り
を
上
げ
て
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
熊
本
地
域
で
は
住
民
の

地
下
水
保
全
の
意
識
の
高
ま
り
が
自
発
的

な
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

熊本地域の、ここにも「注目」
地
下
水
か
ん
養
対
策
が
効
果
を
発
揮

　

第
二
期
行
動
計
画
に
お
い
て
、
水
量
保

全
の
た
め
、
地
域
全
体
で
の
か
ん
養
量
の

数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
白
川
中
流
域
湛
水
事
業
、
台
地

部
で
の
冬
期
湛
水
事
業
、
雨
水
浸
透
ま
す

等
の
設
置
、
地
下
水
採
取
者
に
よ
る
か
ん

養
促
進
の
４
つ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
か
ん
養
量

は
、
２
０
１
５
年
度
に
は
２
０
０
４
年
度

に
対
し
て
２
・
８
倍
ま
で
増
加
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
が
２
０
０
６
年
頃
か
ら

の
地
下
水
位
や
湧
水
量
の
回
復
に
貢
献
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
域
の
健
全
な
水
循
環
の
状
態
を

実
現
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
か
ん
養
量
の

増
大
を
目
指
し
て
、
継
続
的
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

湧
水
量
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め

　

江
津
湖
は
熊
本
県
民
の
オ
ア
シ
ス
と
し

て
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
湧
水

地
で
す
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
江
津
湖
の

湧
水
量
が
２
０
０
５
年
で
底
を
う
ち
、
以

降
は
日
量
40
万
㎥
前
後
で
推
移
し
て
い
る

な
ど
、
湛
水
事
業
や
大
口
採
取
に
対
す
る

許
可
制
導
入
な
ど
の
取
組
の
効
果
が
着
実

に
現
れ
て
い
ま
す
。

活動の�
成　果

白川中流域での事業が継続的に行わ
れているポイントは？
この地域の営農を一番に考えていることで
す。そうでなければ、この事業はうまくい
かなかったはずです。研究機関と一緒に調
査をし、科学的に根拠づけしたことも大き
かったです。営農と地下水の両方を守るこ
とができるからこそ、農家の皆さんは「ど
ぎゃんかせんといかん（何とかしなければ
いけない）」という気持ちで、快く協力して
くれているのだと感じています。

農家の方との関わりで心がけている
ことはありますか？
農家の収益アップにつながってくれれば、
という思いでやっています。地域内の区長
さんは農家の方もそうでない方もいます
が、皆さん状況の飲み込みも早く、大きな
反対もなく協力的です。湛水管理に我々も
農家も手間はかかる中で、とてもうまくや
れています。

熊本地震によってどのような影響が
ありましたか？
熊本地震で水源ダムや用水路に大きな被
害が出ました。そのため 2016 年は、用水
路に水を流すことができず、湛水どころか
稲作さえもできませんでした。近年は離農
する方も多く、地震前の湛水面積に戻るか
不安でした。幸い、事業の意義と農家のメ
リットについて、丁寧に説明を行うことで、
ほぼ地震前と同じレベルまで回復していま
す。

農家の取組に対する住民の方々の反
応はどうでしょうか？
最近は、湛水事業などの講演への市民の参
加が少なくなった気がしますが、地下水へ
の基本的な理解が広まったからだと思って
います。次のステップに移り、水を守る農
家の努力をもっと知ってもらい、さらに活
動が大きく広がっていくことが理想です。

［水循環クリエーター］
水循環型営農推進協議会事務局長

大
お お

田
た

黒
ぐ ろ

 輝
て る

幸
ゆ き

さん

 略歴 　おおきく土地改良区の事務局長として、
白川中流域の水田湛水事業推進に携わる。事業に
関わるさまざまな管理業務をこなしながら、農家
との調整を行い、かん養量確保に尽力している。
農業と地下水を守るため、講演などを通じた啓発
活動にも力を入れている。
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（万㎥）
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,00030

35

40

45

50

55

60

年
間
人
工
か
ん
養
量

平
均
日
湧
水
量

白川中流域湛水、台地部湛水、雨水浸透ます、地下水採取者によるかん養の合計
平均日湧水量
移動平均（平均日湧水量）

（1992年）約49万㎥

（2005年）約35万㎥
（2016年）約45万㎥

熊
本
地
震

年間かん養量

江津湖の平均日湧水量

減少傾向
回復傾向

約2.8倍

熊本地域のかん養量と江津湖の湧水量の推移

●�
�地下水をかん養した白川中流域の農地で栽培された安全か
つ高品質な農産物。「水の恵み」ブランドで販売されているほ
か、地産地消の促進のため、料理の試食会がイベントの中で開
催されています

●�
�水の恵みブランドの農生産物を販売するマルシェの様子。
地下水かん養域で栽培されたというだけではなく、低農薬・減
化学肥料で他の産地との差別化を図っています

�2013 年３月、国連「生命（いのち）の水（Water 
for Life）」最優秀賞（水管理部門）受賞式の様子
�第 39 回「全日本中学生水の作文コンクール」
表彰式の様子（2017 年８月）。全国からの応募作
品 16,725 編の中から、熊本県内の中学生が最優
秀賞（内閣総理大臣賞）を受賞しました

●�

●�



33 32大野市（福井県） 2　事例紹介

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 大野市
【連絡先】	 大野市 産経建設部
	 建設整備課 湧水再生対策室
　yusui@city.fukui-ono.lg.jp

大野市

福井県

岐阜県

石川県

水
に
感
謝
し
、
水
の
恵
み
を
世
界
へ
広
げ
る

❶ユニセフ職員とともに視察した東ティモールにて、きれいな水に喜ぶ子ども
たち　❷「水環境の保全・継承」の活動の一環としてドングリの苗を植え
る子どもたち

●❷

●❶

❼１kmごとに 10 円、走った分だけ世界の
水対策のために寄付される「越前大野名水マ
ラソン」

●❼

●❸

❸地元の小学生や市長が参加した「水の本」の贈呈式の様子　❹「水の
がっこう」の取組で作成された「水の本」　❺「水をたべるレストラン」の
メニューの一つで、市民考案の「水まんじゅう」　❻市民、市職員、雑誌
編集者、移住者で行われた「大野の水と未来を語る集い」の様子。活発な
意見交換が行われた

●❻ ●❺

●❹

Profile

02
case 多様な主体の連携事例

大野市（福井県）

水の恩恵を「ありがとう」に
「水への恩返し」Carrying Water Project

一夜限りのレストランを企画した「水をたべるレストラン実行委員会」通称「ミズカラ」のスタッフ

　

湧
水
と
地
下
水
の
豊
か
な
ま
ち
、
大
野

市
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
湧
水
の
枯
渇

を
経
験
し
、
以
降
、
行
政
と
市
民
が
一
体

と
な
っ
て
湧
水
・
地
下
水
を
取
り
戻
し

保
全
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
大
野
市
で
は
、
こ
の
経
験
で
生
ま
れ

た
水
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
水
へ
の
恩

返
し
」
と
し
て
カ
タ
チ
に
し
て
発
信
し
て

い
く
新
た
な
取
組
、「C

arrying W
ater 

P
roject

」
が
２
０
１
５
年
か
ら
開
始
し
て

い
ま
す
。

水
の
恵
み
を
世
界
へ

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
と
協
力
し
て
行
う
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ

の
支
援
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
野
の
水

で
育
ま
れ
た
食
材
を
い
か
し
て
地
域
を
活

性
化
す
る「
水
を
た
べ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」や
、

教
育
に
よ
っ
て
大
野
市
の
水
に
関
す
る
知

見
と
感
謝
の
思
い
を
広
げ
て
い
く
「
水
の

が
っ
こ
う
」、
さ
ら
に
「
水
環
境
の
保
全
・

継
承
」や「
意
識
啓
発
、賛
同
の
輪
の
拡
大
」

の
取
組
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
支
援
で
は
、
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

締
結
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
３
年
間
か
け

て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
６
基
の
給
水
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
農
村
部
で
は
、
子
ど
も
や
女
性
が
毎
日

の
よ
う
に
遠
く
の
水
源
ま
で
水
を
汲
み
に

行
っ
た
り
、
衛
生
的
な
水
が
使
え
な
い
た

め
子
ど
も
た
ち
が
皮
膚
病
な
ど
の
病
気
に

か
か
り
や
す
い
な
ど
の
現
状
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
支
援
に
よ
り
約
３
３
０
０
人
が

清
浄
な
水
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広
が
る
「
水
へ
の
恩
返
し
」
の
輪

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
支
援
を
き
っ
か
け

に
、
市
民
が
「
水
へ
の
恩
返
し
」
に
つ
い

て
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
考
え
、
新
た

な
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
８
月
１
日
の
水
の
日
に

は
、
大
野
市
に
住
む
９
人
か
ら
構
成
さ
れ

る
実
行
委
員
会
、
通
称
「
ミ
ズ
カ
ラ
」
が

主
体
と
な
っ
て
一
か
ら
企
画
し
、
材
料
調

達
、調
理
、お
も
て
な
し
ま
で
を
行
う
「
一

夜
限
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
大
野
の
酒
蔵
で
つ
く
っ

た
日
本
酒
、
湧
き
水
で
炊
い
た
ご
飯
の
お

に
ぎ
り
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
招
待
客
に
水
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
・
未
来
へ
つ
な
げ
る

　

水
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
世
代
を
超

え
て
伝
え
て
い
く
た
め
、「
水
の
が
っ
こ

う
」
や
「
ど
ん
ぐ
り
の
里
親
事
業
」、「
大

野
の
水
と
未
来
を
語
る
集
い
」
と
い
っ
た

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。「
水
の
が
っ

こ
う
」
で
使
わ
れ
る
「
水
の
本
」
は
、
子
ど

も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
身
近
な
水
か
ら

世
界
の
水
ま
で
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ク
イ
ズ
形
式
で
水
に
関
す
る
課
題
や
解
決

方
法
を
紹
介
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
水
の
本
」
は
、
ユ
ニ
セ

フ
協
会
を
通
じ
て
、
全
国
の
小
・
中
・
高

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
へ
お
よ
そ
４
万

部
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
、「
水
へ
の
恩
返
し
」
の
思
い
を
世
界

に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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「
当
た
り
前
」を

「
あ
り
が
た
い
」に

「鍵」
その1

　

大
野
市
は
、
地
形
・
地
質
的
な
特
徴
か

ら
湧
水
・
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
日
常
生
活

や
産
業
に
使
う
こ
と
で
、
暮
ら
し
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
、
こ
の
地
な
ら

で
は
の
湧
水
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
は
、
土
地

利
用
の
変
化
に
よ
る
地
下
水
か
ん
養
量
の

減
少
や
消
雪
用
に
使
う
地
下
水
の
汲
み
上

げ
す
ぎ
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
市
街
地
を

中
心
に
地
下
水
位
が
低
下
し
、
多
く
の
家

庭
で
井
戸
枯
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

御
清
水
を
は
じ
め
市
内
に
あ
っ
た
湧
水
が

干
上
が
り
、
ま
ち
の
景
色
や
水
と
親
し
ん

で
き
た
生
活
様
式
も
一
変
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

主
婦
を
中
心
に
市
民
が
立
ち
上
が
っ
て
湧

水
を
取
り
戻
す
活
動
が
始
ま
り
、
こ
れ
が

地
下
水
保
全
条
例
の
制
定
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
を
経
験
し
た
こ

と
が
、
水
へ
の
意
識
を
「
当
た
り
前
」
か

ら
、「
あ
り
が
た
い
」
へ
と
変
え
て
い
く
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
が
参
画
で
き
る
体
制

「鍵」
その2

　

　

大
野
市
で
は
、
湧
水
が
枯
れ
た
経
験
を

き
っ
か
け
に
、
市
民
参
画
に
よ
る
地
下
水

の
保
全
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
９
７
７
年
に
「
大
野
市
地
下
水
保
全

条
例
」
を
制
定
、
そ
の
翌
年
に
は
、
地
下

水
保
全
の
た
め
の
「
水
田
湛
水
事
業
」
を

全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
１
９
７
８
年
に
は
、
市
民
の
手
に
よ

る
地
下
水
位
観
測
も
開
始
さ
れ
、
30
年
以

上
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
休
み
な
く
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
市
内
32
観

測
地
点
の
半
分
に
あ
た
る
16
地
点
で
市
民

の
手
に
よ
り
水
位
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
測
さ
れ
た
水
位
は
毎
日
、
市
役
所
へ
報

告
さ
れ
、
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
毎
日
地
下
水

の
状
況
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

掲
示
板
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
、
立
て
続
け
に
地
下
水
の
保
全
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
活
動

へ
の
参
画
も
進
み
ま
し
た
。
１
９
８
５
年�

頃
か
ら
、
御
清
水
、
本
願
清
水
、
中
野
清

水
に
お
い
て
市
民
が
会
を
つ
く
り
、
年
に

数
回
、
地
元
の
小
・
中
学
生
と
一
緒
に

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
１
年
か
ら
小
学
４
年
生
を
対
象
に

水
環
境
に
関
す
る
総
合
学
習
を
継
続
的
に

実
施
し
て
お
り
、
水
の
大
切
さ
を
次
世
代

へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
の
活
動
も
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
年
に
亘
り
、
活
動
を
続

け
て
い
く
中
で
、
市
民
の
中
に
水
へ
の
感

謝
の
思
い
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

「
ま
ち
」が

誇
り
に
な
る
活
動

「鍵」
その3

　

市
民
参
画
に
よ
る
継
続
的
な
地
下
水
保

全
の
活
動
に
よ
っ
て
、
近
年
は
地
下
水
位

も
回
復
傾
向
に
あ
り
、
安
定
的
に
地
下
水

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
井
戸
や
湧
水
が
枯
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
を
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
、
ま
た
こ
の
水
へ
の
感
謝
と

水
の
恵
み
を
世
界
に
広
げ
シ
ェ
ア
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
水
へ
の
恩
返
し
」�

の
取
組
、「C

arrying W
ater P

roject

」�

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「C

arrying W
ater P

roject

」
の
よ
う

な
水
循
環
に
関
す
る
取
組
が
活
発
化
し

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
大
野
市
の

「
人
、
も
の
、
仕
事
を
活
性
化
さ
せ
て
、
人

口
減
少
対
策
に
つ
な
げ
る
」
と
い
う
市
政

の
方
向
性
と
、
市
民
や
関
係
者
を
巻
き
込

ん
で
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く
水
循
環
の

取
組
が
一
致
し
、
こ
れ
を
加
速
す
る
コ
ン

セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
積
極
的
に
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
成

果
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
効
果
的
に
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
の
活
動
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
大
野
と
い

う
「
ま
ち
」
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
市
外
の
人
や
企
業
・
大

学
な
ど
か
ら
取
組
へ
の
賛
同
を
得
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
外
か

ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
は
大
野
と

い
う
「
ま
ち
」
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
、
活
動
と
発
信
が
よ
り
活
発
化
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
注
目
が
高
ま
る
と
い
っ

た
好
循
環
が
生
ま
れ
て
お
り
、「
一
夜
限

り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

自
主
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
魅
力
的
な
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

❽水が豊富だった本願清水で水遊びをする子どもたち（昭和 34年）　❾過剰取水に
よって枯れてしまった本願清水（昭和 53年）　�復活した本願清水の様子（現在）

●❽

●�

●❾関係／交流／
定住人口増加／
企業・大学等の
賛同、協力

ソーシャルな
ブランディングを

通じた
活動の輪の拡大

リフレクション
による
インナー

ブランディング

大野という地域の
認知度、パブリック
イメージの向上

地域の活力向上
各種活動の促進

市民の大野に対する
自信と誇りの向上

・東ティモールへの支援
・水のがっこう
・水をたべるレストラン
・水環境の保全・継承
・意識啓発、賛同の輪の拡大  など

「水への恩返し」
の推進、成果の発信

「水への恩返し」の推進、成果の発信の効果

流域マネジメント、ここが「鍵」

�子どもたちとともに、20年以上続けられている中野清水の清掃活動　�ほぼ毎
日観測されている地下水位とその日の地下水位観測値。義景公園にて　�水の大切
さ、感謝の気持ちが養われていく総合学習の様子　

●�

●�●�

拡大を検討中 継続

こ
れ
ま
で
の
取
組

古
く
か
ら
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
酒
、
味
噌
、
豆

腐
な
ど
、
水
を
使
っ
た
食
品
加
工
業
も
盛
ん
で
し
た
。

１
９
７
０
年
代
頃
か
ら
市
街
地
の
井
戸
枯
れ
が
発
生

し
た
た
め
、
地
下
水
の
回
復
、
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

2020 2010 2000 1980 1970

冬
季
水
田
湛
水
事
業

「
大
野
市
地
下
水
対
策
審
議
会
」
設
置

1973

「
越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画
」
策
定

2011

Carrying W
ater Project

開
始

2015

「
大
野
市
地
下
水
保
全
条
例
」
制
定

1977

「
大
野
市
地
下
水
総
合
調
査
」
実
施

2001-02

「
地
下
水
保
全
基
金
」
設
立

2000

「
大
野
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」
策
定

2005

約 10ha
（1978 ～）

約 30ha
（2012 ～）

１
９
７
１
頃　

井
戸
枯
れ
発
生

１
９
８
０
頃
〜　

湧
水
復
活
傾
向

２
０
１
２
頃
〜　

地
下
水
位
上
昇
傾
向
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研
究
機
関
と
の
連
携
が 

加
速

注目1

　

大
野
市
は
、
行
政
と
市
民
の
長
年
に
亘
る

継
続
的
な
地
下
水
保
全
活
動
が
認
め
ら
れ
、

２
０
１
３
年
に
日
本
水
大
賞
「
環
境
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
通
し
て
大
野
市
へ
の
注
目
度
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
一
つ
の
地
域
で
地
下
水
が

か
ん
養
さ
れ
湧
出
す
る
と
い
う
地
理
的
な

条
件
も
加
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機

関
・
大
学
が
大
野
市
を
地
下
水
の
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
３
度
か
ら

は
筑
波
大
学
が
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
が
中
心
と
な
っ

て
、
市
内
小
学
生
と
協
働
し
た
地
下
水
温

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
が
水
循
環
解
析
モ
デ

ル
に
よ
る
解
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
大

野
市
の
地
下
水
の
挙
動
が
徐
々
に
解
明
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
下
水
に

関
す
る
研
究
の
た
め
の
施
設
を
整
備
す
る

な
ど
、
若
手
の
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
た
情
報
発
信

注目2

　

「
水
の
ま
ち
大
野
」
と
い
う
印
象
が
生

ま
れ
た
要
因
の
一
つ
に
、
積
極
的
な
情

報
発
信
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
野
市
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、Facebook

やInstagram

な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
広
く
大
野
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
方
向

の
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
市
職
員
が

地
下
水
に
関
連
す
る
学
会
や
講
演
会
を
通

じ
て
学
識
者
や
他
の
自
治
体
の
担
当
者
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
る
こ
と
も
次
の
活
動
に
つ
な
が
る
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
市
外
の
方
に
大
野
市
の
取
組

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
協
力
者
を
得

た
り
、
訪
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
も
自
分
の

ま
ち
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
意

欲
の
向
上
や
さ
ら
な
る
協
働
が
促
進
さ
れ
、

継
続
的
な
活
動
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
一
体
と
な
っ
た 

事
業
の
推
進

注目3

　

大
野
市
で
は
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
、
市
の
ト
ッ

プ
が
率
先
し
て
活
動
に
関
わ
り
、
水
に
関

す
る
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
会
や
講
演
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
市
長
自
ら
が
出
席
し
、
大
野

市
の
水
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
副
市
長
も
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
出
向
い
て
現
地
の
方
々
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
新
た
な
企
画
を
提
案
す
る
な

ど
積
極
的
に
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
の
ト
ッ
プ
と
職
員
、
市

民
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
、
水

の
ま
ち
大
野
が
活
性
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

�研究機関による水の流
れの解析結果（2012 年）　
�現地で行われる筑波大
学の実習の様子　�地元
の小学生から水に関する
メッセージボードを受け取
る市長

木
瓜
川

木
瓜
川

赤
根
川

赤
根
川

真
名
川

真
名
川清

滝
川

清
滝
川

九
頭
竜
川

九
頭
竜
川

大野市役所大野市役所

JR越前大野駅JR越前大野駅亀山公園亀山公園

11

22334466
77
88

99
10101111
1212

1313

1414

【凡例】
■ 湧水地点及び番号
１：本願清水 ８：弥生公園の清水跡
２：御清水 ９：篠座神社の御霊泉
３：お馬屋池 10：馬清水
４：新堀清水 11：殿様清水
５：義景清水 12：ふくべ清水
６：こせき清水 13：中荒井の清水
７：山王神社の堀 14：中野清水
 地表水の流線軌跡
 地下水の流線軌跡

55

JR北大野駅JR北大野駅
九頭竜川ダム統合管理事務所九頭竜川ダム統合管理事務所

JR牛ケ原駅JR牛ケ原駅

JR柿ヶ島駅JR柿ヶ島駅JR下唯野駅JR下唯野駅

JR越前田野駅JR越前田野駅

下荒井堰下荒井堰

JR越前富田駅JR越前富田駅

●�

●�

●�

大野市の、ここにも「注目」
湧
水
が
復
活
し
、地
下
水
位
も
回
復
傾
向

　

一
度
は
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
湧
水
地

も
現
在
で
は
復
活
し
、
再
び
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
地
下
水
位
も
昔
の
よ
う
な
低
下
傾

向
は
見
ら
れ
ず
、
近
年
は
回
復
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

観
光
客
数
が
10
年
前
の
１
・
４
倍
に

　

大
野
市
で
は
、
観
光
客
数
が
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
10
年
間
で
１
・

４
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
霧
の
中
に
浮
か

び
上
が
る
天
空
の
城
越
前
大
野
城
を
は
じ

め
、
御
清
水
に
代
表
さ
れ
る
湧
水
地
な
ど
、

水
が
も
た
ら
す
景
観
が
大
野
に
訪
れ
る
観

光
客
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

大
野
の
魅
力
に
気
づ
い
た
若
者
が
魅
力

を
広
め
る
活
動
を
開
始

　

大
野
市
で
は
、
一
度
は
他
の
町
に
住
み
、

再
び
市
に
戻
っ
て
き
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
市
民

や
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
市
民
が
大
野
の
魅
力
を

伝
え
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
野
の
水
と
未
来
を
語
る
集

い
」
で
は
、
市
民
が
集
ま
り
、
水
を
通
し

て
大
野
が
よ
り
輝
く
た
め
の
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
自
発
的
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
も
取
組
の
成
果
と
言
え

ま
す
。

活動の�
成　果

大野市の活動が盛り上がっている�
ポイントは？
大野にはほぼ毎日地下水位を測ってくれ
る市民や湧水地を清掃してくれる団体が
あるなど、一人ひとりが水を大切に利用し
てきた水文化があります。Carrying Water 
Project は注目されやすいのですが、こう
いった市民の地道な活動の積み重ねが土台
となって、新しい活動がいきているのだと
思います。

取組で心がけていることは�
ありますか？
私たちの役割は、市民の皆さんの自発的な
思いを引き出していくこと。東ティモール
の支援に同行し工事に携わった大野の若者
が「このような方法だったら自分も協力で
きる」と提案の声をかけてくれたりして、
大変嬉しく思っています。

これまで一番苦労した点と�
その克服方法は？
大野市湧水再生対策室は2012年に新たに
立ち上がった部署で、前任者もいない状況
でした。これまで、大野市では地下水位の
観測や冬季の水田湛水事業を長く行ってき
ましたが、これから新たに何を始めればい
いか悩みました。そのため、各地で実施さ
れている事業の視察など、できることから
始めました。

活動する上で重要な視点や�
鍵となった活動や場面は？
活動する上で重要な視点は、現地を見るこ
と。現地を見ることで実態を知ることがで
き、これが次の自分たちの考えや活動の
きっかけにつながっていくのだと思いま
す。

［若者の活動を陰で支える］
大野市湧水再生対策室 室長

帰
かえり

山
や ま

 寿
と し

章
あ き

さん

 略歴 　2012 年より大野市湧水再生対策室にて、
大野市の地下水保全、Carrying Water Project
に関する取組に携わる。東ティモールにも 3 回訪
問し、現地の方と大野市民のつなぎ役としての重
要な役割を果たしている。

Key�
Person

1.4 倍

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

人

1,433,800

1,523,100

2006 2007

1,514,800

2008

1,477,400

2009

1,826,500

2010

1,533,400

2011

1,536,500

2012

1,543,200

2013

1,935,500

2014

2,072,000

2015

2,129,800

2016 年

観光客入込み客数の推移

活発な意見がかわされる「大野の水と未来を語る集い」の様子
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03
case 多様な主体の連携事例

岡崎市（愛知県）

将来に向けた水づくりと森づくり
多様な主体で進める水と森の取組

間伐体験を通じて、森の環境や手入れの大切さを熱心に学ぶ子どもたち

水環境

河川水
雨水
水辺

河川水
地下水
飲み水

生活排水
雨水排水

湧水
地下水
森林
公園
ため池

洪水
生活用水
（震災時）
消防水利

河川水
工場排水
地下水

観光
水辺利用
その他

水環境創造プラン

河川 水道 下水 自然 災害 公害 水文化

❶水環境創造プランの策定範囲　❷鳥川ホタルの里でホタル
の保全活動の中心となっている岡崎市ホタル学校　❸ホタル
の保護・育成活動（ゲンジボタルの幼虫の放流）の様子　❹ホ
タル学校で環境学習に取り組む小学生たち

岡崎市水環境創造プランの検討体制

●❸

●❹

然
、
災
害
、
公
害
か
ら
水
文
化
ま
で
の
水

に
関
わ
る
全
て
の
事
項
を
含
み
ま
す
。
以

下
で
は
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
取
組
や

今
後
の
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

水
と
森
と
ホ
タ
ル
の
取
組

　

森
林
の
多
く
は
、
高
齢
化
に
よ
る
林
業

従
事
者
不
足
な
ど
に
よ
り
必
要
な
森
林
の

手
入
れ
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
「
水
」

は
、
森
林
が
も
た
ら
す
恵
み
の
一
つ
で
あ

り
、
森
林
が
適
正
に
管
理
さ
れ
水
源
か
ん

養
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

も
の
で
す
。
そ
の
水
源
か
ん
養
機
能
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
間
伐
や
積
極
的

な
木
材
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
岡
崎
き
こ
り
塾
」
を
結
成
し
、
人
材
育
成

と
活
動
者
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
か
、「
森
林
・
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
を
交
え
た
森
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
の
恩

恵
に
よ
る
清
ら
か
な
水
辺
に
は
、
市
内
各

所
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

旧
額
田
町
の
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
が
、「
岡
崎
市
ホ
タ
ル
学

校
」
で
す
。
環
境
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ホ
タ
ル
保
護
・
育
成
に
関
す
る
活
動
な
ど

が
、
自
然
や
ホ
タ
ル
へ
の
理
解
や
知
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る
体
制
づ
く
り

　

岡
崎
市
で
は
、「
岡
崎
市
水
環
境
創
造

プ
ラ
ン
」
策
定
の
た
め
に
「
検
討
委
員
会
」、

「
行
政
部
会
」、「
乙
川
部
会
」、「
市
民
懇

談
会
」
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
策
定
後
は
進
捗
管
理
を
行
う

主
体
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
関
係
団
体
、

公
募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
岡
崎
市

水
循
環
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
現
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 【課　題】	 総合的取組

【主　体】	 岡崎市
【連絡先】	 岡崎市 環境部 環境政策課
　kankyoseisaku@city.okazaki.lg.jp

愛知県

岐阜県

静岡県

●❷

（位置付け）
・市民への情報公開
・市民の意見や要望聴
　取
・市民活動等に関する
　情報収集

（検討内容）
・市民ができること
・市民の目から見たプ
　ランへの意見提示
・市民活動等に関する
　情報提供

市民懇談会（位置付け） ・ 水環境創造プランのとりまとめ
（検討内容） ・ 各検討段階における水環境創造
  プランの検討・承認

検討委員会

（位置付け） ・ 検討委員会に諮る水環境創造プランの事前調整
（検討内容） ・ 関連諸計画との整合
 ・ 関連法整備可能性の検討

行政部会

（位置付け） ・ 乙川を重点河川と位置づけ、国、
  県、市民とともに個別に検討
（検討内容） ・ 乙川流域の水環境創造に関すること

乙川部会

情報公開

意　見

Profile

岡崎市

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
県
内

有
数
の
中
核
都
市
で
あ
る
岡
崎
市
で
は
、

矢
作
川
、
乙
川
の
清
流
が
、
魅
力
あ
る
景

観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

上
流
の
旧
額
田
町
で
は
古
く
か
ら
林
業

が
盛
ん
で
、
下
流
の
旧
岡
崎
市
は
文
化
・

経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
に
そ
の
２
市
町
が
合
併

し
た
こ
と
を
契
機
に
、２
０
０
８
年
に「
岡

崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

将
来
に
向
け
た
水
環
境
を
創
造
す
る
取
組

が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
里
川
」
の
ま
ち
の
実
現
へ

　

岡
崎
市
は
、
水
を
育
む
山
や
豊
か
な
緑

と
、
そ
こ
に
棲
む
動
植
物
が
豊
か
な
「
里

川
」
の
ま
ち
の
実
現
と
定
着
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
里
川
」
と
は
、「
人
々
に
と
っ

て
の
身
近
な
川
」
を
指
す
新
た
な
言
葉
で

す
。
そ
の
活
動
は
、
河
川
、
上
下
水
道
、
自

上
下
流
交
流
に
よ
る
水
環
境
と
森
林
保
全
の
取
組

●❶
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と
も
に
、
普
及
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
な

げ
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
啓
発
、
教
育

に
参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
科
学
的
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
分

析
し
て
い
く
こ
と
は
、
事
業
を
実
施
し
て

い
く
上
で
の
根
拠
と
な
り
、
地
元
の
方
々

へ
説
明
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
へ
の
理
解

に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
人
材
の
発
掘
と
活
動

の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

「鍵」
その3

　

地
元
で
ホ
タ
ル
の
保
全
活
動
を
進
め
る

ホ
タ
ル
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
地

元
の
方
が
毎
晩
ホ
タ
ル
の
飛
翔
数
を
調
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
た
「
鳥
川
の
ホ
タ
ル

飛
翔
数
」
の
ペ
ー
ジ
が
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
各
種
情
報
誌
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の

取
材
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
が
好
循
環
と
な
っ

て
、
毎
年
約
３
万
人
の
観
光
客
が
市
内
や

名
古
屋
な
ど
か
ら
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
に
や
っ

て
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
の
活
動
の
推
進
に
は
、
市
内

に
ホ
タ
ル
の
生
態
に
詳
し
い
専
門
家
の
方

が
い
ら
し
た
こ
と
が
大
き
く
、
ホ
タ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
と
い
う
講
座
で
ホ
タ
ル
の

幼
虫
飼
育
法
な
ど
、
積
極
的
に
ホ
タ
ル
の

保
護
・
育
成
の
知
識
や
技
術
を
広
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
」
と
ホ
タ
ル
学
校
職
員

の
唐
澤
晋
平
氏
は
話
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発
掘
も
成
功

の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

『
と
く
べ
つ
な
も
の
は
な
に
も
な
い　

で

も
、
た
い
せ
つ
な
も
の
は
す
べ
て
あ
る
』

を
大
切
に
し
つ
つ
、
地
域
の
ペ
ー
ス
で
活

動
を
進
め
な
が
ら
地
域
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
努
力
を
続
け
、
少
し
ず
つ
人
の
輪
を

広
げ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
誠
実
な
取
組
に
よ
り
、
鳥

川
ホ
タ
ル
の
里
湧
水
群
は
環
境
省
の
平
成

の
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
鳥
川

住
民
の
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
水
環
境
に
向
け
て 

想
い
を
一
つ
に

「鍵」
その1

　

乙
川
の
下
流
域
を
含
む
旧
岡
崎
市
で
は
、

都
市
へ
人
口
や
産
業
が
集
中
し
水
質
汚
濁

な
ど
が
生
じ
、
上
流
域
の
旧
額
田
町
は
山

林
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
環
境
の
悪
化
や
保
水
力
の
低
下
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併
を
機

に
、
身
の
回
り
の
「
水
」
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
の

実
現
性
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
検

討
し
よ
う
と
、
２
０
０
６
年
４
月
に
「
岡

崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」
の
検
討
が
開

始
し
、
２
０
０
８
年
３
月
に
「
岡
崎
市
水

を
守
り
育
む
条
例
」
と
と
も
に
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
の
庁
内
で
は
、

各
部
局
が
別
々
に
動
い
て
い
た
た
め
、
そ

れ
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
発
想
が
生
ま

れ
、
当
時
の
部
局
ト
ッ
プ
の
英
断
に
よ
り
、

２
０
０
８
年
８
月
に
「
岡
崎
市
水
循
環
推

進
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
庁
内
の
職
員
が
水
循
環

や
水
環
境
の
思
想
を
み
ん
な
で
理
解
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

検
討
委
員
会
に
部
長
、課
長
、班
長
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
携
わ
れ
る
常

時
部
会
と
し
て
、
乙
川
部
会
お
よ
び
行
政

部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
任
、
主
査
ク
ラ
ス
の
若
手
職

員
を
中
心
と
し
た
「
水
循
環
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
定
期

的
に
会
議
を
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
の
水

環
境
、
水
循
環
行
政
を
担
う
人
材
の
育
成

に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
、

各
部
局
を
代
表
す
る
若
手
職
員
が
委
員
を

務
め
、
そ
の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
課
題

の
整
理
や
プ
ラ
ン
の
原
文
の
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
庁
内
関
係
者
の
相

互
理
解
が
深
ま
っ
た
中
で
、
２
０
２
０
年

に
向
け
た
次
期
プ
ラ
ン
改
定
に
着
手
す

る
こ
と
で
、
水
環
境
や
水
循
環
に
関
し
て
、

よ
り
深
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。取

組
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
る
科
学
デ
ー
タ

「鍵」
その2

　

２
０
１
５
年
に
「
岡
崎
市
水
循
環
推
進

協
議
会
」
に
対
し
て
「
水
量
」
に
関
す
る

施
策
の
再
構
築
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る

旨
の
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
諮
問

に
対
す
る
答
申
を
検
討
す
る
た
め
、
同
協

議
会
に
東
京
大
学
の
蔵
治
光
一
郎
教
授
を

部
会
長
と
し
た
専
門
部
会
「
緑
の
ダ
ム
部

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
山
が

荒
れ
て
い
る
、
河
川
の
流
量
が
少
な
い
と

い
っ
た
地
元
の
人
か
ら
の
声
で
し
た
。

　

こ
の
地
元
か
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、

森
林
整
備
が
水
源
か
ん
養
お
よ
び
雨
水
流

出
抑
制
な
ど
水
循
環
に
与
え
る
効
果
の
科

学
的
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
水
循

環
影
響
調
査
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性
を
答
申
に
盛
り
込
み
、
他
の
施
策
と

提言

水量を取り巻く現状 課題及び解決の方向性

実現するために……放置人工林における
水源かん養機能の向上

里山の保全

水源かん養
基金の創設

既存計画の
適切な運用と
見直し

地域の特性に
合わせた
森林整備

岡崎市水循環推進協議会「水量に関する答申」（概要）

間伐の推進森林の荒廃など

財源の確保

林業の振興

間伐・木材製品の利用促進

敷地境界及び
森林所有者の明確化

河川の水位が
減少傾向

洪水による被害
（2000年東海豪雨、2008年8月末豪雨）

森林保全の重要性の啓発

水循環影響調査
による

モニタリング

敷地境界及び
森林所有者の
明確化

啓発事業の強化

何をしていくべきか？

流域マネジメント、ここが「鍵」

❻学識経験者、各種団体の代表者、公募
した市民などから構成される水循環推進
協議会　
❼間伐体験事業「おと川リバーヘッド大
作戦」の様子

●❻

●❼

❽鳥川ホタルの里の夏を彩る幻想的なホタルの飛翔風景　❾鳥川ホタ
ルの里ふるさとマップの表紙に書かれている活動を継続する秘訣　�
活動の一環として行われているホタルに関する講座の実施状況 ●❽

●�

●❾

上
流
域
の
山
林
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

下
流
域
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中
に
よ
る
水

質
汚
濁
な
ど

次
期
プ
ラ
ン
改
定
へ
着
手

取組を継続

こ
れ
ま
で
の
取
組

２
０
０
６
年
の
上
流
の
旧
額
田
町
と
下
流
の
旧
岡
崎

市
の
合
併
を
契
機
に
、
水
環
境
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

2020 2010 2000 1970

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2017.1

岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例
制
定

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
策
定

2008.3
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
検
討
開
始

2006.4

水
循
環
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

2011.10

岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
発
足

2008.8

緑
の
ダ
ム
部
会
を
設
立

2015.6

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併

2006.1
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み
ん
な
で
参
加
す
る「
行
動
す

る
乙
川
サ
ミ
ッ
ト
」

注目1

　

水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
で
の
目
標
達
成
に
向

け
て
「
乙
川
サ
ミ
ッ
ト
」
を
設
立
・
開
催
。

参
加
団
体
の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
相
互
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
年
３
～
４
回
の
会
議
を
行
う
中

で
、
み
ん
な
で
連
携
し
た
活
動
を
し
た
い

と
の
意
見
が
あ
り
、『
行
動
す
る
乙
川
サ

ミ
ッ
ト
』
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

竹
林
伐
採
、
森
林
間
伐
、
河
川
清
掃
な

ど
、
民
間
団
体
が
別
々
に
や
っ
て
い
た
こ

と
を
一
緒
に
実
施
す
る
た
め
に
、
行
政
の

声
が
け
や
事
務
的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
行
政

も
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
上
下
流
交
流

の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

森
と
地
域
経
済
を 

元
気
に
す
る
活
動

注目2
　

岡
崎
市
の
森
を
元
気
に
す
る
活
動
に

「
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
間
伐
し
た
木
材
を
通
常

よ
り
少
し
高
く
買
い
取
る
こ
と
で
森
林
整

備
を
促
進
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

森
の
駅
で
は
、
木
材
の
買
取
代
金
を
現

金
で
な
く
地
域
通
貨
「
森
の
健
康
券
」
で

支
払
い
ま
す
。
山
の
恵
み
が
通
貨
と
な
っ

て
地
元
の
商
店
を
め
ぐ
る
こ
と
で
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
日
新
聞
で
も
地
元
小
学
校
で

実
施
し
た
木
の
駅
の
体
験
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
も

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
る 

お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目3
　
「
お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
乙

川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
整
備
計
画
を
親

し
み
や
す
く
し
た
別
称
で
す
。
岡
崎
市
と

市
民
の
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
の
構
築
を

図
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
市
民

側
か
ら
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
や
民

間
事
業
者
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市
民
有
志
が
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
、
ま
ち
の
課
題
を
抽
出
し
、
専
門
家

や
行
政
も
交
え
て
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
事

業
計
画
を
練
り
、
市
長
へ
提
案
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
案
さ
れ
民
間
主
導

で
実
現
を
図
る
事
業
が
先
導
的
事
業
で
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
つ
に
、
乙
川
を
「
わ
！

楽
し
い
！
」
が
つ
ま
っ
た
場
所
に
変
え
る

水
辺
空
間
活
用
の
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
あ
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー
・
り
た

が
運
営
す
る
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
い
て
、
乙
川
を
中
心
と
し
た
地
域
の
交

流
・
活
動
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
企
画
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

�市民協働事業「菅生川草刈一斉清掃」の様子

●�

�地域通貨として利用されている「森の健康券　
1,000mori」

●�

●��愛知県岡崎市「2017.07.07おとがワ！ンダーランドに
乾杯」�おとがワ！ンダーランドの「殿橋テラス」の様子

●�

岡崎市の、ここにも「注目」
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙�

「
秘
境
地
と
し
て
す
ば
ら
し
い
名
水
」�

部
門
１
位
獲
得
！

　

２
０
１
６
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
環

境
省
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙
の
中
で
、

観
光
地
部
門
、
景
観
部
門
、
秘
境
地
部
門
、

お
い
し
さ
部
門
の
４
部
門
で
行
わ
れ
た
国

民
投
票
の
結
果
、
見
事
、「
鳥
川
ホ
タ
ル
の

里
湧
水
群
」
が
秘
境
地
部
門
の
第
１
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

鳥
川
の
名
水
は
水
汲
み
場
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
水
を
汲
む
人
が
絶
え
な
い
延
命

水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
学
校
の
来
館
者
数
が�

開
校
以
来
最
多
に

　

ホ
タ
ル
学
校
の
来
館
者
数
は
、
開
校
以

来
、
年
間
概
ね
１
万
人
前
後
を
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
名
水
百
選
１
位
獲
得
後
の

２
０
１
６
年
度
に
は
、
年
間
で
１
・
４
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
湧

水
群
の
知
名
度
が
上
が
り
、
市
内
や
中
京

圏
以
外
に
も
、
首
都
圏
や
近
畿
圏
か
ら
の

来
館
者
も
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

活動の�
成　果

ホタル学校の取組で�
心がけていることはありますか？
イベントの実施にあたって、地域の住民の
方やホタル保存会との連携、市内の活動の
サポート、市外のネットワークの構築が重
要と考えています。
また、鳥川ホタルの里にホタルを見に来て
いただいた方には、ホタルを鑑賞するばか
りではなく、環境や生態系の考え方、自然
と普段の生活のつながりなどを勉強、意識
していただけるように心がけています。

取組の中で、アピールする点、手ごた
えを感じている点は何ですか？
地元の鳥川ホタル保存会では、ホタルシー
ズンやイベント時には、地元産の「ホタル
米」、「とっかわ産木炭」を販売しています。
地元の地道な活動により、リピーターや鳥
川ファンが着実に増えているのを感じてい
ます。

学校の運営で
苦労されている点は何ですか？
苦労している点は、自然相手、生き物相手
なので、予測ができないことです。
例えば、ホタルの幼虫の放流式に必要な数
の幼虫が上手く育たない、ホタル祭りの時
期にホタルが飛んでない、イベント時が雨
天だったということがよくあります。
自然相手、生き物相手なので、そういうも
のだと思っています。

今後の活動の抱負を�
聞かせてください。
岡崎市の豊かな自然をもっと多くの人に
知ってほしい。
そのために、小学校の環境教室や森林環境
教育の取組を広げ、岡崎市の将来を担う次
の世代につなげていきたいし、鳥川で地道
にやってきたことを、今のペースで続け、
地域の輪を広げていきたい。

［将来を担う若きリーダー］
額田木の駅プロジェクト 事務局長

唐
か ら

澤
さ わ

 晋
し ん

平
ぺ い

さん

 略歴 　額田木の駅プロジェクト事務局長のかた
わら、市の嘱託員として 2015 年よりホタル学校
の運営に携わる。市内のさまざまなイベントや環
境学習等の活動において中心的な役割を果たし
ている。

Key�
Person

ホタルシーズンのホタルまつりの様子

人
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来館
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ホタル学校来館者数

鳥川湧水群「延命水」
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●❹

保
全
を
目
的
に
、
環
境
配
慮
の
指
針
策
定

や
保
全
重
点
地
域
の
指
定
等
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
一
方
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
活
力
低
下
や
森
林
荒
廃
へ
の
対
応

な
ど
、
地
域
の
「
振
興
」
が
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
四
万
十
川

の
清
流
と
人
々
の
暮
ら
し
が
織
り
な
す

持
続
可
能
な
流
域
社
会
を
め
ざ
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
「
四
万
十
川

流
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
策
定
時
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
流
域
住
民
の
意
見

を
幅
広
く
取
り
入
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、「
住
民
」
が
主
体
と
な
っ
て
「
事
業
者
」

「
行
政
」
と
連
携
・
協
働
し
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
取
組
を
通
じ
て

四
万
十
川
ら
し
さ
や
四
万
十
川
を
中
心
と

し
た
生
活
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

流
域
の
魅
力
を
い
か
し
た
取
組

　

２
０
０
９

年

に

は
、

四
万
十
川
流

域
の
景
観
が

国
の
重
要
文

化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ

を
機
に
文
化
的
景
観
を
象
徴
す
る
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
が
作
成
さ
れ
、
景
観
の
保
全

と
活
用
の
活
発
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

取
組
の
一
つ
の
例
に
、「
学
生
キ
ャ
ン

プ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
か
ら

の
大
学
生
の
参
加
者
が
、
地
元
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
四
万
十
川
流
域
の
活
性
化
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
の
振
興
と
地
域
間
交
流
を

推
進
す
る
た
め
に
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で

の
30
以
上
の
農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
に
よ
る
「
四
万
十
川
す
み
ず
み
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
民
宿
・
レ
ス

ト
ラ
ン
を
紹
介
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
や
、「
道
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
観
光

客
の
声
に
応
え
る
四
万
十
川
す
み
ず
み
Ｍ

Ａ
Ｐ
の
作
成
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
観
光
客
に
四
万
十
川
流
域
を
す
み
ず

み
ま
で
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
広

範
囲
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
家
民
宿
を
始
め
る
方

に
対
す
る
お
客
様
の
迎
え
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
上
流
域
と
下
流
域
で
提
供
さ
れ
て

い
る
食
の
相
互
体
験
な
ど
、
観
光
を
活
発

化
す
る
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地域振興
【主　体】	 高知県 四万十川
【連絡先】	 高知県 高知県林業振興・環境部
	 環境共生課 四万十川・清流担当
　030701@ken.pref.kochi.lg.jp

高知県
愛媛県

　

高
知
県
西
部
を
流
れ
る
四
万
十
川
は
、

そ
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
「
清
流
」、
さ

ら
に
「
昔
な
が
ら
の
農
山
村
の
風
景
」
が

残
さ
れ
て
い
る
川
で
す
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
昭
和
50
年
代
に
四
万
十

川
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
あ
り
、

四
万
十
川
を
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
地
域
経
済
の
発
展
に
伴

う
生
活
様
式
の
変
化
等
も
あ
り
、「
四
万
十

川
ら
し
さ
」
を
感
じ
る
た
め
に
最
も
重
要

で
あ
る
、
自
然
環
境
や
景
観
の
悪
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

主
役
は
流
域
住
民

　

高
知
県
で
は
、
四
万
十
川
ら
し
さ
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
２
０
０
１
年
に

「
高
知
県
四
万
十
川
の
保
全
及
び
流
域
の

振
興
に
関
す
る
基
本
条
例
（
四
万
十
川
条

例
）」
を
制
定
し
ま
し
た
。
条
例
制
定
以
降
、

四
万
十
川
の
生
態
系
と
景
観
の
一
体
的
な

Profile

四万十川流域

四
万
十
川
で
地
域
を
つ
な
げ
る

❹四万十川すみずみツーリズムで行なわ
れている参加者の交流イベント　❺学
生キャンプでのフィールドワークの状況　
❻❼共生モデル地区に指定された黒尊川
流域と大正中津川地区の景観

●❻

●❼

●❺

●❶

徳島県

❶国の重要文化的景観に選定された風景の一例　❷「四万十川流域の文化的景観」
ロゴマーク　❸四万十川流域６次産業化の成功例「栗の再生プロジェクト」。栗の生
産から加工・商品化、流通・販売を行う

●❷

●❸
四万十ブランド

「しまんと地栗　渋皮煮」
四万十栗の加工 四万十栗の生産

04
case 普及啓発の事例

四万十川流域（高知県）

「最後の清流」とともにくらす
流域住民の手による地域の振興

安全で楽しい川遊びを普及するために、流域の小中学校を中心に着衣泳などの安全教育を行なう「四万十川ガキ育成事業」の風景



47 46四万十川流域（高知県） 2　事例紹介

行
政
主
導
か
ら

住
民
主
導
へ

「鍵」
その1

　

　

行
政
と
民
間
団
体
・
住
民
の
取
組
を
つ

な
ぐ
機
能
を
持
つ
組
織
と
し
て
「
財
団
法

人
四
万
十
川
財
団
」
を
２
０
０
０
年
に
設

立
し
ま
し
た
。
財
団
で
は
、
文
化
的
景
観

推
進
事
業
や
四
万
十
川
ガ
キ
育
成
事
業
等

の
取
組
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境

学
習
の
支
援
や
清
掃
活
動
等
の
住
民
、
民

間
団
体
が
行
う
活
動
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
財
団
は
、
高
知
県
と
四
万
十
川
流

域
5
市
町
が
共
同
で
出
資
し
て
設
立
し
た

組
織
で
す
。
立
ち
上
げ
た
当
初
は
、
高
知

県
等
か
ら
の
出
向
職
員
で
運
営
し
て
い
ま

し
た
が
、
民
間
団
体
の
取
組
を
積
極
的
に

推
進
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
主
導

か
ら
住
民
主
導
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
住

民
公
募
の
職
員
を
徐
々
に
増
や
し
、
現
在

は
住
民
の
職
員
の
み
で
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
行
政
は
、
資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト
等

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る

住
民
主
導
の
事
業
展
開
を
目
指
し
て
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

川
と
と
も
に

―
人
と
自
然
の
共
生

「鍵」
その2

　

四
万
十
川
流
域
に
お
い
て
優
れ
た
水
質

や
動
植
物
の
多
様
性
、
良
好
な
景
観
を
有

し
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
を
「
共

生
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、
住
民
組
織

主
導
で
保
全
と
振
興
を
推
進
す
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
共
生
モ
デ
ル
地
区
に
は
、
現
在

四
万
十
市
黒
尊
川
流
域
と
四
万
十
町
大
正

中
津
川
地
区
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
両
地

区
と
も
透
明
度
が
高
い
水
質
を
誇
り
、
清

流
と
天
然
林
に
囲
ま
れ
た
渓
谷
と
昔
な
が

ら
の
農
山
村
の
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
景
観
は
、
国
の
「
重
要
文
化
的

景
観
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

と
地
域
振
興
の
活
動
を
住
民
組
織
が
協
働

で
話
し
合
う
会
議
を
立
ち
上
げ
、
地
元
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
水
辺
林
の
間
伐
と
間

伐
林
を
利
用
し
た
も
の
づ
く
り
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
料
理

を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域

の
振
興
と
自
然
と
の
共
生
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

「鍵」
その3

　

四
万
十
川
流
域
で
は
、
産
業
の
振
興
を

図
る
目
的
で
「
６
次
産
業
化
」
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
６
次
産
業
化
」
と
は
１
次

産
業
の
農
林
漁
業
と
、
２
次
産
業
の
加
工

業
、
３
次
産
業
の
販
売
業
ま
で
の
全
て
を

地
域
の
手
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資

源
の
付
加
価
値
を
高
め
る
も
の
で
す
。

　

四
万
十
川
流
域
に
お
け
る
６
次
産
業

化
の
成
功
事
例
と
し
て
「
栗
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
四
万
十
川
流

域
は
古
く
か
ら
栗
の
産
地
と
し
て
栄
え
、

普
通
の
栗
と
比
べ
て
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

糖
度
が
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
出
荷
を
す
れ
ば
他
地
区

の
栗
と
混
ぜ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

ら
加
工
・
流
通
・
販
売
を
行
い
、
四
万
十

栗
の
良
さ
を
発
信
す
る
こ
と
で
差
別
化
を

図
り
、「
四
万
十
の
栗
」
の
名
前
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
生
産
者
に
利
益

が
還
元
さ
れ
、
流
域
が
潤
う
効
果
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

年間 15万人もの観光客が訪れる�
「道の駅とおわ」の売りは何ですか？ 
四万十川の自然にこだわった野菜や加工
品を「ここでしか手に入らないもの」とし
て販売することにこだわりました。これら
の品は、〈ローカル〉〈ローテク〉〈ローイン
パクト〉をコンセプトに「四万十ブランド」
として販売しています。
〈ローカル〉とは、四万十川を共有財産に足
元の豊かさ・生き方を考えるネットワーク
を構築することです。
〈ローテク〉とは、農林漁業に生きづく技術
や知恵や第 1次産業にこだわったものづ
くりをすることです。
〈ローインパクト〉とは、四万十川に負荷を
かけない風景を保しながら活用する仕組み
をつくることです。

「四万十ブランド」をつくり上げるために
とくに注力されたことは？	
事業を展開するまでの土台づくりが大変で
した。この地域に何があるのか、どんなも
のをつくっているのか、どんな思いがある
のかという調査に３～５年をかけました。
どこの地域でも掘り返せばその地域の「売
り」は絶対にあります。見つけ方といかし
方、あと売り出し方が重要！

地域を活性化させようという取組の
中で重要なことは？
行政と民間が同じ方向を向いた上で、地域
の人たちが潤い、若い人が後に続いていけ
る仕組みをつくることが重要です。そのた
め地域の方々を積極的に雇用しています。
また、取組はコンセプト・考え方がしっか
りしていないといけない。キーマンとなる
べきモチベーションのある「人」を育てる
こともポイントです。

［四万十ブランドを販売］
株式会社四万十ドラマ 代表取締役

畦
あ ぜ

地
ち

 履
り

正
しょう

さん

 略歴 　株式会社四万十ドラマの代表取締役とし
て「道の駅とおわ」の運営を行いながら、「栗再生
プロジェクト」にも中心メンバーとして関わる。
地域資源の生産現場を保全しながら、活用し、生
まれた商品が戻って来る「地元発着型産業」の
トップランナー。

Key�
Person

観
光
客
が
１
・
７
倍

　

四
万
十
川
流
域
の
清
流
と
豊
か
な
自
然

を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
四
万
十
市
（
旧
中
村

市
）
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、
２
０
０
２
年

に
比
べ
１
・
７
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
も
目
立
ち
、

２
０
１
６
年
に
四
万
十
市
を
訪
れ
た
方
は
、

２
０
１
２
年
に
比
べ
10
倍
も
増
え
て
い
ま

す
。

川
と
人
を
守
る�

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
活
躍

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

客
が
四
万
十
川
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
不
運
な
事
故
や
遊
ん
だ
後
に
ゴ
ミ
を

残
し
て
い
く
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
流
域
で
暮
ら
す
方
々
が
「
四
万
十
リ

バ
ー
マ
ス
タ
ー
」
と
な
り
、
川
遊
び
の
ポ

イ
ン
ト
や
ル
ー
ル
、
危
険
な
場
所
を
教
え

た
り
、
環
境
保
全
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

な
ど
、
自
主
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
活
動

は
、
２
０
１
７
年
時
点
で

86
人
の
方
が
登
録
さ
れ
、

四
万
十
川
と
人
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

活動の�
成　果

0

30

60

90

120

150

年

万人

76.3

2007

75.4

2008

84.2

2009

130.8

2010

119.4

2011

69.5

2002

68.1

2003

66.7

2004

72.5

2005

74.3

2006

102.4

2012

111.2

2013

104.2

2014

103.4

2015

104.5

2016

1.7 倍

四万十川を訪れる観光客数の推移

リバーマスターとしての活動状況
「四万十リバーマスター」

ロゴマーク

住　　民

職員として運営

資金面等でサポート

四万十川財団

高知県・流域市町

四万十川財団の運営体制

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
土
佐
・
四
万
十
川

�

〜
清
流
と
魚
と
人
と
〜
」
放
送

1983

「
公
益
財
団
法
人
四
万
十
川
財
団
」
設
立

2000

「
四
万
十
川
条
例
」
制
定（
高
知
県
・
流
域
５
市
町
村
）

2001

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990 1980

四万十川
ブーム

保全の取組
実施

住民の
高齢化

1990 頃〜
水量減少・
水質悪化

保全と振興が
調和した取組
の実施

継続

「
四
万
十
川
流
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定

2010

四
万
十
川
流
域
は
、
１
９
８
０
年
代
の
四
万
十
川
ブ
ー

ム
以
降
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
「
四
万
十
川

ら
し
さ
」
が
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
財
団

の
設
立
や
四
万
十
川
条
例
の
制
定
、
四
万
十
川
流
域
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
り
、
環
境
保
全
と
地
域
振
興

が
調
和
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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ン
ス
が
よ
く
と
れ
て
い
る
。
単
体
の
水
と

し
て
非
常
に
お
い
し
い
水
」
と
秦
野
の
水

の
魅
力
を
評
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
は

「
お
い
し
い
秦
野
の
水
―
丹
沢
の
雫
―
」�

と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
内
で
は
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ

ね
る
だ
け
で
い
つ
で
も
味
わ
え
ま
す
。
こ

こ
で
は
お
い
し
い
水
と
と
も
に
暮
ら
す
豊

か
な
生
活
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
守
り
・
育
み
・
伝
え
る

　

今
は
市
民
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
存
在

の
秦
野
の
名
水
も
、か
つ
て
は
水
源
枯
渇
・

水
質
汚
染
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

危
機
に
際
し
、
秦
野
市
は
全
国
に
先
駆

け
て
、
地
下
水
保
全
の
た
め
の
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
市
が
主
導
し
て
、
地
下
水

の
保
全
管
理
を
強
力
に
推
進
し
た
結
果
、

現
在
の
名
水
が
あ
り
ま
す
。

　

秦
野
市
環
境
保
全
課
の
谷
課
長
は
「
先

人
た
ち
が
、
自
然
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
守
り
、
育
て
る
努
力
を
怠
ら
ず
に
、
創

意
工
夫
を
重
ね
て
き
た
お
か
げ
で
、
名
水

の
誉
れ
を
維
持
し
て
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
先
人
た
ち
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
貴
重
な
地
下
水

を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
市
で

は
名
水
の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
す
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
市
が
展
開
す

る
活
動
は
、
秦
野
名
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

秦
野
の
湧
水
を
め
ぐ
る
秦
野
名
水
さ
ん
ぽ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
立
体
模
型
に

地
下
水
の
流
れ
を
映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
情
報
発
信
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
広
が
る
名
水
ブ
ラ
ン
ド

　

さ
ら
な
る
広
報
戦
略
と
し
て
市
は
「
秦

野
名
水
」
の
ロ
ゴ
を
製
作
し
、
２
０
１
５

年
に
商
標
登
録
し
ま
し
た
。
秦
野
の
水
の

価
値
を
広
め
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一

環
と
し
て
、
秦
野
市
内
の
地
下
水
を
水
源

（
原
料
）
と
す
る
水
を
利
用
し
た
製
品
、
施

設
、
広
報
媒
体
な
ど
の
普
及
を
促
進
し
て

お
り
、
現
在
で
は
、
豆
腐
店
や
水
耕
栽
培

工
場
等
々
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
の
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。「
お
い
し
い
秦
野
の

水
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
を

通
じ
て
全
国
販
売
さ
れ
、
秦
野
名
水
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
に
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
10
月
に
は
名
水
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
公
設
民
営
の
温
浴

施
設
「
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
」
も
加

わ
り
ま
し
た
。

●❽

●❼

●❹

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 秦野市
【連絡先】	 秦野市 環境産業部
	 環境保全課 地下水・環境指導担当
　k-hozen@city.hadano.kanagawa.jp

神奈川県

山梨県

東京都
　

神
奈
川
県
中
西
部
、
丹
沢
山
塊
の
南
麓

に
位
置
す
る
秦
野
市
。
こ
こ
に
は
、
緑
豊

か
な
丹
沢
の
山
々
が
育
ん
だ
20
を
超
え
る

湧
水
群
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
き
た
秦
野

市
で
は
、
１
８
９
０
年
に
日
本
で
３
番
目

の
近
代
水
道
が
整
備
さ
れ
、
給
水
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
秦
野
市
の
地

下
水
は
水
道
水
源
と
し
て
、
市
民
に
大
切

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

名
水
百
選
総
選
挙
「
お
い
し
さ
」
部
門
で

全
国
一

　

秦
野
市
の
湧
水
群
は
環
境
省
の
「
名
水

百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最

近
で
は
、
環
境
省
が
２
０
１
６
年
３
月

に
実
施
し
た
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙

で
「
お
い
し
さ
」
部
門
１
位
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ソ
ム
リ
エ
田
崎
真
也
氏
は
「
や
わ

ら
か
過
ぎ
な
い
軟
水
な
の
で
、
味
の
バ
ラ

Profile

秦野市

❶ 弘 法 大 師 の 伝 説 が 残 る「弘 法 の 清 水 」　 ❷ 環
境 省「名 水 百 選 」選 抜 総 選 挙、「 お い し さ 」部
門 で 1 位 を 受 賞 し た「 お い し い 秦 野 の 水 」�
❸2017 年に行われた「秦野名水フェスティバル」。ソムリエ
の田崎真也氏も秦野の水を絶賛

●❸ ●❷

●❶

「
お
い
し
い
水
」
と
と
も
に
暮
ら
す ❹❺ 秦野名水でつくる豆腐店。「秦野名

水」ブランドにも登録されている　❻同
敷地には個人が製作した親水施設もあ
り、自由に水をくむことができる　❼ 秦
野市では水道の蛇口をひねればおいし
い地下水由来の水を飲むことができる�
❽名水を肌で感じることのできる公設民営の
「名水はだの富士見の湯」 ●❺●❻

05
case 普及啓発の事例

秦野市（神奈川県）

名水の魅力を全国ブランドに
自分たちで守り、育み、伝えていく

高島屋とタイアップし、市民に向けておいしい水をＰＲ
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科
学
の
知
見
に
根
ざ
し
た

地
下
水
保
全

「鍵」
その1

　

秦
野
市
で
は
過
去
に
地
下
水
の
量
と
質

に
関
す
る
二
つ
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
一
つ
目
は
昭
和
40
年
代
、
急
激
な
水

需
要
の
増
大
に
よ
り
地
下
水
位
が
低
下
し
、

湧
水
や
浅
井
戸
な
ど
の
枯
渇
が
発
生
し
ま

し
た
。
二
つ
目
は
平
成
に
入
っ
て
す
ぐ
の

頃
、
名
水
百
選
の
水
や
水
道
の
水
源
と
な

る
地
下
水
に
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
の
影

響
が
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

科
学
的
な
調
査
の
結
果
、
秦
野
盆
地
の

地
下
構
造
は
、
丹
沢
山
地
か
ら
流
れ
込
む

雨
水
や
盆
地
内
の
雨
水
を
貯
め
込
む
「
天

然
の
水
が
め
」（
地
下
水
盆
）
と
な
っ
て
お

り
、
一
つ
の
器
の
上
に
人
が
住
み
、
み
ん

な
で
水
を
分
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

自
ら
の
地
下
水
揚
水
の
影
響
は
自
ら
に

降
り
か
か
る
一
方
で
、
地
下
水
を
大
切
に

す
れ
ば
自
ら
に
返
っ
て
く
る
こ
と
が
、
科

学
的
知
見
の
も
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

水
の
大
切
さ
を 

地
域
で
共
有

「鍵」
その2

　

地
下
水
の
調
査
を
踏
ま
え
、
市
は
地
下

水
が
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
認
識
の
も
と
、
市
は
１
９
７
３
年

に
「
秦
野
市
環
境
保
全
条
例
」
を
施
行
し

ま
し
た
。
地
下
水
調
査
か
ら
、
秦
野
の
地

下
水
量
の
保
全
の
た
め
に
は
人
工
的
な
地

下
水
か
ん
養
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
た
め
、
水
田
か
ら
の
地
下

水
か
ん
養
、
工
場
の
冷
却
水
を
用
い
た
深

井
戸
に
よ
る
地
下
水
注
入
、
雨
水
浸
透
ま

丹沢山地

渋沢丘陵

地下水流入
上流かん養域から
地下水盆へ流入す
る水量

地下水流出
地下水盆から
下流へ流出す
る水量

人工かん養

地下水揚水
(水道局・企業井戸)

河川以外(扇状地) 河川以外(扇状地)

河川

土壌蒸発量

河川以外から
のかん養 河川以外からの湧出

渋沢断層

基盤岩類

秦野盆地

地下水盆

す
を
利
用
し
た
か
ん
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
事
業
実
施
の
た
め
の
財
源
と
し

て
、
自
己
所
有
の
井
戸
か
ら
地
下
水
を
揚

水
し
て
い
る
事
業
者
と
協
定
を
結
び
、
全

国
で
初
め
て
地
下
水
を
利
用
す
る
事
業
者

に
地
下
水
利
用
協
力
金
を
課
金
し
ま
し
た
。

　

水
質
汚
染
に
対
し
て
は
、
１
９
９
４
年

に
「
地
下
水
汚
染
の
防
止
及
び
浄
化
に
関

す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
汚
染
原
因
者
負
担
を
原
則
と
し
た
国

内
で
は
類
を
見
な
い
条
例
で
、
以
降
こ
の

条
例
に
沿
っ
て
水
質
浄
化
事
業
を
実
施

し
た
結
果
、
地
下
水
質
は
大
き
く
改
善
し
、

２
０
０
４
年
に
は
弘
法
の
清
水
に
お
い
て

「
名
水
の
復
活
」
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
二
つ
の
条
例
が
統
合
さ
れ

て
「
秦
野
市
地
下
水
保
全
条
例
」
と
な
り
、

地
下
水
の
量
と
質
の
両
面
に
つ
い
て
一
元

的
な
管
理
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
下
水
の
危
機
と
そ
の
対
処

に
あ
た
っ
た
取
組
は
、
行
政
、
市
民
、
事

業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
地
下
水
を
か
け
が
え
の

な
い
貴
重
な
共
有
財
産
と
し
て
認
識
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

積
極
的
Ｐ
Ｒ
を 

市
が
牽
引

「鍵」
その3

　

二
度
の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
市
は
、
現

在
地
下
水
の
保
全
と
と
も
に
、
秦
野
の
水

の
価
値
の
普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
多
様
な
手
段
を
通
じ
て
よ
り
た
く
さ

ん
の
人
に
水
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
重
視
し
、
市
職
員
自
ら
デ
パ
ー
ト
で

「
秦
野
の
お
い
し
い
水
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活

動
を
は
じ
め
、
秦
野
名
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
秦
野
名
水
さ
ん
ぽ
な
ど
市
主
催
の
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
環
境
教
育
と
し
て
、

小
学
校
で
秦
野
の
地
下
水
に
つ
い
て
学
ぶ

「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
水
の
は
な
し
」
や
、
水

道
施
設
の
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

職
員
が
制
作
し
た
秦
野
の
地
下
水
に
関
す

る
「
紙
芝
居
」
も
、
子
ど
も
た
ち
が
水
へ

の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
「
秦
野
名
水
」
に
登
録
さ
れ

た
商
品
を
用
い
た
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
増
加

が
見
ら
れ
た
り
、
商
店
会
連
合
会
、
青
年

会
議
所
に
よ
る
名
水
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
活
動
は
市

役
所
の
外
に
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
秦

野
の
水
は
、
地
域
へ
、
そ
し
て
次
世
代
へ

も
着
実
に
受
け
継
が
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 ●�

●❾

流域マネジメント、ここが「鍵」
これまでの取組

地
下
水
の
質
の
保
全

❾秦野市がある秦野盆地は天然の水がめ
の上に位置する　�地下水調査によって
明らかになった地下水の水収支　�地下
水を育むため、冬季にも田んぼに水を張
り水田かん養を行う

�地下水汚染の浄化目標を達成し、弘法
の清水において「名水復活」宣言

●�

「環境保全条例」施行

1973

地下水利用による協力金負担協定

1975

「地下水汚染対策審議会」設置

1989

「地下水汚染の防止及び�
浄化に関する条例」施行

1994

「地下水総合保全管理計画」策定

2003

「地下水保全条例」施行

2000

●�

�フェスティバルで開催された子ども向けの実験教室 �「秦野名水フェスティバル」でテイ
スティングする田崎真也氏

●� ●�

2010

2000

1990

1980

1970

1985　�名水百選�
「秦野盆地湧水群」選定

2004　名水の復活宣言

2016　�「名水百選」選抜総選挙
おいしい水部門 1位

1965-74 頃　�地下水位低下に�
よる水枯れ発生 

1989　�化学物質による�
地下水汚染発覚

多くの湧水群を有する秦野市では、地下水を水道の水源
に使用するなど、地下水に恵まれた生活が根付いていま
す。しかし、地下水位低下による水枯れや地下水汚染な
どの危機に見舞われたことから、地下水の質と量の一体
管理を進めてきました。現在は、秦野の水の価値の普及
啓発を積極的に展開しています。

秦野名水ロゴマークの作成

秦野の水の価値の
普及啓発活動の取組開始

地下水浄化事業の開始

水田かん養事業の開始

秦野盆地の地下水調査

地
下
水
の
質
と
量
の�

一
体
管
理
・
利
活
用

地
下
水
の
量
の
保
全
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大
学
と
の
連
携
に
よ
る 

水
循
環
解
析

注目1
　

秦
野
市
で
は
１
９
７
０
年
か
ら
秦
野
盆

地
の
地
質
構
造
や
地
下
水
の
水
収
支
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
横

浜
国
立
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
長

年
の
調
査
で
培
っ
て
き
た
８
５
０
本
の

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
、
地

表
水
お
よ
び
地
下
水
の
挙
動
を
立
体
的
に

解
析
す
る
水
理
地
質
構
造
モ
デ
ル
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
デ
ル
は
、
秦
野
盆
地
の
地
下
水

理
構
造
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
役
立

つ
だ
け
で
な
く
、
水
位
低
下
な
ど
の
問
題

の
発
生
し
や
す
い
場
所
の
把
握
や
、
地
下

水
か
ん
養
事
業
の
適
地
の
選
定
な
ど
、
取

組
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
科

学
的
知
見
を
得
る
こ
と
に
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
中
の
水
の
動
き
を

見
え
る
化

注目2
　

地
下
水
挙
動
解
析
の
結
果
は
、
専
門
家

だ
け
で
な
く
、
だ
れ
に
で
も
理
解
し
や
す

い
形
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秦
野
盆

地
の
立
体
模
型
に
地
下
水
挙
動
解
析
結
果

を
投
影
し
、
地
下
水
の
流
れ
を
可
視
化
で

き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の

シ
ス
テ
ム
「
は
だ
の
水
循
環
モ
デ
ル
」
を

つ
く
り
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
普
段
は
目
に
見
え
な
い
地
下

水
の
流
れ
を
３
Ｄ
の
映
像
で
体
感
で
き
る

と
好
評
で
、
地
下
水
の
循
環
の
様
子
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。『

亀
泉
池
の
大
騒
動
』、

紙
芝
居
で
地
域
に
伝
え
る

注目3
　

湧
水
の
池
に
暮
ら
す
カ
メ
吉
が
池
の
水

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
驚
き
、

物
知
り
フ
ク
ロ
ウ
じ
い
さ
ん
か
ら
地
下
水

に
つ
い
て
学
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
。「
地
下
水

は
専
門
的
で
、
か
つ
目
に
見
え
な
い
も
の

な
の
で
、
一
般
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
す
の
は
、
紙
芝
居
を
自

身
の
手
で
制
作
し
た
市
環
境
保
全
課
の
谷

課
長
。

　

可
愛
ら
し
い
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
で
す

が
、
秦
野
の
地
下
水
に
つ
い
て
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
経
験
を
踏
ま
え
、
地
下
水
保

全
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
た
内
容
で
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
の
人
が
見
て
も

地
下
水
に
つ
い
て
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
課
長
は
「
普
及
啓
発
の
成
果
は
外
か

ら
は
見
え
づ
ら
い
の
で
、
ど
れ
だ
け
啓
発

事
業
を
し
て
い
る
か
が
大
事
だ
と
思
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
紙
芝
居
に
続
き
、
次

は
イ
ベ
ン
ト
で
秦
野
名
水
カ
ル
タ
を
お
披

露
目
す
る
予
定
で
す
。

●�

●�

●�

●�

秦野市の、ここにも「注目」

地下水保全の取組で�
心がけていることはありますか？
今の秦野の地下水が維持されているのは、
先人たちが1970年の地下水調査以降知恵
を絞って努力してきた結果のおかげと思っ
ています。私は 2004 年の名水復活宣言に
立ち会いましたが、地下水汚染発覚以後浄
化対策を行ってきた先輩職員たちのアン
カーを担っただけで、名水復活は多くの先
輩職員たちの努力によるものだと思ってい
ます。取組にあたっては、過去からの施策
を引き継ぎ、今の時代の技術による改良を
加え、将来に引き継いでいく、そのことを
心にとめています。

取組を続けてきた中で一番うれしかっ�
たことは何ですか？	
一番うれしかったのはやはり「名水百選」
選抜総選挙で「おいしさ」部門１位に選ば

れたことです。秦野の水のおいしさの客観
的な評価をいただき、市民の関心も以前に
も増して高まってきたと感じています。お
いしい秦野の水のペットボトルも、市民か
らどこで売っているのかとよく問い合わせ
があるようになり、逆に市民からもっと外
へ宣伝していかないといけないと激励を受
けるようになりました。

今後、地下水に関してどのような事に�
取り組んでいかれるのですか？
まず、当然水道の水源としての地下水は
守っていきます。その上で、せっかくある
のだからその水を利活用できないかと考
え、水のイメージを使う、シティプロモー
ションとして使っていきたいと考えていま
す。将来的には秦野の水を使って市の特産
物をつくるのが夢ですね。

［水への想いを次世代へ］
秦野市環境保全課 課長

谷
た に

 芳
よ し

生
お

さん

 略歴 　2017 年 4 月 1 日より現職。長年秦野市の
地下水保全政策に携わり、平成元年の名水復活宣
言にも立ち会う。近年は地下水保全の普及啓発活
動も重視し、自ら秦野の地下水に関する「紙芝居」
や「カルタ」を制作するなど、子どもたちへの普
及啓発にも力を入れている。

Key�
Person

�秦野市の水循環解析モデル　�地下水流れの解析結果
��プロジェクションマッピングによる地下水の見える化

 
 

「
そ
う
じ
ゃ
な
、
秦
野

は

だ

の

は
地
下
水

ち

か

す

い

を
水
道

す
い
ど
う

水
す
い

に
使

つ
か

う
こ
と
で
、
安

や
す

く
て
お
い
し
い
水
道

す
い
ど
う

水
す
い

を
飲の

め

て
い
る
ん
じ
ゃ
。
じ
ゃ
か
ら
、
地
下
水

ち

か

す

い

の
利
用

り

よ

う

計
画

け
い
か
く

を
立た

て
て
、
上
手

じ
ょ
う
ず

に
使

つ
か

わ
な
く
ち
ゃ
な
ら

な
い
ん
じ
ゃ
。」 

「
そ
れ
と
、
な
に
よ
り
も
使

つ
か

う

量
り
ょ
う

を
減へ

ら
す
こ
と
。
節
水

せ
っ
す
い

じ
ゃ
よ
。
」 

「
ほ
か
に
も
風
呂

ふ

ろ

水
み
ず

の
再
利
用

さ
い
り
よ
う

。
最
近

さ
い
き
ん

の
家
電

か

で

ん

製
品

せ
い
ひ
ん

は
、

省
し
ょ
う

エ
ネ
・
節
水
型

せ
っ
す
い
が
た

の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、

新
あ
た
ら

し
い
も
の
に
買か

い
換か

え
る
の
も
一

ひ
と

つ
の
手て

じ
ゃ
よ
。」 

 

「
カ
メ
吉

き
ち

、
歯は

を
磨

み
が

く
と
き
に

水
道

す
い
ど
う

の
水

み
ず

を
流

な
が

し
っ
ぱ
な
し

に
し
て
お
ら
ん
か
？
」 

「
ぴ
ょ
ん
子こ

ち
ゃ
ん
、
体

か
ら
だ

を
洗

あ
ら

う
と
き
に
シ
ャ
ワ
ー

を
流

な
が

し
っ
ぱ
な
し
に
し
て

お
ら
ん
か
？
」 

�秦野市環境保全
課谷課長手作りの
紙芝居『亀泉池の
大騒動』

 
 

「
わ
か
っ
た
わ
、
地
下
水

ち

か

す

い

を
増ふ

や
す
工
夫

く

ふ

う

と
水み

ず

を
大
切

た
い
せ
つ

に
使つ

か

え
ば
、
亀か

め

泉
い
ず
み

池い
け

の
水み

ず

も

戻も
ど

っ
て
く
る
の
ね
。」
「
そ
う
だ
ね
、
お
い
ら
も
今
日

き

ょ

う

か
ら
水み

ず

を
大
切

た
い
せ
つ

に
使つ

か

う
よ
。
」 

「
水み

ず

は
身
近

み

ぢ

か

に
あ
っ
て
当あ

た
り
前ま

え

な
も
の
と
思お

も

っ
と
っ
た
じ
ゃ
ろ
。
い
ざ
、
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
こ
れ
ほ
ど
困こ

ま

る
も
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
か
ら
は
、
天て

ん

の
恵め

ぐ

み
に
感
謝

か
ん
し
ゃ

し
て
使つ

か

う

ん
じ
ゃ
よ
。
」 

 

 

●�

地
下
水
の
水
収
支
が
改
善

　

近
年
の
秦
野
の
地
下
水
の
水
収
支
は
、

降
水
量
が
少
な
か
っ
た
２
０
０
９
年
を
の

ぞ
き
黒
字
収
支
傾
向
（
地
下
水
の
か
ん
養

量
の
方
が
使
用
量
よ
り
多
い
傾
向
）
に
あ

り
、
持
続
可
能
な
水
循
環
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
お
い
し
い
秦
野
の
水
」
の
知
名
度
と�

売
り
上
げ
ア
ッ
プ

　

お
い
し
い
秦
野
の
水
の
取
り
扱
い
店
舗

は
２
０
１
７
年
８
月
現
在
で
市
内
外
50
店

を
超
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙
で
お
い
し

さ
部
門
の
全
国
１
位
に
な
り
、
知
名
度
が

ア
ッ
プ
し
た
結
果
、
対
前
年
同
月
比
で
販

売
数
が
４
～
５
倍
に
急
増
し
ま
し
た
。

「
秦
野
名
水
」
が
新
ブ
ラ
ン
ド
に

　

２
０
１
４
年
に
８
件
で
始
ま
っ
た
「
秦

野
名
水
」
ブ
ラ
ン
ド
の
登
録
製
品
等
は

２
０
１
７
年
12
月
現
在
、
55
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
飲
食
店
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
豆

腐
店
や
水
耕
栽
培
工
場
、
温
浴
施
設
な
ど
、

幅
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

秦
野
市
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
「
丹
沢
は

だ
の
名
水
そ
だ
ち
」（
現
在
は
「
み
っ
け
も

ん
秦
野
」
に
改
称
）
な
ど
、
名
水
ブ
ラ
ン

ド
の
水
平
展
開
も
み
ら
れ
ま
す
。

名
水
を
い
か
し
た
新
た
な
取
組
を�

ス
タ
ー
ト

　

秦
野
市
商
店
会
連
合
会
に
よ
る
秦
野
の

湧
水
を
舞
台
と
し
た
宝
探
し
リ
ア
ル
ゲ
ー

ム
、
秦
野
青
年
会
議
所
に
よ
る
秦
野
名
水

の
水
鉄
砲
大
会
な
ど
、
秦
野
の
名
水
を
掲

げ
た
活
動
が
広
く
地
域
で
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
来
訪
者

を
集
め
て
い
ま
す
。

活動の�
成　果

-10,000

-5,000
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5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
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水収支
降水量

水収支の経年変化
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香川用水

愛媛県
池田ダム

吉野川

徳島県

早明浦ダム
高知県

香川県
高松市

香川用水

吉野川

　

こ
の
地
域
で
は
、
17
世
紀
初
頭
か
ら
19
世

紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
干
ば
つ
の
発
生
数
は

74
回
を
超
え
、
4
年
に
１
回
以
上
の
発
生
頻

度
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
18
世
紀
に

入
る
と
、
大
々
的
に
た
め
池
の
築
造
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
水
源
開
発
が
進
み
、

干
ば
つ
発
生
頻
度
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

高
松
市
の
新
田
町
、
百
石
新
開
な
ど
の

地
名
は
藩
政
時
代
に
入
っ
て
の
新
田
開
発

の
な
ご
り
で
す
が
、
河
川
が
急
峻
で
陸
地

に
水
が
た
め
に
く
く
河
川
利
水
が
困
難
な

こ
の
地
域
で
は
、
水
利
権
者
の
間
で
厳
し

い
対
立
抗
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
水
利
用

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
の
水
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
平
等
に
配
分
す
る

た
め
に
、
燃
や
す
線
香
の
長
さ
に
よ
り
配

水
時
間
を
限
る
「
線せ

ん

香こ
う

水み
ず

」「
水
ブ
ニ
」
と

呼
ば
れ
る
水
利
慣
行
が
高
松
市
に
は
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
地
域
の
特

性
に
対
応
し
た
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

渇
水
に
強
い
街
を
目
指
す

　

１
９
７
４
年
か
ら
１
９
７
５
年
に
完
成

し
た
早
明
浦
ダ
ム
と
香
川
用
水
は
、
高
松

市
の
慢
性
的
な
水
不
足
打
開
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
な
少

雨
に
見
舞
わ
れ
た
１
９
９
４
年
、
夏
場
の

到
来
を
前
に
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
は
急

速
に
低
下
し
、
水
道
水
源
の
６
割
以
上
を

香
川
用
水
に
依
存
し
て
い
た
高
松
市
で

は
、
深
刻
な
水
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。
同

年
７
月
中
旬
に
は
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率

が
０
％
に
な
り
、
１
日
当
た
り
５
時
間
し

か
水
が
出
な
い
時
間
給
水
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
給
水
制
限
は
１
３
９
日
間
に
及
び
、

全
国
に
「
渇
水
都
市
高
松
」
と
し
て
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
渇
水
の
教
訓
か
ら
、
高
松
市
で

は
節
水
型
都
市
づ
く
り
を
標
榜
し
、
そ
の

緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
と
し
て
、
下
水
道

再
生
事
業
の
拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
節

水
コ
マ
の
全
戸
取
り
付
け
運
動
等
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
は
、
再
び
早

明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
が
０
％
に
な
り
ま
し

た
が
、
市
民
一
人
一
人
が
節
水
を
意
識
し

た
お
か
げ
も
あ
り
、
断
水
を
回
避
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
早
明
浦
ダ
ム
に
依
存
し
す

ぎ
な
い
水
源
確
保
を
目
指
し
、
自
己
処
理

水
源
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
る
た

め
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

経
験
に
支
え
ら
れ
た
節
水
意
識

　

水
源
地
へ
の
感
謝
を
表
す
た
め
、
毎
年
、

公
募
の
市
民
に
よ
る
早
明
浦
ダ
ム
周
辺
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
定
員
の
２
倍
か
ら
４
倍
の
応
募
が

あ
り
、
小
学
生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

年
齢
層
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
大
渇
水
を
知

る
世
代
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
も
、
水
を

大
切
に
思
う
意
識
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

貯水率（目安） 取水制限 高松市の対応（その都度検討。記載は過去の渇水対応の例）

60% 第１次 ・取水調整対策連絡会設置	・水圧調整の開始
・渇水情報のHP等への掲載� など

45% 第２次 ・水圧調整の強化　・予備水源の取水を開始
・市民への節水啓発（ポスターの掲示）� など

30% 第３次
・高松市渇水対策本部設置	・水圧調整の強化
・市有施設の節水対策	 ・市民への節水啓発（チラシ配布）
・事業者向け節水協力依頼� など

15% 第４次 ・水圧調整の強化　・給水基地、応急給水所の設置� など

０% ―
・水圧調整の強化
・中小企業への事業資金融資	・公共の井戸、善意の井戸開設
・高松市干害応急対策事業の実施（農業用井戸掘削等の補助）�など

早明浦ダムの貯水率を目安とした高松市における渇水時の対応例

【課　題】	 効率的水利用
【主　体】	 高松市
【連絡先】	 高松市 市民政策局
	 政策課 水環境対策室
　seisaku@city.takamatsu.lg.jp

高
松
市

徳島県

　

高
松
市
は
瀬
戸
内
海
気
候
に
属
し
、
年

間
降
水
量
が
全
国
平
均
の
３
分
の
２
程
度

と
少
な
い
地
域
で
す
。
古
く
か
ら
水
の
確

保
に
大
変
な
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
渇
水
と

共
存
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
都
市
化

が
進
展
し
、
水
辺
の
減
少
や
高
潮
に
よ
る

浸
水
被
害
な
ど
の
新
た
な
水
環
境
の
課
題

も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
環
境
の
現
状
・
特
徴

を
踏
ま
え
、
高
松
市
で
は
２
０
１
１
年
に�

「
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形
成
」
を
実
現

す
る
た
め
の
水
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
行
政
・
市
民
・
企
業
が
連
携
し

て
水
の
持
つ
多
面
的
な
価
値
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
水
質

や
水
量
と
い
う
自
然
環
境
だ
け
で
は
な
く
、

水
に
関
す
る
文
化
や
知
恵
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
干
ば
つ
の
歴
史
と
築
い
た
水
利
慣
行

Profile

香川県

❶市民と行政が協働し
て行う早明浦ダム周辺
ボランティア清掃の様
子　❷「ため池守り隊」
市民活動団体の様子

●❶

●❷

水
に
学
び
、
水
を
育
み
、

明
日
に
つ
な
ぐ

高松市水環境基本計画の 5つの基本方針高知県の早明浦ダムから供給される香川用水

06
case 課題解決の事例

高松市（香川県）

水との豊かな関係を将来へつなぐ
貴重な水を分かち合う

２００５年の渇水時には利用中止となったサンポート高松の噴水で遊ぶ子どもたち
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み
ん
な
の
意
見
を
聴
く

「鍵」
その1

　

高
松
市
水
環
境
基
本
計
画
で
は
、
行
政
、

市
民
、
企
業
、
水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
協
働
し
て
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形

成
に
取
り
組
む
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
先
立
ち
、
高
松
市

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
高

松
水
環
境
会
議
を
２
０
０
８
年
２
月
か
ら

２
年
間
で
８
回
開
催
し
、
よ
り
良
い
水
環

境
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
理
念
を

議
論
し
ま
し
た
。
学
識
者
や
行
政
の
ほ
か
、

公
募
に
よ
る
市
民
、
農
業
、
環
境
や
水
源

地
の
関
係
団
体
や
企
業
、
市
内
各
地
区
の

自
治
会
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
メ
ン

バ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
参
画
し
、「
①
水

に
学
び
」「
②
水
を
育
み
」「
③
明
日
に
つ

な
げ
る
」
と
い
う
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
自
由
か
つ
柔
軟
な

意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
意
見
を
も
と
に
、
行
政
の
枠

組
み
に
捉
わ
れ
な
い
多
角
的
な
視
点
に

よ
る
提
言
書
「
み
ん
な
の
水
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
の

審
議
会
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
広
く

関
係
者
が
集
ま
り
議
論
を
し
た
こ
と
が
、

こ
の
会
議
の
特
徴
で
し
た
。

水
と
の
関
わ
り
の

見
え
る
化

「鍵」
その2

　

こ
の
提
言
を
も
と
に
、
水
に
関
わ
る
す

べ
て
の
当
事
者
の
連
携
に
よ
る
「
総
合
水

循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
た
め
の
基

本
方
針
と
取
組
の
方
向
性
を
計
画
に
盛
り

こ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
幅
広
く
収
集
す
る
こ

と
で
、
同
計
画
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

水
環
境
基
本
計
画
の
達
成
の
た
め
に
施

策
を
示
す
実
施
計
画
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
施
策
実
施
の
責
任
部
署
を
明

確
に
し
、
施
策
の
達
成
状
況
を
示
す
指
標

と
そ
の
目
標
値
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
進
捗
を
公
表
し
て
い

く
仕
組
み
と
し
て
実
施
計
画
の
取
組
結
果

の
わ
か
り
や
す
い
「
見
え
る
化
」
を
進
め

て
い
ま
す
。「
高
松
市
水
環
境
協
議
会
」
に

お
い
て
取
組
の
実
施
状
況
を
点
検
し
、
そ

の
結
果
に
対
し
て
頂
い
た
意
見
を
実
施
計

画
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

の
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
、
点
検
・
評

価
の
結
果
を
公
表
し
て
「
見
え
る
化
」
し
、

透
明
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
進
捗
が
芳

し
く
な
い
取
組
、
評
価
が
悪
い
取
組
に
つ

い
て
も
そ
の
理
由
も
含
め
て
市
民
に
公
開

し
、
幅
広
く
意
見
を
募
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
水
環
境
を 

将
来
へ
つ
な
ぐ

「鍵」
その3

　

高
松
市
で
は
、「
我
が
家
の
水
が
め
づ

く
り
」
と
称
し
て
、
水
の
恵
み
や
文
化
を

流
域
圏
内
で
共
有
し
、
水
の
大
切
さ
を
将

来
へ
伝
え
る
意
識
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
多
く
の
取
組
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
「
高
松
市
協
働

企
画
提
案
事
業
」
の
一
環
と
し
て
水
環
境

イ
ベ
ン
ト
「
み
ず
の
わ
」
を
開
催
し
、
親

子
向
け
の
利
き
水
体
験
な
ど
を
通
じ
た
水

を
大
切
に
す
る
意
識
の
醸
成
な
ど
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
源
地
紹
介
展
や
物
産
市
を
開

催
し
、
水
源
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
で
水
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
浄
水
場
な
ど

の
見
学
会
や
環
境
教
育
の
授
業
を
通
じ
て
、

水
の
大
切
さ
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
が
、
森
林
の
活
用
と
と
も
に
、
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
植
林
な
ど
の
水
源
地
保
全

活
動
を
行
う「
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
」

活
動
が
実
を
結
ん
で
お
り
、
多
く
の
企
業

が
森
づ
く
り
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

高
松
市
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
た
ち
が
、
水
の
大
切

さ
へ
の
意
識
を
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
松
地
域
の
「
干
ば
つ
の
歴
史
」
は
、
独
立
行
政
法

人
水
資
源
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
讃
岐
の
溜

池
文
化
と
香
川
用
水
︱
第
２
回
近
世
溜
池
水
利
の

発
達
︱
長
町
宏
（
農
学
博
士
）」
の
論
文
を
参
考
に

記
載
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

水
道
使
用
水
量
が
減
少
傾
向
に

　
「
我
が
家
の
水
が
め
づ
く
り
」
の
周
知
・

啓
発
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
節
水
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。
１
人

１
日
あ
た
り
の
水
道
平
均
使
用
水
量
は

２
０
１
６
年
時
点
で
３
０
３
（
ℓ
／
日
）

と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
約
86
％
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

環
境
問
題
学
習
の
受
講
者
倍
増

　

近
年
の
受
講
者
数
は
、
実
施
計
画
に
お

け
る
目
標
よ
り
１
・
５
～
２
・
０
倍
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
の
広
報
誌

な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
の
効
果
が
、
市
民

の
水
環
境
な
ど
へ
の
関
心
を
高
め
る
事
に

つ
な
が
っ
て
い
る
現
れ
と
い
え
ま
す
。

活動の�
成　果

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016年
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

人 講座受講者数 実施計画目標

実施計画目標の
２.0 倍の受講者数

［節水意識を高めたい］

高松市上下水道局浄水課 課長補佐

穴
あ な

吹
ぶ き

 泰
た い

輔
す け

さん

 略歴 　2015 年 4 月 1 日より現職。浄水課
にて浄水場施設の耐震化や水源の開発に尽
力している。

計画の策定で苦労した点と�
その克服方法は？ 
節水を目的とした意識高揚のため
の取組の内容と達成目標をどのよ
うに設定するか、全国水準が定量
的に把握できず比較することが難
しく苦労しました。「回避すべき
は断水」を念頭に、現状の水準か
らより良くしていくことに主眼を
置いています。

計画を推進する上で�
配慮している点は？
市民や企業に水を使っていただく

必要がある一方で、使いすぎては
いけません。相反する部分でバラ
ンスをとりながら「節水」を進め
るところに難しさがあります。

今後の課題は？ 
平常時の節水意識は市民に浸透
し、また渇水への対応は概ねでき
つつあります。達成している取組
をより良くしていくのか、別の取
組に注力するべきか、判断が難し
い。また、今後、市民や企業に対
してどのような方向性を示してい
くべきか、が大きな課題です。

Key�
Person

高松市市民政策局政策課 企画担当補佐

永
な が

木
き

 慎
し ん

二
じ

さん

 略歴 　2017 年 4 月 1 日より現職。政策課
水環境対策室にて前職の環境局の経験をい
かし、持続可能な水環境に関する事業に携
わる。

こ
れ
ま
で
の
取
組

地
理
的
に
渇
水
が
起
こ
り
や
す
い
高
松
市
。
多
く
の
全

国
的
規
模
の
企
業
の
支
店
が
置
か
れ
、
四
国
の
政
治
経

済
に
お
け
る
中
心
拠
点
で
す
。
１
９
９
４
年
異
常
渇
水

を
教
訓
に
水
道
使
用
量
の
減
少
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
節
水
対
策
は
継
続
し
な
が
ら
豊

か
な
水
環
境
を
保
全
・
改
善
し
て
持
続
で
き
る
よ
う

に
基
本
計
画
に
基
づ
き
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

●❸

❸中学生の環境教育の一環で実施した香
川用水水源めぐりの旅（2017 年 4月の古
高松中学校の見学）。1994 年に開始以来、
累計参加者は 18 万人を超えた　❹水道
週間に行われた下水道展。市内の小・中
学校から水道・下水道に関する絵画展・
ポスター、習字、標語を募集し多数の応募
があった　❺企業・県・市町などで協働
した「フォレストマッチング」活動の様子　
❻生涯学習センターまなび CAN で「水
について考えよう！」をテーマに学習し
ている子どもたち　❼水道の仕組みや香
川県の水に関する歴史、水の大切さを学
ぶための小学 4年生を対象とした社会科
用副読本「香川県の人びとのくらしと水」　
❽下流域の地域住民が参加した水源地域
との交流物産市の様子

●❹●❺●❼ ●❻

●❽

環境問題学習を内容とした講座の受講者数

2020　 2010 2000 1990

節水型都市づくりの推進

１
９
９
４
異
常
渇
水

２
０
０
５
・
２
０
０
８
渇
水

１
９
７
３
異
常
渇
水

計画策定時
から約 50ℓ
の減量

「
高
松
水
環
境
会
議
」
開
催

2008

第
２
期
実
施
計
画
開
始
（
～
２
０
２
０
年
度
）

2016

「
高
松
市
水
環
境
基
本
計
画
」
策
定

  

第
１
期
実
施
計
画
開
始
（
～
２
０
１
５
年
度
）

2011

「
高
松
市
水
問
題
庁
内
研
究
会
」
設
置

1994

「
高
松
市
環
境
基
本
条
例
」
制
定

1996
「
高
松
市
節
水
・
循
環
型
水
利
用
の
推
進
に
関
す
る
要
項
」
制
定

1999

「
高
松
市
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形
成
に
関
す
る
条
例
」
制
定

2010

「
高
松
市
水
循
環
健
全
化
計
画
」
策
定

2003

持続可能な
水環境の形成
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が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

盆
地
全
体
で
取
組
を
推
進

　

良
質
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保

全
し
て
い
く
た
め
、
１
９
９
５
年
よ
り
宮

崎
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
内
の
市
町
（
２
市

１
町
）
に
お
い
て
、「
都
城
盆
地
地
下
水
保

全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、
都
城

盆
地
に
お
け
る
地
下
水
の
量
的
お
よ
び
質

的
な
調
査
・
研
究
を
、
宮
崎
大
学
農
学
部

や
工
学
部
と
共
同
で
進
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
都
城
盆
地
の
井
戸
は
、
硝
酸
態
窒
素

濃
度
の
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
割
合
が

全
国
平
均
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
緊
急
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
０
３
年
５
月
に
宮
崎

県
、
鹿
児
島
県
、
市
町
、
関
係
団
体
お
よ

び
有
識
者
な
ど
に
よ
る
「
都
城
盆
地
硝
酸

性
窒
素
対
策
推
進
連
絡
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
連
絡
会
議
の
総
意
を
得
て
「
都
城
盆

地
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
基
本
計
画
」
を

２
０
０
４
年
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
、
地
下
水
の
硝
酸
性

窒
素
対
策
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
長
い

期
間
が
必
要
な
た
め
、
計
画
期
間
を
17
年

間
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
水
の
改
善

状
況
を
定
期
的
に
評
価
し
、
必
要
に
応
じ

て
追
加
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
期
間
全

体
を
３
段
階
に
分
け
て
、
現
在
、
最
終
段

階
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
４
年
８
月
に
は
関
係
団

体
、事
業
者
、お
よ
び
市
民
を
交
え
た
「
都

城
盆
地
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
て
、
効
果
的
な
地
下
水
保
全

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
量
的
保
全
対
策
で
は
、
都
城

市
内
６
箇
所
の
観
測
井
戸
で
の
地
下
水
位

の
常
時
監
視
と
、
地
下
水
位
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
大
型
井
戸
設
置
者
な
ど
へ
の
節
水

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
質
的
保
全
対
策
で
は
、
都
城

盆
地
内
に
あ
る
約
７
０
０
本
の
井
戸
を

対
象
に
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
開
始
か
ら
20
年

以
上
が
経
ち
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
お
よ
び

環
境
基
準
値
を
超
過
す
る
井
戸
の
割
合

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

井
戸
所
有
者
の
地
下
水
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

良
質
な
地
下
水
を
守
る
た
め
に

　

都
城
盆
地
の
土
壌
に
供
給
さ
れ
る
窒
素

供
給
量
の
削
減
の
た
め
に
「
資
源
循
環
型

畜
産
」
お
よ
び
「
環
境
保
全
型
農
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
資
源
循
環
型
畜
産
」
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
良
質
な
堆
肥
の
生
産
や
課
題
で
あ
る

家
畜
ふ
ん
の
処
理
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
地
元
事
業

者
に
よ
っ
て
循
環
型
の
発
電
ボ
イ
ラ
ー
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
約
19
万
ト

ン
の
家
畜
排
せ
つ
物
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
硝
酸
態
窒
素

負
荷
の
大
幅
な
低
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の
取
組
で
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
を
一
体
的
に
低
減
す
る
環

境
に
や
さ
し
い
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産

方
式
の
普
及
を
後
押
し
す
る
た
め
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
の
増
員
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

宮
崎
県
南
西
部
か
ら
鹿
児
島
県
北
東
部

に
か
け
て
位
置
す
る
都
城
盆
地
は
、
東
に

鰐
塚
山
系
、
北
西
に
霧
島
連
山
に
囲
ま
れ
、

水
道
水
源
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
用
水

に
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
豊

か
な
地
下
水
は
、
農
業
・
工
業
用
水
に
も

利
用
さ
れ
て
い
て
、
２
０
１
５
年
に
は
農

業
算
出
額
全
国
第
３
位
（
都
城
市
）
を
誇

る
等
、
当
地
域
の
産
業
を
支
え
る
貴
重
な

循
環
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
由
来
の

窒
素
負
荷
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
窒
素

濃
度
が
低
い
状
態
で
あ
る
水
道
水
源
の
深

井
戸
の
水
質
保
全
は
、
都
城
盆
地
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
に
窒
素

負
荷
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
美
味
し
い
水
や
自
然
の
恵
み
を

大
切
に
守
り
、
共
に
利
用
し
て
い
く
こ
と

協議会

盆地内２市２町
・調査、研究、活動支援

関係団体
・計画の理解及び協力

宮崎県
鹿児島県
国土交通省

・総合的な施策の推進
・進行管理、調整

事業者
住民

・計画の理解及び協力
・対策の実施

施
策
決
定
　
情
報
共
有

第
１
ス
テ
ッ
プ

2004
年度

評価
見直し

評価
見直し

評価・
検討

第
２
ス
テ
ッ
プ

2011
年度

最
終
ス
テ
ッ
プ

2016
年度

2020
年度

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 宮崎県、鹿児島県、盆地内２市
２町
【連絡先】	 �都城市 環境森林部 環境政策課
　seikatu@city.miyakonojo.miyazaki.jp

都城盆地

熊本県

Profile

●❶

鹿児島県

宮崎県

●❸ ●❷

き
れ
い
な
水
の
恵
み
を

次
世
代
に

❶仁徳天皇の妃となった「髪長姫」が使ったという湧水都城市早水公園の湧
水　❷地下水の監視を行っている地下水位観測井
❸牛、豚、鶏のいずれの排せつ物も燃料にできる畜ふん発電ボイラー

都城盆地硝酸性窒素削減対策協議会の構成と役割分担
基本計画の計画期間と
３段階の実行計画期間

07
case 課題解決の事例

都城盆地（宮崎県・鹿児島県）

盆地でつながるパートナーシップ
良質な地下水と地域の産業を守るために

都城農業高等学校の生徒と、良質な地下水で育てられた牛、豚、鶏
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家
畜
排
せ
つ
物
を

適
切
に
管
理

「鍵」
その1

　

２
０
０
４
年
に
施
行
さ
れ
た
「
家
畜
排

せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
と
も
な
い
、
野
積

み
や
素
掘
り
で
の
排
せ
つ
物
の
解
消
に
向

け
て
、
国
・
県
・
市
町
等
の
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
大
規
模
畜
産
農
家
を
中

心
に
堆
肥
舎
や
浄
化
処
理
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
市
職
員
に
よ
る

定
期
的
な
農
家
巡
回
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　

取
組
の
当
初
は
、
永
続
的
な
野
積
み
や

素
掘
り
の
排
せ
つ
物
が
散
見
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

家
畜
の
糞
を
資
源
循
環

「鍵」
その2

　

牛
、
豚
、
鶏
の
い
ず
れ
の
排
せ
つ
物
も

燃
料
に
で
き
る
畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
を
、

国
の
補
助
金
を
利
用
し
て
地
元
事
業
者
が

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
発
電
ボ
イ
ラ
ー
を

用
い
て
、
畜
産
農
家
か
ら
提
供
さ
れ
る
畜

ふ
ん
を
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
ま
す
。
蒸
気

で
発
電
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
し
、
肥

料
・
飼
料
工
場
の
電
気
と
し
て
活
用
す
る

循
環
型
の
畜
ふ
ん
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
窒
素
負
荷
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

１
号
機
（
鶏
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
）、
２

号
機
（
畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
）
の
働
き

に
よ
り
、
発
生
し
た
蒸
気
と
発
電
し
た
電

気
が
生
ま
れ
て
工
場
の
蒸
気
（
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
と
電
力
の
約
90
％
を
賄
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
に
と
っ
て
、
家
畜
の
ふ
ん
の

処
理
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
、
生
産
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶏
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
お
よ
び

畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
の
電
気
・
蒸
気
の

利
用
に
よ
り
肥
料
な
ど
の
製
造
コ
ス
ト
の

低
減
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
場
か
ら
発
生
す
る
臭
気
を

燃
焼
脱
臭
す
る
脱
臭
設
備
と
し
て
も
利
用

し
て
い
ま
す
。
家
畜
ふ
ん
の
野
積
み
を
解

消
す
る
こ
と
で
悪
臭
公
害
や
害
虫
の
発
生

防
止
、
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
鶏
ふ
ん
を
燃
焼
さ
せ
る
と
、

約
10
％
の
灰
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
灰
に

は
、
肥
料
の
成
分
で
あ
る
リ
ン
酸
、
カ
リ

ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
肥
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
コ
な
農
家
を
増
や
す

「鍵」
その3

　

１
９
９
９
年
に
施
行
さ
れ
た
「
持
続
性

の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
持
続
農
業
法
）」
第
４
条
に

基
づ
き
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
方

式
に
取
り
組
む
農
家「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
認
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
を
増
や
す
た

め
、
農
家
と
つ
な
が
り
が
深
い
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
団
体
と
協
働
し
て
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
講
習
会
お
よ
び
巡
回
指
導
な
ど
、
き

め
細
か
い
助
言
・
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
に
よ
り
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
数
が
、
当
初
か
ら
比
べ
て
最

大
約
１
１
０
名
増
加
し
ま
し
た
。

都城市環境政策課 課長

藤
ふ じ

原
わ ら

 稔
みのる

さん

 略歴 　1995 年より宮崎大学と共同研究に参画し、
協議会の組織化、環境省のマニュアルづくりに関
わる。

［地下水を見守る２人］

元 宮崎大学農学部植物生産環境科学科准教授

豊
と よ

満
み つ

 幸
ゆ き

雄
お

さん

 略歴 　協議会設立時から 20 年以上にわたり、地
下水の硝酸態窒素濃度調査を実施し取組を支えて
きた。

Key�
Person

Key�
Person

井
戸
の
水
質
が
改
善
傾
向

　

こ
れ
ま
で
の
継
続
的
な
家
畜
排
せ

つ
物
対
策
、
施
肥
対
策
等
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

環
境
基
準
値
を
超
え
て
い
る
割
合
に

つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
の
２
０
０
０
年
2
月
の

14
・
６
％
か
ら
２
０
１
７
年
2
月
時

点
で
４
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
平
均
値
３
・
５
％
（
２
０
１
５
年

度
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
経
年

変
化
を
見
る
と
大
き
く
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
硝
酸
態
窒
素
濃
度
を
継
続

し
て
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

活動の�
成　果

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0
％

1997
4 8 12

1998
4 8 12

1999
8
2000
2 8

2001
2 8

2002
2 8

2003
2 8

2004
2 8

2005
2 8

2006
2 8

2007
2 8

2008
2 8

2009
2 8

2010
2 8

2011
2 8

2012
2 8

2013
2 8

2014
2

2017 年 2月時点
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2
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都城盆地における硝酸態窒素濃度の基準値超過割合の推移

流域マネジメント、ここが「鍵」

水質調査に利用している住民所有の手押
し井戸

❹補助金事業を利用して整備し
た堆肥舎（都城市）　❺発電ボイ
ラーから発生した蒸気を用いて
発電する発電タービン　❻肥料
として利用される鶏ふん燃焼灰
（造粒品）

家畜ふん

飼料・肥料原料
として利用

ボイラー燃料
として利用

燃焼灰・中和灰

動
植物

残渣 農畜産物

畜産農家
耕種農家

小売店

地元
事業者

肥料・レンダリング
工場

電気
蒸気

蓄ふん発電ボイラー

畜ふんを介した農家、事業者、小売店の循環型畜ふん処理のフロー

●❹

●❺

❼霧島（吉之元）の雄大な景観　❽子ども
たちによる都城牛の授乳

●❼

●❽

●❻

地下水保全の取組のポイントは？
きれいな水の恵みを次世代に継承するため
に、宮崎大学との共同研究に基づく科学的
検証により効果的な対策を実施したこと
が、都城盆地の地下水保全の歴史です。豊
満先生をはじめ、多くの研究者の精力的な
調査が、環境省の水質汚染対策マニュアル
に活用され、現在の取組に至っています。
そして、農業由来の可能性を示唆した説明
責任により飲用者への公衆衛生対策が進
み、持続性の高い農業への転換にもつなが

るなど、市民が対策の主役です。

今後に向けて一言
まったく未知の状態から着手した地下水の
調査も 20 年余りの時を経て、改善され、
上水道の安全性を示す新しい知見も得ら
れ、対策が正しかったことが証明されてい
ます。地域の循環資源の宝とも言える『盆
地の地下水』。これからも住民と一緒に守
り続けていきます！
� （藤原さん）

地下水調査で苦労されたことは？
調査初期の頃、測定機器のメンテナンス等、
硝酸態窒素濃度の測定体制を確立するのに
苦労したことが思い出です。1995 年の調
査開始当初、硝酸態窒素濃度値は横ばい状
態が続きましたが、2010 年頃からやや改
善傾向が見られ、調査を継続することで硝
酸態窒素削減につながったのではないかと
考えています。基準超過率が全国レベルま
で改善されたとはいえ、基準値を超過して
いる井戸が未だに存在していますので、今

後もモニタリング調査が必要です。

今後の取組のポイントは？
協議会のこれまでの住民への啓蒙活動によ
り、硝酸態窒素濃度への関心は高まってい
ると思います。しかし、アンケート調査結
果によると硝酸態窒素は煮沸すれば大丈夫
と間違って思っている方もいるようですの
で、これからも啓発活動を続けていただき
たいと思います。
� （豊満さん）
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評価指標を定め 
流域マネジメントに取り組む事例

定
量
化
し
た
評
価
指
標
の	

計
画
へ
の
反
映

　

宮
城
県
で
は
、
流
域
ご
と
に
流
域

水
循
環
計
画
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て

基
本
と
な
る
事
項
並
び
に
健
全
な
水

循
環
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
を
水
循
環
保
全
計
画
と

し
て
２
０
０
６
年
２
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
水
循
環
を
４
つ
の

要
素
（
清
ら
か
な
流
れ
、
豊
か
な
流

れ
、
安
全
な
流
れ
、
豊
か
な
生
態
系
）

と
し
て
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
各
要
素

で
は
指
標
を
定
め
、
定
量
的
に
分
析

し
ま
す
。
共
通
し
た
指
標
を
用
い
て
、

複
数
流
域
で
の
水
循
環
の
現
状
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
流
域
の
特
性
や
課

題
の
相
対
評
価
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
分
析
結
果
を
用
い
て
、
評
価

点
が
低
く
課
題
が
多
い
指
標
は
そ
の

解
決
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
優

先
さ
せ
て
計
画
に
反
映
す
る
、
ま
た
、

指
標
の
合
計
評
価
点
が
低
い
流
域
か

ら
流
域
水
循
環
計
画
の
策
定
を
進
め

る
と
い
う
意
志
決
定
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

評
価
指
標
の
分
析
事
例

　

水
循
環
保
全
計
画
で
は
、
水
循
環

の
健
全
性
を
示
す
４
要
素
に
対
し
て
、

お
の
お
の
２
つ
程
度
の
指
標
を
対
象

に
水
循
環
の
好
ま
し
い
状
態
を
10
点

と
す
る
点
数
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
指
標
の
う
ち
、
例
え
ば
、「
清
ら

か
な
流
れ
」
で
は
、
河
川
、
湖
沼
お

よ
び
海
域
の
水
質
が
水
質
環
境
基
準

を
満
足
し
て
い
る
状
態
を
基
準
に
捉

え
、
県
全
域
の
水
質
観
測
所
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
環
境
基
準
の
達
成
度
を

指
標
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
安
全
な
流
れ
」
で
は
、
河
川
と
海

岸
の
整
備
率
を
指
標
化
し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
流
れ
」
で
は
、
土
地
利
用
か

ら
設
定
さ
れ
る
流
出
率
と
森
林
の
流

出
率
の
乖
離
と
各
河
川
の
正
常
流
量

の
達
成
度
を
指
標
化
し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
生
態
系
」
で
は
、
県
全
域
の

植
物
環
境
に
つ
い
て
の
人
為
的
影
響

の
大
小
、
河
川
に
お
け
る
生
物
種
の

大
小
に
基
づ
き
指
標
化
し
て
い
ま
す
。

参考文献：宮城県水循環保全基本計画（変更）

コラム

3
宮城県

流域水循環計画を策定する５流域 流域別評価指標の分析結果

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0
清らかな流れ

安全な流れ

豊かな生態系

豊かな流れ

宮城県全体
南三陸海岸流域
北上川流域
鳴瀬川流域
名取川流域
阿武隈川流域

①南三陸海岸流域
②北上川流域
③鳴瀬川流域
④名取川流域
⑤阿武隈川流域

岩手県

秋田県

山形県

福島県

宮城県

①
②

③

④

⑤

南三陸海岸

広瀬川

北上川

阿武隈川

鳴瀬川
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計画策定の事例

10

08 八王子市　東京都　

福島県　

印旛沼流域　千葉県　

本書に掲載した我が国の地図は必ずしも、
我が国の領土を包括的に示すものではない。

09

Case

Case

Case

計画策定の事例2-2

計
画
策
定
の
事
例

08 市民にわかりやすい計画づくり
水循環からまちづくりを考える

p.66八王子市　東京都　

10 連携による健全な水循環の継承
水に学び、水とともに生きる

p.76福島県　

恵みの沼をふたたび
流域にかかわる人々の知恵を集めて

p.70印旛沼流域　千葉県　0908 市民にわかりやすい計画づくり
水循環からまちづくりを考える

p.66八王子市　東京都　

10 連携による健全な水循環の継承
水に学び、水とともに生きる

p.76福島県　

恵みの沼をふたたび
流域にかかわる人々の知恵を集めて

p.70印旛沼流域　千葉県　0908 市民にわかりやすい計画づくり
水循環からまちづくりを考える

p.66八王子市　東京都　

10 連携による健全な水循環の継承
水に学び、水とともに生きる

p.76福島県　

恵みの沼をふたたび
流域にかかわる人々の知恵を集めて

p.70印旛沼流域　千葉県　09
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浸透トレンチ浸透トレンチ

浸透ます浸透ます

浸透ます浸透ます

浸透ます浸透ます
浸透側溝浸透側溝

透水性舗装透水性舗装

透水性
舗装
透水性
舗装

砕石による
簡易貯留浸透
砕石による
簡易貯留浸透

●❹

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
伴
う
都
市
型
水

害
の
リ
ス
ク
増
大
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
が
水
と
良
好
な
関
係
を
築
き

続
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
０
年
３

月
に
八
王
子
市
水
循
環
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

水
循
環
を
視
覚
で
イ
メ
ー
ジ

　

八
王
子
市
の
水
循
環
計
画
は
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
健
全

な
水
循
環
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
し
、
具
体

的
な
施
策
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
イ
ラ

ス
ト
化
す
る
な
ど
、
視
覚
的
に
理
解
が
進

む
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
種
取
組
を
市
民
と
協
働
で
推
進
す
る

た
め
、
施
策
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

あ
わ
せ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

市
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
水
循
環
計

画
と
な
り
、
現
在
の
活
発
な
市
民
活
動
を

支
え
る
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湧
水
で
ま
ち
を
つ
な
ぐ

　

八
王
子
市
水
循
環
計
画
に
は
、
市
内
中

心
部
に
あ
る
８
つ
の
湧
水
を
散
策
路
や
歴

史
・
文
化
、
景
観
な
ど
の
ま
ち
の
資
源
で

つ
な
げ
る
「
湧
水
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
は
、
湧
水
や
水
路

の
保
全
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
水
辺
の
快
適
環
境
を
高
め
、
水
辺

空
間
が
本
来
有
し
て
い
る
親
水
機
能
や
観

光
、
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
利
用
な
ど
の
多
面

的
機
能
を
充
実
さ
せ
、
市
全
体
の
地
域
活

性
化
や
ま
ち
づ
く
り
へ
展
開
し
て
い
く
よ

う
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
水
の
貯
留
・
浸
透
を
計
画
の
柱
に

　

八
王
子
市
水
循
環
計
画
で
は
、
水
循
環

へ
の
取
組
を
環
境
や
水
利
用
と
い
う
視
点

だ
け
で
は
な
く
、
洪
水
被
害
の
軽
減
の
た

め
に
も
重
要
な
側
面
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
相
互
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
雨
水
の
貯
留
・

浸
透
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
、
湧
水
の
復

活
等
の
環
境
面
へ
の
効
果
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
河
川
の
増
水
を
軽
減
す
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
八
王
子
市
水
循
環
計
画
で
は
、

雨
水
の
浸
透
に
つ
い
て
健
全
な
水
循
環

系
の
再
生
の
た
め
の
基
本
と
し
て
捉
え

ま
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
施
策
内
容
と

実
施
箇
所
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
「
八

王
子
市
雨
水
貯
留
浸
透
推
進
計
画
」
を

２
０
１
５
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
雨
水
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

で
、「
湧
水
や
川
に
豊
か
な
水
量
を
取
り

戻
す
」、「
洪
水
被
害
を
防
止
す
る
」
こ
と

を
目
標
に
、
10
年
間
の
市
全
域
で
の
取
組

を
示
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 湧水保全
【主　体】	 八王子市
【連絡先】	 �八王子市 水循環部�

水環境整備課
　b101000@city.hachioji.tokyo.jp

八王子市

神奈川県

　

八
王
子
市
は
多
摩
川
に
注
ぐ
16
の
1
級

河
川
を
持
つ
源
流
都
市
で
す
。
昭
和
中
期

に
「
清
流
の
川
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
れ

ら
の
河
川
は
高
度
成
長
期
以
降
、
生
活
排

水
が
流
れ
込
み
「
汚
れ
川
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
と

市
民
が
連
携
し
て
水
質
調
査
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
下
水
道
整

備
を
推
進
し
た
結
果
、
２
０
０
８
年
に
は

す
べ
て
の
地
点
で
環
境
基
準
を
満
足
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
水
質
悪
化
と
そ
の
改

善
の
経
験
は
、
市
民
の
水
へ
の
関
心
を
高

め
、
こ
れ
か
ら
も
川
に
親
し
み
、
川
で
遊

べ
る
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
と
し
て
市
民
の
間
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
都
市
化
に
伴
う
雨
水
の
不
浸

透
域
の
拡
大
や
水
利
用
の
増
大
な
ど
の
結

果
、
地
下
水
の
か
ん
養
機
能
が
低
下
し
て
、

湧
水
の
枯
渇
や
河
川
で
の
瀬
切
れ
が
目
立

Profile

埼玉県

水循環健全化のためのまちづくり

東京都

●❸

かん養域かん養域

住宅・事業所等住宅・事業所等

公共施設公共施設

湧水公園湧水公園

水路水路

河川
（水量確保）
河川

（水量確保）

❶「ネックレス構
想」で示された湧水公園
を中心とした整備イメージ　
❷道の駅「八王子滝山」には雨水
貯留浸透槽や浸水トレンチ、浸透
ますが整備されているうえ、駐車
場は緑化舗装がされ芝生が生える
ようになっている　❸「ネックレ
ス構想」で示された湧水公園のひ
とつ「六本杉公園」　❹八王子市
水循環計画に掲載されている雨水
浸透施設の設置イメージ。市民に
とってなじみのない専門用語もイ
ラストでわかりやすく解説

●❶

●❷

湧水公園やその周辺の水
路をいかし、動線を考え
た整備や散策路を設定す
るなど、市民と協働で管
理や活用を考え、地域の
魅力を高めます。

湧水のかん養域に雨水
浸透強化地区を設定
し、雨水浸透を積極的
に促進します。

08
case 計画策定の事例

八王子市（東京都）

市民にわかりやすい計画づくり
水循環からまちづくりを考える

八王子市水循環計画に掲載されている水循環の概念図。計画には市民目線でつくった見やすいイラストを多用
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水循環計画策定専門
委員会

環境推進会議

環境推進会議

ま
ち
づ
く
り
は 

組
織
づ
く
り
か
ら

「鍵」
その1

　

水
循
環
に
関
わ
る
諸
問
題
は
、
湧
水
の
枯

渇
な
ど
の
環
境
面
、
豪
雨
時
の
急
激
な
河

川
の
増
水
な
ど
の
治
水
面
、
雨
水
浸
透
機

能
を
有
す
る
森
林
・
農
地
の
荒
廃
な
ど
の

利
水
面
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

水
循
環
を
扱
う
場
合
、
環
境
面
、
治
水
面
、

利
水
面
す
べ
て
の
観
点
か
ら
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
そ
の
対
象
は
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
宅
地
や
農
地
も
含
め
た
ま
ち

全
体
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
八
王
子
市
で

は
、
水
循
環
を
健
全
化
す
る
た
め
の
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
が
必

要
」
と
の
認
識
に
至
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
深
く
関
連
す
る
水

循
環
計
画
を
一
体
的
に
策
定
す
る
た
め
、

上
水
道
、
下
水
道
、
環
境
と
い
っ
た
関
連

部
署
が
１
年
間
、
複
数
回
集
ま
り
協
議
し
、

２
０
０
８
年
４
月
、
総
合
的
に
水
循
環
を

扱
う
「
水
循
環
室
」
を
八
王
子
市
の
環
境

部
内
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
関
連
部
署
が

円
滑
に
連
携
で
き
た
背
景
に
は
、
源
流
都

市
と
し
て
の
水
資
源
へ
の
高
い
意
識
や
水

質
悪
化
と
改
善
の
経
験
に
基
づ
く
水
循
環

へ
の
関
心
の
高
さ
が
行
政
内
に
浸
透
し
て

い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

水
循
環
室
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、

水
循
環
計
画
検
討
会
や
環
境
推
進
会
議
な

ど
、
各
種
会
議
へ
の
計
画
案
の
説
明
お
よ

び
意
見
の
反
映
等
を
一
つ
の
部
署
が
担
当

し
た
た
め
、
次
年
度
の
計
画
策
定
ま
で
組

織
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

市
民
の
声
が
届
く

仕
組
み
づ
く
り

「鍵」
その2

　

八
王
子
市
水
循
環
計
画
策
定
に
際
し
、

行
政
は
よ
り
多
く
の
地
域
、
市
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
市
民
代
表
者
会
議
（
環
境
推

進
会
議
）
に
水
循
環
計
画
の
議
題
を
盛
り

込
む
な
ど
、
既
存
の
枠
組
み
を
う
ま
く
活

用
し
ま
し
た
。
こ
の
環
境
推
進
会
議
は
、

市
内
６
地
区
で
自
発
的
な
環
境
保
全
活
動

を
実
践
す
る
環
境
市
民
会
議
の
代
表
者
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
域
の
実
情
を
反

映
し
た
意
見
が
得
や
す
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

幅
広
く
収
集
し
た
ほ
か
、
各
会
議
に
も
市

民
の
代
表
者
が
参
画
す
る
よ
う
調
整
し
た

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
活
動
の

徹
底
サ
ポ
ー
ト

「鍵」
その3

　

八
王
子
市
に
は
町
会
・
自
治
会
を
中
心

に
活
動
す
る
比
較
的
大
規
模
な
団
体
だ
け

で
な
く
、
個
人
的
に
地
域
活
動
を
し
て
い

る
市
民
も
多
く
い
ま
す
。
そ
こ
で
八
王
子

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
活
動
も

継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、「
水
辺
の

水
護
り
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
制

度
に
よ
り
、
清
掃
活
動
や
環
境
学
習
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を
発

掘
・
登
録
し
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
や

関
連
資
料
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
る
登
録
者
数
は
、

２
０
１
７
年
12
月
末
現
在
22
団
体
４
１
０

名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
計
画
に
関

す
る
認
知
度
と
理
解
度
を
高
め
、
水
循
環

に
関
連
し
て
市
民
と
協
働
で
き
る
体
制

を
継
続
・
維
持
す
る
た
め
、
八
王
子
市
は

２
０
１
２
年
以
降
、
年
２
回
「
水
の
ま
ち

ニ
ュ
ー
ス
」
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
だ
け
で

な
く
、「
水
辺
の
水
護
り
制
度
」
の
登
録

団
体
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
送
付
す

る
こ
と
で
、
団
体
同
士
の
情
報
共
有
を
促

進
し
て
い
ま
す
。
40
年
以
上
前
に
市
民
団

体
の
呼
び
掛
け
で
始
ま
っ
た
「
み
ん
な
の

川
の
清
掃
デ
ー
」
は
、
２
０
１
６
年
に
は

５
０
０
０
人
以
上
、
１
０
１
団
体
が
参
加

す
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
水
循
環
に
関
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
も
市
民
と
の
連
携
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

の
う
ち
、
市
民
が
実
施
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
調
査
の
必
要
性
や
方
法
に
つ
い
て

イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
現

在
は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
各
種

取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

水循環室設立の背景は？
八王子市は水道事業の東京都への
移行や下水道（汚水）整備の完了
により、事業が縮小していました。
一方で治水、利水、環境のさまざ
まな観点から一体的な取組が必要
とされていました。そこで、「組織
が縮小するピンチ」を「関連部署
が一丸となるチャンス」として捉
え、水循環室を立ち上げました。

その結果が今の円滑な組織運営に
つながっています。

市民活動を支えるポイントは？
清掃活動や調査、環境学習などの
活動を行う個人・団体等を発掘し
登録する「水辺の水護り制度」で、
地域に精通している町会、自治会
と連携して情報収集することが、
活動の発掘につながっています。

［市民との連携を強化］
八王子市水循環部水環境整備課 主査

清
し

水
み ず

　亨
とおる

さん

 略歴 　2008 年 4 月の水循環室の立ち上げ
以降、水循環計画策定に携わり、とくに各
種ガイドラインの策定など、市民との連携
強化のために尽力している。

Key�
Person

　

今
年
度
ま
で
に
４
カ
所
の
湧
水
池
を

対
象
と
し
て
住
民
と
市
が
協
働
で
整
備

を
検
討
す
る
会
を
開
催
し
、
雨
水
浸
透

強
化
地
区
の
設
定
、
そ
れ
に
伴
う
雨
水

浸
透
ま
す
の
設
置
促
進
お
よ
び
拠
点
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

雨
水
浸
透
強
化
地
区
で
浸
透
ま
す
が
計

１
９
３
基
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
再
整
備

さ
れ
た
水
辺
空
間
は
住
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

活動の�
成　果

再整備された水辺空間の一例「川口十二社弁天池」

環境推進会議

環境推進会議

市 環境審議会水循環計画検討会 市民・環境推進会議

素案公表

2009.5

庁内環境
調整委員会

	 6-7

第４回検討会

第５回検討会

環境推進会議

環境推進会議

パブリックコメン
ト（市民意見）

環境審議会

環境審議会

環境審議会答申

原案諮問

	 10

庁内環境
調整委員会

2008.10

計画策定

2010.3

水循環計画検討会や環境審議会には市民の代表が、市民・環境
推進会議には６地区から２名ずつと公募市民数名が委員とし
て参加。

❺みんなの川の清掃デー実施風景　
❻浅川ガサガサ探検隊　❼水辺の水護り
制度で登録された市民　❽ガイドライン
に基づき実施された水辺の植物調査の様
子　❾水環境計画の進捗や市民活動の近
況がわかる水のまちニュース　�生きも
の調査に関するガイドラインのあり方。
市民や学校と連携した調査については、
ガイドラインを使いつつ、必要に応じて
見直していく

●❽

●❼

・市民、学校、
　市民団体との連携
・市民参加の調査

・データベース化
・情報発信の仕組み構築

・市民、学識者などに
　よる検討
・方法、場所、回数など・ガイドラインの見直し

 例えば
・ホタルマップの
　作成
・水路環境情報の
　作成

水辺づくりや環境学習で活用 水辺の生きもの調査

調査
ガイドライン

調査結果の
整理・蓄積

●�

 第７回あさかわ写真コンクール結果発表  
八王子と日野、二つの市を流れる「浅川」の写真を対象としたこのコンクール、

第７回の今年度は「しぜん・ひと・まち」をテーマに募集を行い、 点の作品が

集まりました。審査の結果３０点の入選作品が決定し、１１月４日に行われた表彰

式では、ご家族の方々も見守る中、両市市長と協賛企業より入選者の一人ひとりに、

賞状と副賞が手渡されました。

一般の部最優秀賞の池

田さんは、八王子市市制

周年の記念の年に受

賞できた喜びを語りまし

た。

中学生以下の部最優秀

賞の小林さんは、弟が初

めて川遊びをした時の様

子を愛おしそうに話して

いました。

最優秀賞（中学生以下の部）

小林翼さん 『川遊びデビュー』

最優秀賞（一般の部）

池田榮雄さん『秋の午後』

入選者の皆様 表彰式にて

八 王 子 市 水 循 環 部

水環境整備課

（直通）

●❾

●❻

●❺ 第２回検討会

第１回検討会

第３回検討会

八王子市水循環計画策定までの流れ。実施された全ての会議
に、地区の代表や市民団体の代表が参加することで、継続的に
地域住民の意見が取り入れられる仕組みになっている
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保
全
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
状
態
を
創
生
す
る
こ
と
を
基

本
理
念
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
見
た
い
あ
の
姿

　
「
印
旛
沼
の
将
来
の
す
が
た
」
に
表
現

さ
れ
て
い
る
の
は
、
印
旛
沼
流
域
の
「
恵

み
」
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
と
な
り
、

流
域
の
住
民
や
企
業
な
ど
の
関
係
す
る
主

体
が
そ
の
「
恵
み
」
を
享
受
す
る
と
と
も

に
、
印
旛
沼
に
配
慮
し
た
く
ら
し
や
活
動

を
行
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

印
旛
沼
流
域
で
の
水
質
汚
濁
の
進
行
、

水
源
で
あ
る
里
山
や
谷
津
の
環
境
の
変

容
と
自
然
環
境
の
悪
化
、
洪
水
被
害
の

発
生
と
い
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、�

印
旛
沼
流
域
の
住
民
、
学
識
者
、
水
利
用

者
、
行
政
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」
が

２
０
０
１
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
水
循
環

健
全
化
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
々
に
よ
る
連
携

　

取
組
は
、
２
０
０
３
年
度
の
「
緊
急
行

動
計
画
」
に
よ
り
具
体
化
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
早
期
に
実
現
可
能
な
取
組
と

そ
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
２
０
０
９
年
度
に
そ
れ
ま

で
の
活
動
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
「
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」（
目
標
年

次
：
２
０
３
０
年
度
）
お
よ
び
「
第
１
期

行
動
計
画
（
案
）」、
さ
ら
に
２
０
１
６
年

度
に
は
「
第
２
期
行
動
計
画
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
印
旛
沼
流
域
で
の
取
組
体
制

は
、
健
全
化
会
議
を
中
心
に
、
住
民
・
学

校
・
市
民
団
体
、
沼
利
用
者
、
企
業
、
流

域
市
町
な
ど
が
関
わ
り
あ
う
協
働
体
制
で
、

「
６
者
連
携
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
健
全
化
会
議
に
は
、
生
態
系
ワ
ー

キ
ン
グ
（
Ｗ
Ｇ
）、
水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ワ
ー
キ
ン
グ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
は
じ
め

と
し
た
９
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

組
織
さ
れ
、
各
担
当
分
野
の
対
策
が
着
実

に
推
進
さ
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
確
な
目
標
設
定
と
進
捗
の
見
え
る
化

　

健
全
化
計
画
の
体
系
は
、
５
つ
の
目
標

と
そ
れ
に
基
づ
く
対
策
群
で
す
。
第
２
期

行
動
計
画
で
は
、
強
化
対
策
を
含
む
９
つ

の
テ
ー
マ
が
推
進
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
対
策
の
進
捗
状
況
は
、
９
つ

の
「
評
価
指
標
」
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
は
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が

ら
住
民
の
目
に
と
ま
り
や
す
い
形
で
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
雨
水
浸
透
マ

ス
の
設
置
基
数
」
と
い
っ
た
項
目
を
「
取

組
指
標
」
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
で
、
取

組
の
進
捗
を
把
握
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す（
次
ペ
ー
ジ
図
⑨
参
照
）。

【課　題】	 水質改善
【主　体】	 千葉県・流域市町など
【連絡先】	 千葉県 �県土整備部 河川環境課�

環境生活部 水質保全課
　inbanuma@mz.pref.chiba.lg.jp

　
「
恵
み
の
沼
」。
古
く
か
ら
人
々
は
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
印
旛

沼
を
そ
う
呼
ん
で
、
深
い
関
わ
り
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
関
わ
り
は
、

時
代
背
景
や
社
会
情
勢
に
伴
い
変
化
し

て
お
り
、
そ
の
「
恵
み
」
の
バ
ラ
ン
ス
も

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
印
旛

沼
は
、
自
然
環
境
や
漁
業
資
源
が
豊
か
で

あ
っ
た
一
方
で
、
洪
水
や
干
ば
つ
と
い
っ

た
脅
威
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年

で
は
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
膨
大
な
水

需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方

で
、
水
質
の
悪
化
や
在
来
動
植
物
の
減
少

と
い
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
印
旛
沼
流
域
で
は
、
水
循
環

健
全
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

水
供
給
や
治
水
安
全
度
の
向
上
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
向
上
し
た
「
恵
み
」
を
維
持
、

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
「
恵
み
」
を
ふ
た
た
び
再
生
・

Profile

❶印旛沼流域における代表的な里山の風景。このような斜面林に囲まれた細長い田んぼは谷津田と呼ばれ、その一つ一つが貴重な水源地となっている　
❷鳥のサンクチュアリになっている自然豊かな北印旛沼　❸比較的利活用が盛んな西印旛沼

経験を積み重ねて流域の再生を

千葉県

茨城県

東京都 印旛沼流域

●❶●❸ ●❷

❹（上部）印旛沼流域における６者連携：健全化会議を中心に、住民・
学校・市民団体、沼利用者、企業、流域市町などが関わりあう協働体
制　（下部）印旛沼流域水循環健全化会議の現在の体制

沼利用者

企業

調査研究機関

千葉県、国
水資源機構

流域市町

住民・学校・
市民団体

印旛沼流域
水循環健全化会議
印旛沼環境基金

印旛沼流域水循環健全化会議

連携

連　　　携

連携

委員会

行政部会 行動連携
推進委員会

行政
担当者会議

印旛沼
水質改善
技術検討会

学
び
Ｗ
Ｇ

市
民
活
動・企
業
連
携
Ｗ
Ｇ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

環
境・体
験
フ
ェ
ア
検
討
委
員
会

印
旛
沼・流
域
再
生
大
賞
選
考
委
員
会

市
町
連
携
Ｗ
Ｇ

浸
透
Ｗ
Ｇ

生
活
排
水
Ｗ
Ｇ

水
質
改
善
工
法
検
討
Ｗ
Ｇ

水
草
再
生
Ｗ
Ｇ

農
業
Ｗ
Ｇ

水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｗ
Ｇ

支
流
域
ワ
ー
キ
ン
グ

生
態
系
Ｗ
Ｇ

●❹

09
case 計画策定の事例

印旛沼流域（千葉県）

恵みの沼をふたたび
流域にかかわる人々の知恵を集めて

印旛沼の将来のすがた（美しく豊かな印旛沼流域の人々の暮らし）
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基本理念

恵みの沼を
ふたたび

９つの評価指標：目標年次 2030 年度
①水質 ②アオコ ③清澄性 ④におい ⑤水道に適した水質 ⑥利用者数 ⑦湧水 ⑧生き物 ⑨水害

・クロロフィルa
　年平均40μg/ℓ以下
・COD
　年平均5mg/ℓ以下

・アオコが発
　生しない

・岸辺に立って沼
　底が見える
　（透明度1.0m
　程度）

・臭気がしない ・2-MIB
　年最大0.1μg/ℓ以下
・トリハロメタン
　生成能
　年最大0.1mg/ℓ以下

・増加する ・印旛沼底や水源の谷津
　で豊かな清水が湧く
・湧水水質：硝酸性窒素
　および亜硝酸性窒素
　10mg/ℓ以下

・在来生物種が保全さ
　れる
・かつて生息生育してい
　た生物種が復活する
・外来種が駆除される

・概ね30年に一
　度の大雨でも
　被害を出さない

印旛沼流域水循環健全化計画
（目標年次 2030 年度）

第２期行動計画（2016～2020 年度）

雨水の貯留・浸透機能を保全・再生します ●
湧水と地下水を保全します 
家庭から出る水の汚れを減らします ●
環境にやさしい農業を推進します ●
環境への負荷の少ない産業活動を推進します 
川や沼の水環境を改善します ●
ふるさとの生き物をはぐくみます ●
水害からまちや交通機関を守ります ●
水辺を活かした地域づくりを推進します ●
環境学習を活発にします ●
共感を広げ、多様な主体との連携・協働を推進します ●
取組を推進する仕組み・制度の検討や調査・研究を推進します

テ　ー　マ  　●：推進テーマ 対策群

34
の
対
策
群

目　標
目標１

良質な飲み水の源
印旛沼・流域

目標２
遊び、泳げる
印旛沼・流域

目標３
ふるさとの生き物
はぐくむ印旛沼・流域

目標４
水害に強い
印旛沼・流域

目標５
人が集い、人と共生する
印旛沼・流域

分野間の取組
を推進する
テーマ

わ
い
わ
い

楽
し
く
集
ま
る
場

「鍵」
その1

　

２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た
「
印
旛
沼
わ
い

わ
い
会
議
」
は
、
地
域
住
民
・
市
民
団
体

が
中
心
と
な
り
、
住
民
、
専
門
家
、
行
政

な
ど
あ
ら
ゆ
る
印
旛
沼
関
係
者
が
集
い
、

わ
い
わ
い
話
し
合
う
場
で
す
。
２
０
１
０

年
ま
で
の
間
に
８
回
開
催
さ
れ
、
各
回

２
０
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
わ
い

わ
い
会
議
で
出
さ
れ
た
約
５
０
０
も
の
意

見
は
、
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画

に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
議
論
の
場
を

設
け
、
地
域
か
ら
の
意
見
を
引
き
出
し
た

こ
と
が
住
民
の
水
循
環
に
関
す
る
取
組
へ

の
理
解
を
深
め
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
く

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
は
じ
め
て
、

見
直
し
、広
げ
る

「鍵」
その2

　
「
み
た
め
し
」
と
は
、「
印
旛
沼
方
式
」

と
よ
ば
れ
る
進
め
方
の
一
つ
で
、
経
験
を

積
み
重
ね
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
確
立
し
て
い
く
取
組
方
法
を
指
し

ま
す
。「
緊
急
行
動
計
画
」
で
は
、「
み
た

め
し
行
動
」
と
し
て
、
重
要
な
取
組
を
モ

デ
ル
地
域
で
集
中
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、
２
０
０
９
年
度
「
印
旛
沼

流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」
お
よ
び
「
第

１
期
行
動
計
画
（
案
）」
を
通
じ
、
流
域
全

体
で
の
対
策
に
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第

２
期
行
動
計
画
」(

２
０
１
７
年
３
月
）

以
降
も
、
計
画
の
実
施
状
況
や
目
標
の
達

成
状
況
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
計
画
を
点
検
、
見
直
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
面
へ
、
地
域
か
ら

流
域
全
体
へ
の
取
組
の
広
が
り
が
、
６
者

が
連
携
・
協
働
す
る
印
旛
沼
流
域
全
体
で

の
実
施
体
制
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
採
用
。

そ
し
て
広
が
る
共
感
の
輪

「鍵」
その3

　

治
水
リ
ス
ク
低
減
を
目
標
と
し
て
実
施

し
て
い
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
協
働

駆
除
作
戦
の
一
つ
の
目
的
は
、
地
域
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
駆
除
し
た
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
堆
肥
化
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
「
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
は
、

体
験
型
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
毎
年
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
２
０
１
６
年
度
の
第
14
回
印
旛
沼
流

域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
で
は
、
２
日
間
で

延
べ
３
０
０
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実
施

す
る
「
い
ん
ば
ぬ
ま
選
挙
区
イ
ベ
ン
ト
総

選
挙
」で
は
、「
印
旛
沼
で
や
り
た
い
こ
と
」

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
集
ま
り
、
そ
の

後
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
に
い

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
期
行
動
計
画
」
で
は
、「
人
を
つ

な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
に
つ
な
ぎ

水
循
環
健
全
化
の
環わ

を
広
げ
、
印
旛
沼
流

域
創
生
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
」

と
い
う
取
組
理
念
を
掲
げ
て
お
り
、
次
に

つ
な
げ
、
輪
を
広
げ
る
た
め
の
創
意
工
夫

が
成
果
を
上
げ
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
積
極

的
に
取
り
上
げ
て
い
か
し
て
い
く
こ
と
で
、

共
感
の
輪
が
広
が
り
、
人
々
と
印
旛
沼
と

の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

●❺

❾
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
の
基
本
理
念
、
目

標
お
よ
び
対
策
の
体
系
と
そ
の
評
価
指
標　

�
「
緊
急
行
動
計
画
」
の
目
標
達
成
状
況
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果
な
ど
を
用
い
て
評
価
。
顔
マ
ー
ク
が

笑
っ
て
い
る
ほ
ど
（
赤
い
ラ
イ
ン
が
外
側
に
あ
る
ほ

ど
）
目
標
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

●❽

●� ●�
�ナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦の様子　�「（仮称）食べるエコ」プロジェクトによる環境に優しい野菜
の販売促進イベントの様子。陳列方法や看板のデザインにまで工夫が凝らされている

●�

●❻

●❾

❺「印旛沼わいわい会議」の様子。わいわい会議で出された意
見は累計 500 にものぼる　❻みためし行動の進め方。まずモ
デル地域で取組を実施し、その成果を踏まえ、流域全体に展開　
❼小学生を対象とした環境学習の様子。この日は生き物調査
を実施　❽「いんばぬま選挙区イベント総選挙」として、印旛
沼で実施したいイベントに投票するシール式アンケート

●❼

土
地
利
用
と
水
循
環
の
変
化

1970年
代
前
半

水
質
悪
化
・
谷
津
・
里
山
の
環
境
悪
化
・
生
態
系
の

悪
化

1970年
代
後
半

こ
れ
ま
で
の
取
組

印
旛
沼
と
人
々
と
の
関
わ
り
は
時
代
背
景
や
社
会
情

勢
に
伴
い
変
化
し
て
お
り
、
印
旛
沼
が
も
た
ら
す
「
恵

み
」
の
バ
ラ
ン
ス
も
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
印
旛
沼

流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
向
上
し
た
「
恵
み
」
を
維
持
、

向
上
し
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
恵
み
」
を
再
生
・
保
全

す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態

を
創
生
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
計
画
的
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2020 2010 2000 1980 1970

人
と
水
の
関
わ
り
の
希
薄
化

「
第
２
期
行
動
計
画
」
策
定

2016

印
旛
沼
開
発
事
業　

竣
工

1960年
代
後
半

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」
立
ち
上
げ

2001

「
緊
急
行
動
計
画
」
策
定

2004

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」・�

「
第
１
期
行
動
計
画
（
案
）」
策
定

2009

34
の
対
策
群

取
組
を
流
域
全
体
へ

み
た
め
し
行
動
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ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で

印
旛
沼
フ
ァ
ン
を
増
や
す

注目1

　

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
ス
ゴ
イ
ン
バ
ー
」
は
、

多
く
の
人
に
印
旛
沼
流
域
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。
５
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
印
旛
沼
の
水
循
環
健
全
化
の
取

組
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
使
命
を
持
っ
て

お
り
、
楽
し
く
印
旛
沼
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

企
業
な
ど
と
の
連
携
の
取
組
と
し
て
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
す
る
た
め

に
、
生
産
者
・
流
通
事
業
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物

の
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
、
生
産
者
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
「
（
仮
称
）
食
べ
る

エ
コ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
１
５
年
度
に
は
、
地
元
の
農

産
物
直
売
所
で
あ
る「
マ
ル
シ
ェ
か
し
ま
」

と
の
協
働
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
作
物

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
商
品

包
装
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
の
販
売
の
演
出

を
健
全
化
会
議
が
提
案
し
、
消
費
者
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
６
年

度
に
は
、
Ｊ
Ａ
富
里
市
と
の
協
働
で
「
ち

ば
エ
コ
ニ
ン
ジ
ン
を
買
っ
て
印
旛
沼
を
キ

レ
イ
に
」
を
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
、

購
入
者
に
ヒ
ー
ロ
ー
カ
ー
ド
配
布
と
い
う

日
本
初
の
画
期
的
試
み
で
注
目
を
集
め
ま

し
た
。

連
携
し
て
活
動
を
進
め
る

枠
組
み

注目2

　

印
旛
沼
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
住
民
・
企

業
と
行
政
が
協
働
で
、
印
旛
沼
や
周
辺
河

川
・
水
路
の
美
化
・
浄
化
な
ど
を
進
め
て

い
く
た
め
の
枠
組
み
で
す
。
市
民
団
体
や

企
業
な
ど
が
沼
・
川
・
水
路
で
清
掃
な
ど

の
愛
護
活
動
を
行
う
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

管
理
者
が
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
清
掃
な
ど
の
用
具
の
貸
与
や

支
給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

費
用
負
担
、
参
加
団
体
の
名
称
を
示
し
た

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
活
動
区
域
へ
の
設
置
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
月
１
回
の
周
辺
美
化

活
動
な
ど
、
定
期
・
不
定
期
の
活
動
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

充
実
の
情
報
発
信
サ
イ
ト

注目3
　

ウ
ェ
ブ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
い
ん
ば
ぬ
ま

情
報
広
場
」
で
は
、
印
旛
沼
と
印
旛
沼
流

域
水
循
環
健
全
化
計
画
に
関
す
る
情
報
を

広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
公

開
講
座
に
関
す
る
最
新
情
報
に
加
え
、
計

画
の
内
容
や
印
旛
沼
に
関
す
る
科
学
的
な

デ
ー
タ
な
ど
、知
り
た
い
情
報
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
、
近
年
で
は
月
に
２
０
０
０

件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

�印旛沼のご当地ヒーロー「スゴインバー」
�印旛沼連携プログラムのイメージ。印旛沼やその流入河川・水路で
活動を行おうとする住民や企業を対象に、水域管理者が活動を支援
�ウェブポータルサイト「いんばぬま情報広場」のイメージ。印旛沼
流域に関するさまざまな情報を集約し掲載

印旛沼流域の、ここにも「注目」

住民の意識の盛り上がりについて、�
鍵となるエピソードはありますか？
この盛り上がりは、「印旛沼わいわい会議」
や「環境・体験フェア」などを通じて、県
が長年にわたり取り組んできた賜物です。
2013 年 3月 9日には、それまで培われて
きたモチベーションをさらに高めようと、
数名の仲間と「印旛沼流域圏交流会」を立
ち上げました。以降、10 回近くのワーク
ショップを開催し、ゆるい交流を続けてい
ます。健全化会議とは別の枠組みとして、
参加者が個人の立場で言いたいことを言え
る場となっているほか、ここ数年は「環境・
体験フェア」の企画の一部を担っています。

住民の関心を引くような仕掛け、
アイデアについて教えてください。
印旛沼のキャラクター「スゴインバー」は
県職員Nさんの発案です。イベントでは子
ども向けのお面の工作などが大人気です。
子どもが工作している間は、大人にも印旛

沼のことを知って頂く良い機会になってい
ます。
農業WGによる JA富里市のエコニンジン
は、野菜と印旛沼の関係を知っていただく
良い機会になりました。広報・啓発は引き
続き課題と考えています。

今後に向けて一言お願いします。
印旛沼流域における住民参画は、今後若い
世代をどのように巻き込んでいくかが課
題です。そんな中、ナガエツルノゲイトウ
駆除作戦には、100 名規模の学生ボラン
ティアの参加があり、若い力を頼もしく感
じています。地域の課題を協働により解決
する方法は、国連の「持続可能な開発目標
（SDGs）」や国際的な地球環境研究プログ
ラム「Future Earth」の目標とも合致して
おり、印旛沼流域で住民と行政が共有する
ビジョンの実現に向けて、今後も取り組ん
でいきたいと思います。

［地域の課題は地域で解決］
千葉大学大学院 教授

近
こ ん

藤
ど う

 昭
あ き

彦
ひ こ

さん

 略歴 　地理学・水文学を専門に研究活動に従事
し、2004 年より千葉大学環境リモートセンシング
研究センター教授。現在は、印旛沼流域水循環健
全化会議の委員として、県と住民による連携を支
えている。

Key�
Person

サ
ポ
ー
ト
実
施

実
施

連携ステーション
登録

申込 合意
水域管理者

  ・流域市町
  ・印旛沼土地改良区
  ・（独）水資源機構
  ・千葉県

サ
ポ
ー
ト
企
業

参
加
団
体

（公財）印旛沼環境基金

可能となる連携について先行して実施

●�

「
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
参
加
者
数
は�

増
加
傾
向

　

２
０
０
５
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た

「
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
は
、

水
・
食
・
観
光
な
ど
の
幅
広
い
視
点
か
ら

印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
多
彩
な
魅
力
を
発

信
、
印
旛
沼
流
域
圏
の
人
々
が
集
い
・
遊

び
・
学
び
・
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
毎
年

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
２
０
１
０
年
か

ら
の
５
年
間
で
、
参
加
者
は
11
倍
に
も
な

り
、
印
旛
沼
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

湧
水
池
の
枯
渇
日
数
が
減
少

　

湧
水
の
重
点
観
測
地
点
で
あ
る
加

賀
清
水
湧
水
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
で
は
、

１
９
９
５
年
に
は
84
日
も
あ
っ
た
枯
渇
日

数
が
、
２
０
０
４
年
の
み
た
め
し
行
動
開

始
後
減
少
し
、
２
０
０
８
年
以
降
は
０
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
貯
留
・
浸
透
施
設
の

整
備
・
維
持
管
理
な
ど
の
み
た
め
し
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
数
が�

増
加
傾
向

　
「
い
ん
ば
ぬ
ま
情
報
広
場
」
を
通
じ
た

情
報
発
信
も
定
着
し
て
き
て
お
り
、
着
実

に
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
改
良
や
ダ
ム
カ
ー
ド
掲
載
と

い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
高
い
ア
ク
セ
ス
数

を
記
録
し
ま
し
た
。

活動の�
成　果

いんばぬま
情報広場

ニュース

市民活動
応援ページ

取り組み
紹介

印旛沼に
行ってみよう

印旛沼
水循環

健全化計画
もっと詳しく
知りたい方へ

SNSでも情報配信

資料・
データ集

印旛沼って
どんな沼？

スゴインバー、
ナガエ協働駆除作戦、
印旛沼流域環境・体
験フェア、…

印旛沼再生宣言
書、第２期行動計

画、…

印旛沼・流域再生
大賞、印旛沼連携
プログラム、…

印旛沼マップ、
イベント情報、
ダムカード、

…

印旛沼の水質
の成り立ち、河川の
流出特性、…

流量・水質等
データ、調査研究
報告書、…

印旛沼の
今むかし印旛沼
の水質、…

・

●�
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９月　サイト全面改良　約2,800件
10月　ダムカード掲載　約3,250件

年度 年度

件／月
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967
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1,905
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1,189

2013

1,737

2014

2,429

2015 2009
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約 3.2 倍
約 11倍

印旛沼流域環境・体験フェア参加者数の推移
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９月　サイト全面改良　約2,800件
10月　ダムカード掲載　約3,250件

年度 年度

件／月

2008

800

2009

967

2010

1,905

2011

1,399

2012

1,189

2013

1,737

2014

2,429

2015 2009

2,589

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

約 3.2 倍
約 11倍

ウェブサイトいんばぬま情報広場のアクセス件数の推移

●�

たくさんの人が、印旛沼流域を好きになって、ファンになってく
れること

のんびり楽天家 クールだけど
たまに怒る

元気で
おおざっぱ

辛口だけど
実はやさしい

研究熱心で
物静か
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【課　題】	 総合的取組
【主　体】	 福島県
【連絡先】	 福島県 企画調整部
	 土地・水調整課
　toshi_mizu@pref.fukushima.lg.jp

福島県

栃木県

宮城県

　

福
島
県
で
は
、
２
０
０
６
年
に
高
度
経

済
成
長
期
の
代
償
で
悪
化
し
た
県
内
の
河

川
の
水
環
境
に
つ
い
て
、
50
年
前
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
で
き
る
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
に
、
う
つ
く
し
ま

「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
4
月
に
は
、

「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

流
域
単
位
で
の
上
中
下
流
の
連
携
を
強
め
、

水
質
保
全
の
取
組
の
一
層
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
源
流
県
」
ふ
く
し
ま

　

福
島
県
は
、
水
源
を
か
ん
養
す
る
豊
か

な
森
林
と
、
多
く
の
河
川
や
湖
沼
、
湧
水

等
の
豊
か
な
水
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

河
川
の
水
源
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内
に
あ
る

「
源
流
県
」
と
な
り
、
水
と
の
関
わ
り
方
が

下
流
の
県
や
海
に
直
接
影
響
す
る
点
か
ら

も
、
源
流
県
と
し
て
の
果
た
す
責
任
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
度
経
済
成
長
期
の
代
償
で
悪
化
し
た
水

環
境
や
、
近
年
の
地
球
環
境
の
変
化
の
影

響
に
よ
り
、
福
島
県
の
健
全
な
水
循
環
・

水
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
重
視
の
取
組
開
始

　

福
島
県
で
は
「
う
つ
く
し
ま
水
と
の
共

生
プ
ラ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
、
各
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
て

き
た
体
制
を
一
新
し
、
関
係
機
関
の
密
接

な
連
携
に
基
づ
く
推
進
体
制
が
不
可
欠

と
考
え
、
２
０
１
７
年
4
月
28
日
に
全
県

域
を
対
象
と
し
た
「
福
島
県
水
循
環
協
議

会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
設
立
初
年
度

に
あ
た
る
２
０
１
７
年
度
は
、
①
水
質
保

全
、
②
環
境
教
育
、
③
環
境
保
全
、
④
総

合
調
整
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
活
動
団
体
の
取
組
状
況
等
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
、
水
循
環
施
策
の
普

及
・
発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

３
地
方
の
特
徴
を
い
か
す

　

 

福
島
県
は
「
会
津
地
方
」、「
中
通
り
地

方
」、「
浜
通
り
地
方
」
と
い
っ
た
、
流
域

や
水
系
の
特
徴
に
よ
っ
て
３
つ
の
地
方
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
３
つ
の
地
方
が
抱
え
る

「
水
」
に
関
す
る
具
体
な
課
題
を
把
握
し
、

共
有
し
、
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
０
１
７
年
10
月
に
福
島
県
水
循
環
協
議

会
の
下
、
３
地
方
そ
れ
ぞ
れ
に
「
地
方
流

域
水
循
環
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
地
元
の
活

動
団
体
、
市
町
村
、
国
、
県
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
協

議
の
中
で
各
地
方
の
課
題
解
決
を
図
る
た

め
の
取
組
目
標
を
新
た
に
設
定
し
、
３
つ

の
地
方
ご
と
に「
流
域
水
循
環
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
策
定
計
画
の
下
、
各
地
方
の
流
域
住
民

の
水
循
環
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
、
各

団
体
の
活
動
が
よ
り
活
発
化
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿賀野川

阿武隈川

真野川
檜原湖
秋元湖

沼沢湖

猪
苗
代
湖

新田川

木戸川

夏井川

鮫川
那
珂
川

久
慈
川

浜通り地方

中通り地方

会津地方
奥会津や飯豊、磐梯などの山々から湧き出た水が、
くらしの中に息づく山紫水明の流域

甲子高原や八溝山など、いくつもの源流の水が、
まちの営みの中で大切に使われ清らかに流れる流域

阿武隈高地の森から生まれる川にサケやアユが
遡上する、森・川・海のつながりが見える流域

喜多方
○

郡山○

いわき○

須賀川
○

二本松
○

福島◎

○
白河

○
田村

○
南相馬

○
伊達

会津若松
○ 阿武隈川水系

二級河川の水系

久慈川水系

二級河川の水系

久慈川水系

那珂川水系

阿賀野川水系

Profile

山形県

新潟県

❶かつてよく見られた親子で川遊びをする姿（いわき市小玉川）

●❶

50 年前の水とくらしを取り戻す

各地域協議会のメンバー
　（各流域協議会の会長は、

土地・水調整課長）

・県出先機関、市町村
・国出先機関
・水環境活動団体、森林組合、
　漁業協同組合等

各地域協議会の役割
・流域水循環基本計画策定
・他地方協議会間の連携
・各団体間の連携・調整
・各流域等が抱える課題解決
・情報共有

課題・検討事項
○ 協議会設置
 ・参集範囲、組織体制、役割
　 分担、地方協議会の活動等
○ 協議会運営予算
○ 策定する計画の具体的内容

会
津
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
阿
賀
野
川
流
域
、湖
沼（
猪
苗
代
湖
、裏
磐
梯
等
）】
　

中
通
り
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
阿
武
隈
川
流
域
、久
慈
川
流
域
、湖
沼（
南
湖
）】
　

浜
通
り
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会

 

【
浜
通
り
沿
岸
域
、閉
鎖
性
水
域（
松
川
浦
）】
　

福島県水循環協議会
（会長：企画調整部長）
福島県水循環協議会

県協議会のメンバー
・県庁関係各課、市長会、
　町村会
・国出先機関
・有識者（公募によるメンバー含め
　る）等、関係団体

県協議会の役割
・県全体の方針
・県全体の課題把握・解決
・水総合計画の進行管理
・各協議会間の緊密な連携及び
　情報共有

連
携

連
携

連
携

連
携

情報共有・総合調整情報共有・総合調整

福島県における協議会の体制

10
case 計画策定の事例

福島県

連携による健全な水循環の継承
水に学び、水とともに生きる

福島県を流域や水系の特徴によって分けた「会津地方」「中通り地方」「浜通り地方」
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高
度
経
済
成
長
に
伴
う
水
環
境
悪
化

1980頃

河
川
の
水
質
、
生
態
系
の
悪
化

人
と
水
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
減
少

「
流
域
水
循
環
基
本
計
画
」
策
定
へ

こ
れ
ま
で
の
取
組

福
島
県
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
悪
化
し
た
県
内
の

河
川
の
水
環
境
の
回
復
を
目
的
に
、
う
つ
く
し
ま
「
水

と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
７
年
４
月
に
は
、「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
流
域
単
位
で
の
上
中
下
流
の
連
携
を
強

め
、
水
質
保
全
の
取
組
の
い
っ
そ
う
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

2020 2015 2010 2005 1980

「
３
地
方
流
域
水
循
環
協
議
会
」
設
立

2017.10

水
循
環
に
関
す
る
推
進
会
議

2016.9

「
福
島
県
水
循
環
協
議
会
」
設
立

2017.4
的
な
意
見
や
要
望
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

福
島
県
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

各
団
体
、
市
町
村
、
国
の
間
で
有
用
な
情

報
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

笑
顔
は
じ
け
る
、

ふ
る
さ
と
の
川
、夏
井
川

「鍵」
その3

　

う
つ
く
し
ま
『
水
と
の
共
生
』
プ
ラ
ン

に
お
け
る
、
流
域
単
位
で
の
「
産
・
学
・
民
・

官
」
連
携
に
よ
る
組
織
化
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
浜
通
り
地
方
の
夏
井
川
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ

た
夏
井
川
で
は
、
上
・
中
・
下
流
域
の
各

団
体
の
連
携
に
よ
り「
夏
井
川
流
域
の
会
」

が
２
０
０
７
年
９
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
夏
井
川
流
域
の
会
で
は
「
夏
井
川
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、「
み
ん

な
で
見
て
、
み
ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で

考
え
、み
ん
な
で
実
践
し
て
い
く
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
活
動
を
10
年
に
も
わ
た
り
継

続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
井
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
の
27
地
点
で
同
日
同
時

間
帯
に
採
水
を
行
い
、
流
域
内
で
の
水
質

の
差
異
を
調
査
す
る
「
夏
井
川
一
斉
水
質

調
査
」
や
、
指
標
生
物
に
よ
り
水
質
判
定

を
行
う
「
水
生
生
物
調
査
」、
水
の
流
れ
を

体
感
し
て
も
ら
う「
夏
井
川
か
わ
く
だ
り
」

を
実
施
す
る
等
、
地
域
住
民
と
の
間
で
活

発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
継
続
的
な
取
組
を
通
し
て
、
地
域
一

体
で
の
流
域
活
動
の
情
報
発
信
や
河
川
環

境
保
全
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
よ
る
密
な
連
携

「鍵」
その2

　

福
島
県
水
循
環
協
議
会
で
は
、「
総
合
調

整
」
こ
そ
が
最
重
要
事
項
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
方
協
議
会
に
お
い
て

も
、
関
係
者
が
連
携
を
密
に
し
、
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
各
団
体
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
多
面
的
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
継
続
的
な
活
動
へ
と
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
方
針
で
す
。
２
０
１
７
年
10
月
に
行

わ
れ
た
地
方
協
議
会
の
場
に
お
い
て
も
、

各
活
動
団
体
か
ら
、
活
動
内
容
や
地
域
特

有
の
課
題
、
将
来
の
目
標
に
関
し
て
積
極

う
つ
く
し
ま「
水
と
の
共
生
」

プ
ラ
ン
の
復
活

「鍵」
その1

　

福
島
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
治
水
や
利
水
、

環
境
保
全
と
い
っ
た
従
来
の
縦
割
り
の
施

策
で
は
な
く
、
産
・
学
・
民
・
官
が
幅
広

く
連
携
し
実
践
的
に
問
題
の
解
決
を
図
る

「
超
学
際
的
視
点
」
で
、「
う
つ
く
し
ま
『
水

と
の
共
生
』
プ
ラ
ン
」
を
２
０
０
６
年
７

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
で
は
実

践
的
取
組
の
方
針
と
し
て
３
つ
の
柱
を
掲

げ
て
お
り
、
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

に
よ
り
、
50
年
前
の
よ
う
な
水
と
人
と
の

身
近
で
良
好
な
関
係
を
取
り
戻
し
、
次
世

代
へ
の
「
健
全
な
水
循
環
」
の
継
承
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
受
け
た
大
打
撃
に
よ

り
、
復
興
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
う
つ

く
し
ま
「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
で
掲
げ

た
計
画
が
頓
挫
し
た
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
か
ら
約
４
年
後
に
あ
た
る

２
０
１
５
年
の
水
循
環
基
本
計
画
閣
議
決

定
を
機
に
、
同
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
３
つ
の

方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
流
域
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
流
域
水
循
環
基
本
計
画
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１．水質浄化（県内の河川、湖沼の水質浄化）
２．教育（環境教育の促進、節水意識の向上等）
３．河川の環境保全（清掃活動等への支援等）
４．総合調整（県の窓口機能の強化や新生ふくしま水プランの進行管理）

　福島県水循環協議会

BeforeBefore AfterAfter

　行政

福島県企画調整部土地・水調整課
　・出前講座の実施
　・水環境ニュースの発行

福島県生活環境部
　・猪苗代湖の水質調査、
　　水質悪化抑制対策の実施
　・せせらぎスクールの実施

福島県土木部
　・河川環境の保全
　　（清掃活動等） など

など

活動への支援依頼／施策提案

連携強化・情報共有

活動への多面的な支援

　
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）

　
行
政
（
県
・
市
町
村
）

課題の共有 + 活動の強化

（福島県水循環協議会設置後）（今までの取り組み）
個別の活動

【 総合調整機能（事務局：福島県土地・水調整課）】

情報共有・連携
（福島県水循環協議会設置後）（今までの取り組み）

　・水草回収
　・ゴミ拾い活動 など

　団体（NPO等）

課題の共有が不足

流域マネジメント、ここが「鍵」

福島県水循環協議会設置による体制の強化

水
と
人
と
の

か
か
わ
り
の
再
構
築

水
質
管
理
体
制

の
確
立

３つの柱 施策の方向
（大分類）

施策の方向
（中分類）

流
域
を
単
位
と
し
た
施
策
の
総
合
的
な
展
開

水
と
の

か
か
わ
り
を
深
め
る

水にふれ、水に学ぶ仕組みづくりの推進1

連携・交流の促進2

水
を
育
む

森林や農地の保全・整備の推進３

水源や地下水保全対策の推進4

水
を
き
れ
い

に
す
る

生活排水や工場排水対策などの推進6

環境に配慮した農業の推進7

水
辺
を

豊
か
に
す
る

身近に親しめる水辺づくりの推進8

生態系に配慮した水辺づくりの推進9

水
を
地
域

で
生
か
す

水を生かした産業などの促進13

水
を
担
う 流域単位の水管理体制の構築14

水
を
大
切

に
使
う 水の有効利用の推進5

災
害
に
備
え
る

河川整備と一体となった流出抑制対策の
推進10

地域で取り組む減災対策の促進11

緊急時の円滑な水融通の仕組みづくりの
推進12

うつくしま「水との共生」プランの３つの柱と体系図

●❹

●❸

●❷

❷中通り地方流域水
循環講義会の様子　
❸水生生物調査に熱
心に取り組む　
❹26 時間水質調査
の取組の様子（夜間）

水
循
環
基
本
計
画
閣
議
決
定

20015.7〜

う
つ
く
し
ま
「
水
と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
策
定

2006.7

モ
デ
ル
事
業
「
夏
井
川
流
域
の
会
」
結
成

2009.7

東
日
本
大
震
災
の
発
生
⇨
プ
ラ
ン
中
断

2011.3
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研
究
機
関
・
県
内
外
の 

大
学
と
の
連
携

注目1

　

福
島
県
で
は
、
会
津
大
学
や
福
島
大
学
、

日
本
大
学
等
の
県
内
外
の
大
学
機
関
か
ら

の
研
究
員
で
構
成
さ
れ
る
「
超
学
際
的
研

究
機
構
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）」
と
連

携
し
て
い
ま
す
。「
超
学
際
」
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
・
領
域
を
超
え
て
多
様
な
知

恵
を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
産
・
学
・
民
・

官
の
各
主
体
が
幅
広
く
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
超
学
際
的
研
究
機
構
と
の
連

携
に
お
い
て
は
、「
猪
苗
代
湖
水
質
保
全

の
た
め
の
有
機
物
循
環
シ
ス
テ
ム
の
た
め

の
調
査
・
研
究
」
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

地
域
連
携
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
水
環
境
保
全

注目2
　

全
国
的
に
も
有
名
な
福
島
県
の
豊
か
な

水
環
境
の
代
名
詞
で
も
あ
る
阿
武
隈
川
や

猪
苗
代
湖
に
お
い
て
も
地
域
と
連
携
し
た

多
岐
に
わ
た
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
阿
武
隈
川
の
河
川
環
境
保
全
の
推

進
を
目
的
と
し
て
１
９
９
４
年
に
発
足

し
た
「
阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
河

口
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
上
中
下
流
児

童
交
流
会
等
の
小
学
生
や
地
域
を
対
象

と
し
た
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
猪

苗
代
湖
で
は
、
水
質
日
本
一
を
目
指
し
、

水
質
調
査
を
取
り
入
れ
た
環
境
学
習
や
、

２
０
０
９
年
以
降
延
べ
1
万
人
以
上
の
参

加
人
数
を
誇
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
水
草
回
収
な
ど
、
猪
苗
代
湖
の
水
環
境

保
全
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

福
島
県
か
ら

全
国
規
模
に
も
展
開
！

注目3
　

福
島
県
で
は
、
県
内
の
水
環
境
活
動
団

体
が
一
同
に
会
し
、
地
域
・
流
域
間
の
活

動
報
告
、
情
報
交
換
や
今
後
の
活
動
へ
の

助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
福
島

県
水
環
境
活
動
団
体
交
流
会
」
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
活
動
団

体
自
ら
同
交
流
会
を
全
国
規
模
に
拡
大
し
、

新
潟
県
や
山
口
県
等
の
全
国
12
県
を
交
え

た
「
全
国
河
川
愛
護
団
体
交
流
会
」
に
お

い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

県
内
外
へ
の
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
も
11
月
11
日
・
12
日
に
山

口
県
を
舞
台
に
第
17
回
交
流
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

福島県の、ここにも「注目」

平成21年度以降　水草回収（地域ボランティア）参加人数

参
加
人
数

平成21年度以降　水草回収量

人

m3

水
草
回
収
量

複合的問題の解決

考え方
各分野の融合

仕組み
産学官民連携超学際的視点

持続可能な共生社会の実現

1,271 1,695 1,666 2,002 1,784 1,991 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
138 1,289 0

2,500
5,000
7,500
10,000

H21

延べ１万人以上参加！

123.0 184.0 186.1 
259.0 168.2 238.7 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
6.0 68.0 

0
200
400
600
800

H21

合計1,200m3以上回収！

平成21年度以降　水草回収（地域ボランティア）参加人数

参
加
人
数

平成21年度以降　水草回収量

人

m3

水
草
回
収
量

複合的問題の解決

考え方
各分野の融合

仕組み
産学官民連携超学際的視点

持続可能な共生社会の実現

1,271 1,695 1,666 2,002 1,784 1,991 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
138 1,289 0

2,500
5,000
7,500
10,000

H21

延べ１万人以上参加！

123.0 184.0 186.1 
259.0 168.2 238.7 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 年度
6.0 68.0 

0
200
400
600
800

H21

合計1,200m3以上回収！

超学際的視点のイメージ図

❺猪苗代湖（鬼沼）で清掃活動をする子どもたち　❻猪苗代湖で水質パックテストをする子ども
たち　❼全国河川愛護団体交流会での様子（荒川自然林園丁にて）

●❼

●❺

●❻

夏
井
川
流
域

活動を軌道に乗せるコツは？
最初は地域で個々に活動していた団体（ス
ポーツ少年団やライオンズ倶楽部等）を組
織化して「夏井川友の会」を立ち上げまし
た。活動の資金は補助金等をあてにせず、
各団体単位で会費を徴収することで、ある
意味、自律して活動を継続してきました。
自律しながらみんなで一つのことを楽しい
顔でやることが継続のコツだと思います。

今後解決が必要な課題は？
長くやっているのでメンバーが高齢化しつ
つあります。地域には若い人たちで構成さ
れた青年部などもあるので、将来的には協
働していきたいと思っています。

活動をしていてうれしいことは？
活動を通しての出会い、ネットワークの広
がりを肌で感じることです。とくに全国河
川愛護団体交流会を通して、山口県や新潟
県等の全国の河川環境に対して同じ志を持
つ方々と意見交換し、現地を一緒に見て回
り、交流できることに喜びを感じます。

10年間活動が継続できている�
ポイントは？
行政頼みになると、河川管理の担当者が異
動し、活動やその思想が途絶えてしまい長
続きしません。どのようにして地域を巻き
込むか、輪を広げていくかが重要だと思い
ます。私たちは、毎月第１火曜に世話人会
を実施し、輪を広げる努力をしてきました。
それが結果的に継続につながっていると思
います。活動を継続するには、地域の輪を
広げつつ、役割を分担し、情報を共有して
いくことが大事だと思います。

最も苦労されていることは？
スタッフ集めがとても大変です。夏井川で
は毎年 26時間一斉水質調査を実施してい
ますが、子どもたちの保護者から協力の承
諾を得るのに苦労します。高専の学生にも
協力を依頼し、活動を継続しています。

活動をしていてうれしいことは？
子どもたちに水を体感・体験してもらい、
その中で子どもたちが声をあげ、感動して
いる姿を見ることが一番うれしいです。

［夏井川の流域連携を支える］
福島工業高等専門学校 名誉教授
夏井川流域の会代表 代表世話人

橋
は し

本
も と

 孝
こ う

一
い ち

さん

 略歴 　いわき市在住。1948 年生まれ。地域の環
境保全活動を積極的に支援すると共に、夏井川流
域住民による川づくり連絡会の代表世話人とし
て、夏井川流域の上下流の交流や、親水活動、環
境学習など水環境保全活動に尽力されている。

Key�
Person

［夏井川の活動を発信する］
福島県水環境活動団体交流会 代表世話人

夏井川流域の会代表 副代表世話人

高
た か

橋
は し

 宗
む ね

彦
ひ こ

さん

 略歴 　小野町在住。1951 年生まれ。地域づくり
活動に積極的に参加すると共に、夏井川友の会の
会長として、夏井川流域の上下流の交流や、親水
活動、環境学習など、水環境保全活動に尽力され
ている。

Key�
Person

小野町

いわき市

下流

上流
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浄水場住宅など

川

水インフラを組み込んだ
流域水循環計画の策定事例

健
全
な
水
循
環
を
保
つ
た
め
の	

水
イ
ン
フ
ラ

　

健
全
な
水
循
環
と
は
、
人
の
活
動

お
よ
び
環
境
保
全
に
果
た
す
水
の
機

能
が
適
切
に
保
た
れ
た
状
態
で
の
水

循
環
で
あ
り
、
こ
の
維
持
ま
た
は
回

復
に
あ
た
っ
て
は
、
人
の
生
活
や
産

業
活
動
に
果
た
す
水
の
役
割
と
自
然

環
境
に
果
た
す
水
の
役
割
が
適
切
な

バ
ラ
ン
ス
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
水
イ
ン
フ
ラ
の
適
正

な
利
用
、
維
持
管
理
・
更
新
等
も
水

循
環
に
お
け
る
大
事
な
取
組
の
ひ
と

つ
で
す
。

静
岡
市
の
水
循
環
計
画
に
つ
い
て

　

静
岡
市
で
は
、
豊
か
で
多
様
な
自

然
環
境
や
生
活
環
境
な
ど
の
保
全
や
、

そ
れ
ら
を
将
来
に
継
承
す
る
各
種
施

策
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の
基
本

計
画
と
し
て
、「
第
２
次
静
岡
市
環

境
基
本
計
画　

２
０
１
５
年
３
月
策

定
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、

静
岡
市
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
の
実
現
の
た
め
、

環
境
面
か
ら
施
策
を
推
進
す
る
役
割

を
担
っ
た
も
の
で
す
。

　

水
環
境
の
視
点
で
は
、「
良
質
な

水
環
境
の
保
全
」
の
た
め
市
内
河
川

の
清
流
の
保
全
や
水
資
源
の
保
全
に

向
け
た
目
標
を
掲
げ
、
こ
の
う
ち
上

下
水
道
分
野
で
取
り
組
む
べ
き
施
策

を
「
し
ず
お
か
水
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
計
画
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

上
下
水
道
事
業
は
、
水
源
か
ら
の

取
水
に
始
ま
り
、
水
道
水
を
蛇
口
ま

で
届
け
、
使
用
後
の
水
を
浄
化
し
て

川
や
海
へ
放
流
す
る
と
い
う
日
常
生

活
を
支
え
る
一
連
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
り
、
大
自
然
が
営
む
水
循
環
の

一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ず
お
か
水
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

水
イ
ン
フ
ラ
の
健
全
化
が
健
全
な
水

循
環
に
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
上
下
水
道
事
業
が
一
体
と
な
り
、

長
期
的
に
目
指
す
姿
を
図
を
入
れ
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

水環境の中の上下水道インフラ

参考文献：第２次静岡市環境基本計画及びしずおか水ビジョン

コラム

4
静岡県静岡市

海 浄化センター
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 �黒
川
｜
本
日
は
、「
水
循
環
の
課
題
と

未
来
へ
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

今
後
の
日
本
に
お
け
る
水
循
環
の
あ
り

方
や
取
組
推
進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

水
循
環
基
本
法
は
、
議
員
立
法
と
し

て
制
定
さ
れ
、
平
成
26
年
7
月
か
ら
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
翌
27
年
７

月
に
は
、
同
法
に
基
づ
く
水
循
環
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

水
循
環
基
本
計
画
は
総
論
か
ら
始
ま
り
、

第
１
部
で
基
本
的
な
方
針
が
、
そ
し
て

第
２
部
で
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
９
本
の
柱
を

立
て
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
体
系

の
中
で
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
の
法
律
の
制
定
か
ら
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
水
循
環

政
策
本
部
事
務
局
の
活
動
に
対
し
て
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
で
は
、
沖

先
生
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
沖
｜
水
循
環
基
本
法
と
は
何
か
、
あ
る

い
は
水
循
環
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
、

世
間
に
ま
だ
な
か
な
か
理
解
し
て
い
た

だ
け
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
が
「
水
の
日
」
と
法
定
化

さ
れ
た
も
の
の
、「
海
の
日
」
と
「
山
の

日
」
に
挟
ま
れ
て
い
て
、
し
か
も
「
水

の
日
」
は
休
日
で
は
な
い
。
海
と
山
に

挟
ま
れ
た
「
水
の
日
」
が
、
も
っ
と
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
良
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
が
モ
デ
ル

流
域
を
き
ち
ん
と
決
め
、
し
か
も
現
地

に
行
っ
て
、
実
際
に
流
域
計
画
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
地
方
自
治
体
や
関
係
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
健
全
な
水
循

環
の
維
持
を
推
進
さ
れ
て
い
こ
う
と
い

う
姿
勢
は
、
非
常
に
前
向
き
で
良
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

黒
川
｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
武

山
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

武
山
｜
全
国
の
水
に
か
か
わ
る
計
画
や

取
組
が
、
国
の
基
本
法
に
基
づ
く
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
で
の
活
動
が
よ
り
活
発
化
し
や
す

い
体
制
が
整
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
域
が
す
で
に
つ
く
っ
て
い
た
計

画
が
、
基
本
法
に
基
づ
く
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
第
一
ス
テ
ッ

プ
と
す
る
と
、
今
後
は
各
地
域
に
お
い

て
基
本
法
に
基
づ
く
新
た
な
計
画
が
生

ま
れ
て
く
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
黒
川
｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
吉

冨
先
生
い
か
が
で
す
か
。

　
吉
冨
｜
私
は
川
の
生
物
と
展
示
の
研
究

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
分
野
に
か
か

わ
っ
て
い
て
も
、
水
循
環
と
い
う
言
葉

を
聞
く
機
会
が
以
前
よ
り
も
増
え
て
き

た
気
が
し
ま
す
。

　

や
は
り
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
の

方
々
に
よ
っ
て
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い

る
取
組
の
現
状
が
把
握
、
整
理
さ
れ
た

こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
い
、
昔
か
ら
の
各

地
域
の
人
と
水
と
の
付
き
合
い
方
に
つ

い
て
も
改
め
て
見
直
さ
れ
、
わ
か
り
や

す
く
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
関
連
情
報
も

入
り
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

今
年
発
行
さ
れ
た
水
循
環
白
書
も
、

読
み
手
に
伝
え
よ
う
と
い
う
工
夫
が
見

ら
れ
、
学
生
に
聞
い
て
も
、
図
解
な
ど

が
あ
っ
て
最
初
に
思
っ
て
い
た
硬
い
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
水

循
環
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
段
階

に
入
る
た
め
の
準
備
が
進
ん
だ
３
年
間

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

黒
川
｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
水

循
環
白
書
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
中
心
に
読

み
や
す
い
つ
く
り
を
意
識
し
ま
し
た
の

で
、
そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
だ
く

と
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　 �黒
川
｜
水
循
環
基
本
計
画
の
第
２
部

で
は
、
９
本
の
柱
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
流
域
連
携
の
推
進
や
、貯
留
・

か
ん
養
機
能
の
維
持
お
よ
び
向
上
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
個
別
の
自
治
体
か
ら
流

域
単
位
に
、
そ
し
て
流
域
を
越
え
て
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
ん
な
視
点

で
、
ど
ん
な
取
組
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

　
沖
｜
９
本
の
柱
の
中
の
四
つ
目
に
あ
る
、

教
育
の
推
進
等
が
一
つ
の
鍵
か
な
と
思

い
ま
す
。
今
、
初
等
教
育
で
は
４
年
生

の
と
き
に
水
道
局
に
行
き
、
そ
の
水
が

ど
こ
か
ら
来
る
か
に
つ
い
て
は
教
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
山
に
降
っ
た
雨
が

地
面
に
浸
み
込
ん
で
川
に
出
て
き
て
、

そ
れ
を
私
た
ち
が
き
れ
い
に
し
て
飲
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
水
田
風
景
の
中
で
育
つ
と
、

田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
こ
と
で
地
下
水
が

か
ん
養
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
水
利
用

の
多
様
性
に
つ
い
て
当
た
り
前
の
よ
う

に
理
解
で
き
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い

国
や
地
域
が
世
界
に
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
う
い
う
水
循
環
の
一
般
性
と
特
殊
性

を
学
び
、
そ
の
中
に
私
た
ち
の
文
化
や

普
段
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
が
、
も
っ

と
わ
か
る
よ
う
な
教
育
が
進
む
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
子
供
た
ち
が

下
水
道
や
川
の
治
水
な
ど
を
含
め
た
水

循
環
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
家
で
話

せ
ば
、
そ
こ
か
ら
大
人
の
関
心
も
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
基
本
計
画
に
書

か
れ
て
い
る
「
健
全
な
水
循
環
に
関
す

る
教
育
の
推
進
等
」
の
中
で
、
健
全
な

水
循
環
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
え
る
取
組
を
進
め
る
べ

き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
内
閣
官
房
だ

け
で
は
な
く
、
文
科
省
や
他
の
部
局
と

横
断
的
に
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
今
、
教
育
と
い
う
中
で
水
道
の

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
水
道

分
野
で
は
す
ご
く
努
力
を
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
防
災
分
野
に
お
い
て
は
、
危
機

を
自
分
で
知
り
、
判
断
し
て
逃
げ
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
私
は
前
職

の
防
災
課
長
で
あ
っ
た
と
き
に
文
科
省

に
お
願
い
し
て
、
学
習
指
導
要
領
の
中

に
防
災
教
育
を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
水
循
環
に
お
い
て
も
、
今
後
は
そ

の
よ
う
な
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す

ね
。

　
沖
｜
水
は
生
物
に
と
っ
て
必
須
で
す

し
、
自
然
環
境
の
重
要
な
要
素
で
あ
る

一
方
、
社
会
の
中
で
産
業
や
工
業
、
農

業
に
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
両
面

を
総
合
的
に
学
ぶ
た
め
に
水
は
良
い
材

料
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
売
り
込

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
水
道
、

下
水
道
、
治
水
な
ど
個
別
で
は
な
く
、

非
常
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
分
、
と
ら

え
ど
こ
ろ
の
な
い
難
し
さ
も
あ
り
ま
す

ね
。

　
沖
｜
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
教
材
を
準

備
し
て
普
及
さ
せ
る
と
い
っ
た
方
法
論

で
、
民
間
主
導
の
取
組
な
ど
も
う

ま
く
使
い
な
が
ら
進
め
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
吉
冨
｜
今
、
沖
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
教
育
の
こ
と
は
と

て
も
大
事
で
、
今
後
き
ち
ん
と
考

出席者	 沖　　大幹	 国際連合大学上級副学長、東京大学生産技術研究所教授
	 武山　絵美	 愛媛大学大学院農学研究科教授
	 吉冨　友恭	 東京学芸大学環境教育研究センター准教授

モデレータ	 黒川純一良	 �内閣官房水循環政策本部事務局長、	
国土交通省水管理・国土保全局水資源部長

水循環の課題と未来への展望　

武山絵美 沖　大幹
吉冨友恭

黒川純一良

1
水
循
環
基
本
法
制
定
か
ら

４
年
目
を
迎
え
て

2
水
循
環
の
取
組
を
さ
ら
に 

活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
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今
後
、
ぜ
ひ
予
算
を
取
っ
て
い
た
だ
い

て
、
何
ら
か
の
支
援
策
が
拡
充
さ
れ
る

と
、
よ
り
取
組
が
広
が
っ
て
い
き
、
活

動
を
引
っ
張
っ
て
い
る
方
も
報
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
吉
冨
｜
各
地
の
取
組
の
資
料
を
拝
見
し

て
い
て
気
づ
い
た
の
が
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
現
場
の
人
た
ち
の
顔
が
見
え
な
い
。

例
え
ば
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と�

い
え
る

よ
う
な
、
そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
人
や
、

体
制
を
つ
く
る
た
め
に
動
き
回
っ
た
人
、

技
術
を
工
夫
し
て
う
ま
く
進
め
た
人
な

ど
、
人
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
紹
介
も

あ
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

普
及
と
か
共
有
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
人
の
顔

や
活
動
の
雰
囲
気
が
発
信
で
き
れ
ば
、

地
元
も
よ
り
盛
り
上
が
っ
て
く
る
気
も

し
ま
す
し
、
そ
れ
を
受
け
と
っ
た
人
に

も
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
と
い
う

事
例
集
の
作
成
に
か
か
わ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
地
域
の
人
が
手
作
業
で
、

川
に
木
杭
を
打
っ
た
り
石
を
積
ん
だ
り

し
て
、
生
き
物
の
生
息
空
間
を
つ
く
っ

た
り
、
魚
道
を
設
置
、
改
善
し
た
り
す

る
よ
う
な
全
国
の
事
例
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
と
、

人
を
集
め
た
り
、
資
金
を
調
達
し
た
り
、

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
持
っ
た
人

が
集
ま
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。
人

の
動
き
と
い
う
の
は
と
て
も
面
白
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
展
示
な
ど
で
は
文
字
や
絵

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
顔
写
真
が

あ
っ
て
そ
の
人
が
語
り
か
け
て
く
る
よ

う
な
取
り
上
げ
方
を
す
る
方
が
、
や
は

り
読
み
手
は
読
も
う
と
い
う
気
に
な
る

の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
工
夫
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

　
沖
｜
水
循
環
施
策
が
本
当
に
自
治
体
レ

ベ
ル
で
う
ま
く
回
っ
て
い
く
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
を
皆
さ
ん
が
考
え

る
と
と
も
に
、
本
部
が
支
援
す
る
の
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
そ
う
い
っ
た
好
事
例
集
み
た
い

な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
武
山
｜
環
境
に
関
す
る
調
査
手
法
に
、

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
す
な

わ
ち
地
域
の
「
物
語
」
を
拾
い
起
こ
し
、

そ
れ
を
定
量
的
な
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ

せ
て
、
因
果
関
係
を
解
明
す
る
手
法
で

す
。
そ
の
結
果
を
論
述
し
た
文
章
に
は
、

読
み
物
と
し
て
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
誰
が
始
め

て
、
こ
ん
な
活
動
を
し
て
、
こ
ん
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

「
水
循
環
物
語
」
が
、
例
え
ば
新
聞
な
ど

に
少
し
ず
つ
で
も
載
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

水
循
環
の
考
え
方
が
伝
わ
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
今
、
す
ご
く
良
い
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
道
府
県
に

は
そ
れ
ぞ
れ
地
方
紙
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
地
域
の
水
循
環
再
生
の
物
語
み

た
い
な
も
の
を
連
載
す
る
。
そ
う
い
う

取
組
を
仕
掛
け
て
い
く
価
値
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
沖
｜
毎
年
、
水
の
日
の
前
の
１
週
間
は
、

５
本
の
記
事
が
月
か
ら
金
曜
日
ま
で
載

る
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
良
い
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

水
循
環
基
本
法
に
は
健
全
な
水
循
環
を

維
持
又
は
回
復
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
実
際
の
取
組
と
し
て
は

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
戻
そ
う
み
た
い

な
方
向
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
つ
ま

り
、
自
分
た
ち
で
守
っ
て
き
た
地
域
の

水
を
、
国
が
全
部
や
っ
て
く
れ
る
か
ら

と
い
っ
た
ん
手
放
し
て
任
せ
て
い
た
も

の
を
、
そ
う
で
は
な
く
、
地
域
も
一
緒

に
な
っ
て
や
ら
な
い
と
健
全
な
水
循
環

は
維
持
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
う
い

う
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
実

は
法
律
の
趣
旨
か
も
し
れ
な
い
と
、
お

話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
水
と
い
う
分
野
を
超
え
た

価
値
の
あ
る
基
本
法
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
黒
川
｜
か
つ
て
小
さ
な
地
先
の
中
だ
け

で
一
定
の
生
活
の
レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ

て
い
た
の
が
、
今
は
レ
ベ
ル
が
か
な
り

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
は
る
か
に

広
い
範
囲
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

持
っ
て
来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ

で
崩
れ
た
も
の
を
も
う
一
度
戻
し
て
い

く
の
に
は
、
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
な

取
組
が
き
っ
と
必
要
な
の
で
す
ね
。

　
沖
｜
そ
う
い
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
水

も
守
ら
れ
る
し
、
防
災
に
も
役
立
つ
し
、

高
齢
化
し
て
も
過
ご
し
や
す
い
社
会
が

つ
く
ら
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
効
果
は

あ
る
の
で
、
逆
に
水
循
環
の
話
は
水
だ

け
み
た
い
に
さ
れ
な
い
方
が
、
地
方
自

治
体
の
取
組
も
広
が
っ
て
い
っ
て
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

教
材
化
に
つ
い
て
は
、

水
循
環
は
直
接
的
に
体
験

で
き
る
事
象
も
あ
る
の
で

す
が
、
目
に
見
え
な
い
、
と

ら
え
に
く
い
事
象
が
と
て
も

多
い
。
そ
れ
を
「
見
え
る
化
」
し
て

認
識
で
き
る
形
に
す
る
こ
と
も
大
事

で
す
し
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
と
結
び
つ

け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
知
識
を
実
際
の
行
動
に
つ
な
げ
る

プ
ロ
セ
ス
も
踏
ま
え
て
、
伝
え
方
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
水
循
環
の
広
報
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
少
し
苦
戦
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
世
代
や

関
心
が
違
う
方
々
の
心
に
届
く
広
報

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
吉
冨
｜
広
報
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
と

く
に
一
般
の
人
に
対
し
て
は
、
今
、
水

循
環
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が

全
体
的
に
ど
う
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か

が
ま
だ
把
握
さ
れ

て
い
な
い
状
況

で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

水
循
環
に
も
い
ろ

い
ろ
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
当

て
て
じ
っ
く
り
伝
え
る
な
ど
、
発
信
の

仕
方
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
も
大
切
で
す
、
あ
れ
も
大
切
で
す

と
一
度
に
多
く
の
こ
と
を
発
信
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
は

集
中
し
て
こ
う
い
う
取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
、
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
こ
う
い

う
テ
ー
マ
を
優
先
し
て
伝
え
て
い
く
な

ど
焦
点
化
し
て
発
信
す
る
こ
と
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
全
体
の
シ

ナ
リ
オ
を
考
え
て
そ
れ
ぞ
れ
関
係
性
を

秩
序
立
て
て
発
信
し
て
い
く
な
ど
、
広

報
に
つ
い
て
は
長
期
的
な
視
点
で
戦
略

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
伝
え
た
い
相
手
を
知
る
と
い

う
こ
と
を
、
今
は
あ
ま
り
や
ら
れ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
小
学
生

だ
っ
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
知
識
レ

ベ
ル
か
な
ど
、
伝
え
る
側
が
相
手
を
あ

ま
り
把
握
せ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

用
意
し
て
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。
ま
ず
は
意
識
調
査
を

は
じ
め
、
伝
え
た
い
対
象
の
こ
と
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
、
相
手
に
合
わ
せ
た

広
報
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
武
山
｜
今
あ
る
27
の
流
域
水
循
環
計
画

も
、
市
民
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
当
初
は
、
目
の
前

を
流
れ
る
川
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
か
、

渇
水
が
起
こ
る
と
か
、
市
民
が
生
活
レ

ベ
ル
で
日
常
的
、
直
感
的
に
感
じ
ら
れ

る
水
の
問
題
が
目
の
前
に
あ
っ
て
、
住

民
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
国

民
一
人
一
人
が
地
域
の
川
の
ロ
ー
カ
ル

な
情
報
に
触
れ
、
日
常
レ
ベ
ル
の
問
題

と
し
て
水
循
環
を
と
ら
え
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
水
循
環
が
大
変
重
要
な
理

念
だ
と
理
解
で
き
て
も
、
で
は
私
の
生

活
の
ど
こ
に
当
て
は
ま
る
問
題
な
の
か

が
わ
か
り
づ
ら
い
点
に
、
一
つ
の
問
題

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
れ
ば
、
地
方
行
政
へ
の

周
知
も
ま
だ
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

方
行
政
の
担
当
者
も
、
基
本
法
や
基
本

計
画
の
存
在
は
当
然
ご
存
じ
な
の
で
す

が
、
で
は
そ
れ
を
自
分
の
地
域
に
当
て

は
め
た
と
き
に
何
が
で
き
る
の
か
、
考

え
が
及
び
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
実
際

に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

今
回
、
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
の

皆
さ
ん
が
、
モ
デ
ル
地
区
の
計
画
策
定

支
援
に
向
か
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

基
本
法
の
理
念
と
と
も
に
、
国
の
熱
意

を
地
方
に
直
接
伝
え
る
、
非
常
に
良
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

国
か
ら
地
方
へ
の
、
紙
で
は
な
く
人

と
人
と
の
熱
意
や
情
報
の
や
り
と
り
が

も
う
少
し
活
発
化
す
る
と
、
地
方
で
の

計
画
づ
く
り
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
沖
｜
あ
と
は
、
応
募
し
た
計
画
が
郷
土

の
誇
り
と
な
り
、
活
動
す
る
人
の
心
の

支
え
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

取
組
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
少

し
で
も
良
い
の
で
そ
の
事
業
に
対
し
て

財
政
的
な
支
援
が
出
て
く
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。
地
方
で
活
動
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
財
政
が
苦
し
い
中
で
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
や
ら
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
わ
ず
か
で
も
実
が
あ
る
と
、
な

お
さ
ら
頑
張
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
こ
と
に
思
い
を
は
せ
て
、

子どもたちに水の大切さを紙芝居で伝える行政職員 本事例集では 10地域の取組を紹介している

3
水
循
環
の
広
報
に 

大
切
な
こ
と
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武
山
｜
そ
う
す
る
と
地
域
づ
く
り
と
い

う
こ
と
か
ら
必
要
で
す
ね
。

　
沖
｜
ま
さ
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
ど

う
や
っ
て
構
築
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
吉
冨
｜
地
域
の
人
が
、
地
下
水
を
は
じ

め
水
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
れ
だ
け

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。
水
循
環
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
も
い

ろ
い
ろ
な
技
術
が
必
要
で
、
科
学
的
な

デ
ー
タ
を
示
そ
う
と
し
て
も
、
ま
ず
現

象
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

す
。
ど
う
や
っ
て
現
象
を
把
握
す
る
か
、

ま
だ
方
法
を
検
討
し
て
い
る
段
階
に
あ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
関
連
分
野
の
人
た
ち
が
今
後
も
協
力

し
合
っ
て
、
デ
ー
タ
を
見
え
る
形
に
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
見
え
る
形
に
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
本
当
に
一
般
の
人
に
わ
か
り
や

す
い
か
ど
う
か
は
ま
た
別
だ
と
思
い
ま

す
し
、
見
え
な
い
も
の
を
視
覚
情
報
化

す
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ど

ん
な
方
法
を
使
っ
て
も
す
べ
て
の
事
物

や
事
象
を
視
覚
化
す
る
の
は
不
可
能
だ

と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
ど

う
推
測
す
る
か
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
れ

が
地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
の
で
、
難
し

い
課
題
で
す
ね
。

　　
黒
川
｜
水
循
環
を
国
民
的
な
活
動
に
広

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
吉
冨
｜
８
月
１
日
の
水
の
日
に
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
普
及
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接
体

験
に
加
え
、
展
示
や
教
材
を
活
用
し
た

メ
デ
ィ
ア
体
験
も
と
り
入
れ
た
伝
え
方

は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

体
験
と
し
て
は
、
水
が
な
か
な
か
使

え
な
い
不
便
さ
を
感
じ
た
り
す
る
場
面

が
あ
れ
ば
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
水
の
使
い
方
を
考

え
た
り
、
循
環
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
象
を
伝
え
る

と
き
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
映
像
が
鍵
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト

だ
っ
た
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
絵

本
の
よ
う
な
形
に
で
き
ま
す
し
、
映
像

で
し
た
ら
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
よ
う

な
表
現
も
可
能
で
す
。
事
象
を
視
覚
化

し
て
、
わ
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
で

伝
え
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
、

そ
れ
が
展
示
空
間
と
し
て
広
が
る
と
、

博
物
館
と
か
資
料
館
の
よ
う
な
場
所
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
と
く
に
、
水
に
関
す
る
博
物

館
と
か
、
河
川
や
ダ
ム
に
隣
接
す
る
資

料
館
が
１
０
０
以
上
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
水
に
関
す
る
資
料
館

が
あ
る
国
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
資
料
館
が
あ
っ

て
も
、
総
合
的
に
水
循
環
に
つ
い
て
学

べ
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
行

わ
れ
て
い
る
活
動
や
研
究
の
成
果
を
集

積
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
情
報
が
発
信
さ

れ
る
総
合
博
物
館
み
た
い
な
も
の
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
水
の
資
料
館
が
こ
ん
な
に
多
い

の
は
日
本
ぐ
ら
い
な
の
で
す
か
。

　
吉
冨
｜
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
と
思

い
ま
す
。
事
業
仕
分
け
以
降
、
運
営
費

が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
施
設
も

多
い
の
で
す
が
、
長
年
地
域
に
活
用
さ

れ
て
、
学
校
の
社
会
科
見
学
や
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
で
小
中
学
生
が
訪

れ
る
よ
う
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
こ
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
私

の
か
か
わ
っ
て
い
る
「
水
の
巡
回
展

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
恵
み
の
雨
と

荒
ぶ
る
雨
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、「
雨

と
生
き
物
展
」
と
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
展
」

を
つ
く
っ
て
、
企
画
展
ユ
ニ
ッ
ト
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
現
場
か
ら
の
貸
し
出

し
の
希
望
は
と
て
も
多
く
、
現
在
ま
で

の
５
年
間
で
全
国
の
べ
75
館
を
回
り
、

先
日
、
日
本
水
大
賞
の
未
来
開
拓
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
そ
う
い
う
場
所
や
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
で
、
今
は
ま
ず
既
存
の
展
示

館
を
活
用
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く

試
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
素
晴
ら
し
い
ご
提
案
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
お
話
の
あ
っ
た

１
０
０
以
上
あ
る
資
料
館
の
中
に
は
、

水
資
源
開
発
の
事
業
を
や
っ
た
と
き
に

つ
く
ら
れ
た
資
料
館
も
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
吉
冨
｜
実
際
行
っ
て
み
る
と
、
地
域
の

子
供
た
ち
が
来
て
い
た
り
、
市
民
の
方

の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
あ
あ
い
う
立
派
な
場
所
が
あ

る
の
に
、
そ
こ
を
う
ま
く
い
か
せ
な
い

か
な
と
思
う
の
で
す
。

　

あ
と
は
、
河
川
の
資
料
館
だ
け
で
は

な
く
水
族
館
も
日
本
は
特
別
に
多
く
、

こ
れ
も
小
さ
い
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
た
ら

　

�黒
川
｜
水
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
な
か
な
か
見
え
に
く
く
、
と
く
に

地
下
水
に
つ
い
て
は
、
汚
染
も
含
め
る

と
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

さ
ら
に
複
雑
な
の
は
、
今
後
の
気
候
変

動
と
か
人
口
減
少
に
伴
っ
て
過
疎
化
が

進
む
こ
と
が
、
水
循
環
に
ど
う
影
響
を

与
え
て
く
る
の
か
と
い
う
の
を
考
え
る

と
、
わ
か
り
や
す
く
働
き
か
け
て
い
く

に
は
工
夫
が
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
循
環
を
科
学
的
な
視
点
で
と
ら
え

て
、
課
題
解
決
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
取
組
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
ど
ん
な
点
に
注
力
し
て
い
く
の

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
一

番
の
ご
専
門
の
沖
先
生
に
。

　
沖
｜
今
ま
で
も
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

折
に
触
れ
て
説
明
す
る
以
外
に
な
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
水
循
環
と
い
う
の

は
、
流
域
と
い
う
単
位
で
、
誰
か
が
水

を
使
い
過
ぎ
る
と
誰
か
が
使
え
な
く
な

る
し
、
誰
か
が
汚
す
と
そ
の
水
が
い
ず

れ
別
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
、
下
手
を
す

る
と
自
分
が
使
う
水
も
汚
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
、
因
果
応
報
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
ま
ず
理
解
し
て
も
ら
う
。

　

そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
ス

ケ
ー
ル
で
起
こ
り
、
か

つ
観
測
が
足
り
な
い

と
な
か
な
か
見
え
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
ど
う
し

て
も
お
金
も
か
か
る
た
め
、
途
中
で
打

ち
切
ら
れ
や
す
い
の
で
す
。
例
え
ば
洪

水
予
報
で
は
、
や
は
り
中
小
河
川
も
水

位
を
測
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

簡
易
な
も
の
で
良
い
の
で
き
ち
ん
と
観

測
し
、
関
心
を
払
う
こ
と
が
水
循
環
を

考
え
る
上
で
大
切
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
話
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
と
水

に
関
し
て
、
森
が
あ
れ
ば
水
の
問
題
は

す
べ
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
の
が
、
最
近
の
科
学
的
知
見
だ
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
水
が
足
り
な
い
地
域

で
山
に
木
を
植
え
る
と
、
か
え
っ
て
使

え
る
水
が
減
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
も

あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
先
入
観
な
く

理
解
し
て
、
そ
れ
を
お
互
い
に
確
認
す

る
作
業
を
毎
年
の
よ
う
に
や
る
。

　

僕
は
水
の
問
題
で
前
か
ら
思
っ
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
解
決
に
あ
た
っ

て
は
、
人
の
気
持
ち
は
す
ご
く
大
事
な

の
で
す
。
水
の
問
題
は
良
い
面
も
悪
い

面
も
非
常
に
感
情
が
入
る

か
ら
、
難
し
く
も
な
り
、

合
意
も
取
り
や
す
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
わ

か
っ
た
上
で
、
科
学
的

に
は
こ
う
だ
と
い
う
の
を

感
情
と
分
け
て
き
ち
ん
と
示
し

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

科
学
合
理
的
に
は
、
例
え
ば
山
に
は

木
が
な
い
方
が
川
の
水
量
は
多
く
な

り
ま
す
。
だ
け
れ
ど
も
日
本
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
は
、
現
在
水
で
本
当
に
困
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
す
る
と
、

山
に
木
が
あ
っ
た
方
が
や
は
り
良
い

で
し
ょ
う
と
い
う
立
場
を
繰
り
返
し

伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

一
方
で
、
東
京
が
水
で
困
ら
な
い
の

は
、
流
域
外
で
あ
る
利
根
川
や
多
摩
川

な
ど
の
水
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な
か
っ
た

ら
、
今
年
み
た
い
に
空
梅
雨
だ
と
一
遍

に
給
水
制
限
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
ら

れ
る
の
は
幸
せ
で
す
が
、
で
も
実
は
そ

う
や
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
の
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　
武
山
｜
現
場
の
問
題
解
決
に
資
す
る
研

究
で
は
、
そ
の
現
場
の
デ
ー
タ
が
必
須

で
す
。
人
の
活
動
が
水
循
環
に
及
ぼ
す

影
響
を
検
討
す
る
上
で
、
土
地
利
用
や

地
域
の
活
動
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

蓄
積
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
各
種
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ

を
公
開
い
た
だ
き
、
私
も
よ
く
利
用
さ

せて
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
さ
ら
に
ロ
ー

カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
、
よ
り
短
い
ス
パ
ン

で
更
新
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
非
常
に

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
直

感
的
に
理
解
し
や
す
い
デ
ー
タ
の
出
し

方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
、
自
分
へ
の
戒
め
も
含
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
沖
｜
都
市
で
水
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
そ
の
周
辺
の
衛
星
都
市
で
は

ま
だ
余
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
あ

げ
た
く
な
い
。
広
域
に
融
通
し
合
っ
て
、

も
っ
と
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ

ち
ら
も
き
ち
ん
と
安
定
し
て
使
え
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
一
体
感
が
あ
れ

ば
、
や
り
と
り
で
き
る
の
で
す
け
れ
ど

も
。
あ
そ
こ
は
あ
そ
こ
、
こ
こ
は
こ
こ

と
な
っ
た
ら
無
理
で
す
ね
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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循
環
の
メ
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ら
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5
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循
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組
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れ
ど
も
、
な
い
よ
り
は
ず
っ
と
ま
し
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
身
近
に
水
が

流
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
干
ば
つ
の
と
き

は
干
上
が
っ
て
し
ま
う
し
、
大
雨
が

降
っ
た
ら
荒
々
し
く
流
れ
る
と
い
う
の

を
見
ら
れ
る
状
況
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昔
は「
水
の
都
」が
日
本
各
地
に
あ
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
水

田
と
一
緒
に
な
っ
て
、
水
路
網
が
あ
っ

た
の
を
保
全
す
る
と
い
う
取
組
自
体
が

水
循
環
基
本
法
に
沿
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
ぜ
ひ
強
調
し
て
い
た
だ
い
た

ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
黒
川
｜
柳
川
や
松
江
な
ど
は
ま
さ
に
そ

う
で
す
ね
。
あ
れ
が
水
循
環
だ
と
、
私

は
今
の
今
ま
で
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
そ
う
言
わ
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
で
す
ね
。

　
武
山
｜
ま
さ
に
素
晴
ら
し
い
啓
発
と
い

う
か
、
水
の
広
報
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
沖
｜
水
が
あ
る
と
こ
ろ
は
人
を
引
き
つ

け
る
の
で
す
。
面
白
い
で
す
よ
ね
。
水

を
き
れ
い
に
し
て
人
を
呼
び
、
名
所
に

す
る
。

　

武
山
｜
景
観
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

流
れ
る
水
は
常
に
動
い
て
い
て
、
中
心

に
な
る
景
観
要
素
と�

い
え
ま
す
。
季
節

も
そ
う
で
す
が
、「
変
化
」
が
景
観
に
与

え
る
プ
ラ
ス
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い

で
す
ね
。

　
沖
｜
も
う
一
つ
、
ち
ょ
っ
と
違
う
話
で

す
け
れ
ど
も
、
水
循
環
を
国
民
的
活
動

に
広
げ
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
本

は
水
が
豊
か
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
整
備
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
日

本
み
た
い
に
人
が
集
中
し
て
住
ん
で
い

る
と
、
放
っ
て
お
い
た
ら
水
は
豊
か
に

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
東
京
に
限
ら
ず
、

大
阪
で
も
福
岡
で
も
、
あ
れ
だ
け
集
中

し
て
住
ん
で
し
ま
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
整
備
し
て
、
環
境
に
影
響
を
与

え
る
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
ま
で
で
も
や
ら

な
い
と
水
を
豊
か
に
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
を
ま
ず
伝
え
る
こ
と
が
す
ご
く
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
も
悪
い
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
日
本
は
水
が
豊
か
な
の
で
は
な

く
、
今
よ
う
や
く
普
段
困
ら
ず
に
済
む

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
入
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
武
山
｜
ダ
ム
な
ど
の
人
工
構
造
物
に
よ

る
自
然
改
変
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
豊

か
な
水
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
づ
ら
い
、
自
然
保
護
重
視
の

社
会
的
風
潮
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
沖
｜
集
ま
っ
て
住
ま
な
け
れ
ば
良
い
の

で
す
ね
。
ダ
ム
な
し
で
、
あ
る
い
は
自

然
を
い
ろ
い
ろ
改
変
し
な
く
て
も
良
い

ぐ
ら
い
の
人
口
に
収
ま
れ
ば
良
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
集
ま
っ
た
方
が
良
い
こ

と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
世
界
人
口
の
半
分
は
都

市
に
来
て
し
ま
っ
て
、
そ
う
な
っ
て
く

る
と
も
う
少
し
だ
け
水
を
確
保
し
た
り
、

食
糧
を
確
保
し
た
り
す
る
た
め
に
環
境

に
負
荷
を
か
け
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ

は
、
50
年
前
と
今
と
は
や
り
方
が
違
っ

て
、
最
低
限
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
方

向
で
は
あ
り
ま
す
ね
。

　
黒
川
｜
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
を
補
う
た
め
に
施
設
整
備
で
対
応
す

る
こ
と
と
、
日
々
の
暮
ら
し
を
工
夫
す

る
こ
と
の
二
つ
を
つ
な
げ
て
い
く
話
は
、

水
循
環
で
も
訴
え
て
い
け
ま
す
ね
。

　 �黒
川
｜
水
循
環
に
つ
い
て
、
国
内
的
に

は
こ
う
い
っ
た
取
組
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
国
際
的
に

見
た
と
き
に
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目

標
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
お
い
て
水
に

関
す
る
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

水
循
環
に
関
し
て
は
日
本
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
素
地
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
日
本
と
し

て
、
あ
る
い
は
国
際
的
な
水
循
環
の
事

務
局
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
期
待

さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
沖
｜
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
２
０
１
５
年

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
安
全

な
飲
み
水
の
話
と
改
善
さ
れ
た
衛
生

施
設
（
ト
イ
レ
）
の
二
つ
が
目
標
と
し

て
入
っ
て
い
ま
し
た
。
安
全
な
飲
み
水

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
人
口
割
合
を

１
９
９
０
年
に
比
べ
て
２
０
１
５
年
ま

で
に
半
減
す
る
と
い
う
目
標
に
つ
い
て

は
２
０
１
０
年
に
前
倒
し
で
達
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
後
継
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

な
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
に
安
全
な
水

に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
す
べ
て
の
人
に
ト

イ
レ
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
目
標
と

１
０
０
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

水
の
こ
と
を
伝
え
る
場
と
い
う
の
は
、

学
校
は
も
ち
ろ
ん
が
、
博
物
館
や
水
族

館
、
資
料
館
等
の
社
会
教
育
施
設
も
全

国
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
場
所
を
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
も
あ
り

ま
す
ね
。

　
黒
川
｜
良
い
で
す
ね
。
巡
回
展
示
と
組

み
合
わ
せ
て
、
企
画
展
み
た
い
な
形
に

な
る
わ
け
で
す
ね
。
武
山
先
生
は
い
か

が
で
す
か
。

　
武
山
｜
直
接
的
な
広
報
も
当
然
大
事
な

の
で
す
け
れ
ど
も
、
水
の
流
れ
が
見
え

る
よ
う
な
公
共
デ
ザ
イ
ン
も
重
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
水
路
を
暗
渠
に
し
て
し
ま
う

と
水
の
流
れ
が
誰
に
も
見
え
な
く
な
る

わ
け
で
す
。
暗
渠
化
に
は
、
道
路
の
拡

幅
や
、
安
全
性
の
向
上
な
ど
利
点
が
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ

れ
は
、
水
位
の
上
下
な
ど
ま
っ
た
く
意

識
す
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、

水
道
の
水
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
流

れ
る
水
で
す
。
地
域
を
流
れ
る
水
は
、

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
景
観
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
こ
に
皆
が
愛
着
を
感
じ
る

こ
と
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
わ

れ
わ
れ
の
意
識
が
ど
ん
ど
ん
水
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
通

学
路
な
ど
の
生
活
シ
ー
ン
で
、
流
れ
る

水
を
見
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
松
山
市
で
は
、
面お

も

河ご

ダ
ム
の
水
を
農
業
用
水
と
し
て
道
後

平
野
に
引
い
て
い
ま
す
が
、
私
の
家
の

近
く
で
は
そ
の
用
水
が
オ
ー
プ
ン
の
水

路
で
流
れ
て
い
ま
す
。
か
ん
が
い
期
に

な
る
と
美
し
い
水
が
と
う
と
う
と
流
れ

て
い
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
光
景
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
が
始
ま
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
水
が
そ
こ
に
流
れ

て
い
る
こ
と
を
見
ら
れ
る
よ
う
な
水
路

の
デ
ザ
イ
ン
や
構
造
物
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
大
学
で
農
業

土
木
技
術
者
を
育
て
て
い
る
も
の
と
し

て
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
沖
｜
田
ん
ぼ
が
な
い
都
会
は
と
も
か

く
、
田
ん
ぼ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
も
今
は

パ
イ
プ
か
ん
が
い
で
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
効
率
だ
け
を
求

め
る
と
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、

水
に
対
す
る
親
近
感
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た
い
て
い

の
施
策
に
は
良
い
面
・
悪
い
面
が
あ
る

の
で
難
し
い
で
す
ね
。

　
武
山
｜
農
業
セ
ク
タ
ー
で
は
世
界
的
に

「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
を
評
価
、
重
要

視
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
と
農
業
生

産
そ
の
も
の
を
考
え
始
め
る
と
、
や
は

り
効
率
化
に
突
き
進
ん
で
し
ま
う
。
先

日
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
つ
い
て
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

中
心
議
題
の
一
つ
は
や
は
り
農
業
の
効

率
化
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢

の
中
で
、
農
作
業
効
率
を
極
限
ま
で
追

求
し
て
多
面
的
機
能
を
切
り
、
一
方
で

多
面
的
機
能
を
理
由
に
農
地
保
全
の
重

要
性
を
論
じ
る
こ
と
は
、
や
や
矛
盾
し

て
く
る
の
で
す
。

　

た
だ
、
や
は
り
総
合
的
に
農
業
と
い

う
も
の
を
と
ら
え
た
と
き
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
デ
ザ
イ
ン

を
配
置
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

理
想
論
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
に

向
か
っ
て
検
討
す
べ
き
一
つ
の
大
き
な

課
題
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
川
｜
水
路
の
維
持
管
理
な
ど
も
大
変

な
話
で
す
ね
。

　
武
山
｜
そ
う
な
の
で
す
。
暗
渠
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
に
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
溝
普

請
と
い
う
、
水
路
の
泥
さ
ら
い
な
ど
が

不
要
に
な
り
ま
す
し
、
農
家
の
ご
負
担

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
水

路
を
開
水
路
に
す
る
と
な
る
と
、
今
度

は
農
家
以
外
の
方
も
含
め
た
地
域
ぐ
る

み
で
の
水
路
の
維
持
管
理
活
動
が
必
要

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　
沖
｜
暗
渠
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
水
に

限
ら
ず
環
境
の
劣
化
の
入
り
口
は
、
関

心
が
な
く
な
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

関
心
を
持
た
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は

使
っ
て
い
る
う
ち
は
皆
関
心
も
あ
る
し
、

汚
く
な
っ
た
、
最
近
荒
れ
放
題
だ
な
と

い
う
の
は
わ
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
瞬
間
に
、
水
も
森

も
野
山
も
放
っ
て
お
か
れ
て
、
劣
化
が

始
ま
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
で
き

る
だ
け
身
の
回
り
の
水
を
使
い
続
け
る
、

か
か
わ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
内
だ
と
暗
渠
化
さ
れ
た
上
に
緑
道

が
走
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
水
が
流
れ
て

い
た
り
し
ま
す
。
僕
は
、
最
初
あ
れ
は

非
常
に
人
工
的
で
よ
く
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
毎
年
花
見
の
季
節

は
そ
う
し
た
場
所
を
歩
く
こ
と
に
し
て

い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
皆
う
れ
し
そ

う
な
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
が

も
う
身
近
な
水
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

人
工
河
川
で
公
園
み
た
い
な
も
の
だ
け

6
水
循
環
施
策
を
通
じ
て

日
本
が
果
た
す
国
際
的
役
割

2015 年「国連持続可能な開発サミット」で採択された
「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

開渠の農業用水路。身の回りに見えることで、	
水への関心が保たれている一助になっている
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黒
川
｜
座
談
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
最

後
に
一
言
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
沖
｜
今
日
お
話
を
し
て
い
て
、
改
め
て

気
づ
い
た
の
で
す
が
、
水
を
守
る
こ
と

は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
編
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
け
れ
ど
も
水
を

守
る
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
か
ら
森
を
守

る
と
か
あ
る
い
は
防
災
な
ど
、
合
わ
せ

て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
の
で
す
。

　

そ
こ
を
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
く
と
、
水
循
環
保
全
の
運
動
も

全
国
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

黒
川
｜
あ
る
地
方
に
勤
務
し
て
い
た
と

き
に
、
取
水
の
順
番
を
決
め
る
ル
ー
ル

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
推
古
天
皇

の
時
代
か
ら
と
い
う
回
答
が
あ
り
驚
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
が

ず
っ
と
そ
れ
を
守
っ
て
き
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
わ
け
で
、
水
循
環
は
今
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
世
代
や
時
代
を

超
え
て
継
い
で
く
れ
た
人
た
ち
が
い
る

こ
と
を
、
頭
の
中
に
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
沖
｜
そ
う
い
う
積
み
重
ね
の
結
果
と
し

て
今
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
恵
み
を
わ

れ
わ
れ
は
享
受
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
と
す
る
と

50
年
後
の
人
た
ち
が
今
を
振
り
返
っ
て
、

あ
の
と
き
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
と
思

う
か
、
水
循
環
基
本
法
を
つ
く
っ
て
皆

で
頑
張
っ
た
結
果
、
50
年
後
の
人
た
ち

に
良
い
ね
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い

う
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
環

境
は
、
未
来
か
ら
の
預
か
り
も
の
な
の

で
す
。

　
黒
川
｜
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
で
す
ね
。
わ

れ
わ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
水
循
環
の
物
語

に
何
を
書
き
込
む
か
と
い
う
。

　
武
山
｜
そ
う
い
う
物
語
の
上
に
自
分
た

ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ

の
地
域
に
生
き
る
誇
り
な
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
す
。

　

吉
冨
｜
水
循
環
に
は
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ

う
い
っ
た
物
語
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
川
｜
わ
れ
わ
れ
自
身
が
水
に
か
か
わ

る
物
語
を
つ
く
っ
て
、
子
孫
に
渡
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
座
談
会
実
施
日　

平
成
29
年
８
月
９
日
）

し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
詳
細
は
せ
っ

け
ん
で
手
を
洗
え
る
施
設
付
き
の
ト
イ

レ
と
な
っ
て
い
て
、
非
常
に
高
い
理
想

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
違
っ
て
、
水
に
関

す
る
す
べ
て
が
目
標
に
含
ま
れ
て
い
る

感
じ
が
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
中
に
統
合
水
資

源
管
理
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
世
界
的
に
は

水
と
土
地
を
一
体
と
し
て
管
理
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
き
た
言
葉
で
す
。
し
か

し
、
日
本
が
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク
タ
ー
を

統
合
す
る
こ
と
を
統
合
的
と
言
っ
て
き

た
ら
、
割
と
そ
の
使
い
方
も
国
際
的
に

市
民
権
を
得
て
き
て
い
ま
し
て
、
こ
れ

は
日
本
が
頑
張
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
を
水
循

環
基
本
法
に
戻
し
て
考
え
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
縦
割
り
が
あ
る
と
こ
ろ
を
分
け

合
っ
て
一
緒
に
や
る
の
が
本
来
の
水
循

環
基
本
法
の
理
念
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
内
閣
官
房
に
水
循
環
政
策
本
部

事
務
局
が
で
き
た
の
は
非
常
に
良
い
機

会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
立
場
を

上
手
に
使
っ
て
横
断
的
に
調
整
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。	

黒
川
｜
そ
う
で
す
ね
、
内
閣
官
房
の
立

場
で
省
庁
の
枠
を
超
え
て
水
循
環
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
の
意
義
は
非
常
に
大

き
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
武
山
先
生
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

武
山
｜
米
作
り
中
心
の
農
業
が
展
開
さ

れ
る
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
国
々

な
ど
で
は
、
わ
が
国
の
土
地
利
用
制
度

が
学
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
自
国
に
適
し
た

制
度
が
つ
く
ら
れ
る
例
を
見
ま
す
。
似

通
っ
た
水
循
環
の
課
題
を
持
つ
国
々
に

先
進
的
な
取
組
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
広
が
り
が
生
ま
れ
る
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
留
学

生
が
日
本
に
学
び
に
来
て
、
こ
う
い
っ

た
制
度
を
学
ん
で
自
国
に
持
っ
て
帰
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
循
環
の
重
要
性
を
主
張
し

て
も
、
一
国
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い

よ
う
な
問
題
が
近
い
将
来
起
こ
り
得
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
と
く
に
近
隣
の
国

と
考
え
方
を
共
有
し
て
い
く
取
組
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
｜
中
国
で
の
海
洋
の
汚
染
が
ク
ラ
ゲ

と
と
も
に
日
本
に
来
る
み
た
い
な
話
が

あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
日
本
海
に
流

れ
込
む
と
い
う
こ
と
か
ら
言
う
と
、
わ

れ
わ
れ
日
本
は
下
流
側
で
、
中
国
は
上

流
側
に
な
り
、
汚
染
や
そ
の
回
復
は
日

本
海
に
も
影
響
が
あ
る
。
そ
う
い
う
上

下
流
問
題
は
海
で
も
あ
る
と
思
っ
て
良

い
で
す
ね
。

武
山
｜
ア
ム
ー
ル
川
が
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
鉄
分
を
も
た
ら
し
、
日
本
の
漁
場

を
豊
か
に
し
て
い
る
と
い
う
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
水
循
環
の
話
な
ど
は
興
味
深

い
で
す
。

黒
川
｜
吉
冨
先
生
は
、
国
際
的
な
切
り

口
で
何
か
ご
指
摘
ご
ざ
い
ま
す
か
。

吉
冨
｜
教
育
の
視
点
に
戻
り
ま
す
が
、

十
数
年
前
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
水
に
関

す
る
教
育
事
情
の
調
査
に
行
っ
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
現
地
で
は
識
字
率
の
問

題
も
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
教
材
を
で

き
る
だ
け
わ
か
る
よ
う
に
絵
で
表
現
し

て
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
と
く

に
井
戸
の
水
、
地
下
水
に
ヒ
素
の
汚
染

の
問
題
が
あ
り
、
そ
う
い
う
状
況
に
お

い
て
水
を
ど
う
使
っ
て
い
く
か
、
現
状

を
把
握
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
伝

え
る
表
現
に
工
夫
が
必
要
な
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
世
界
に
向
け

て
発
信
で
き
る
よ
う
な
質
の
高
い
も
の

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
情
報
共

有
も
で
き
ま
す
し
、
日
本
の
取
組
を
広

く
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
引
き
続

き
海
外
の
状
況
の
把
握
も
進
め
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
沖
｜
日
本
も
水
質
に
限
っ
て
言
う
と
、

50
年
ぐ
ら
い
前
は
ど
の
川
も
ひ
ど
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
は
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
が
経
済
発
展
に
伴
っ

て
非
常
に
良
く
な
っ
た
。
で
は
水
だ
け

か
と
言
う
と
、
大
気
の
汚
染
に
つ
い
て

も
50
年
前
に
比
べ
る
と
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

経
済
発
展
は
、
と
も
す
れ
ば
環
境
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
思

い
が
ち
な
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

当
初
は
ち
ょ
っ
と
無
茶
を
す
る
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
発
展
す
る
に
つ
れ
て

き
ち
ん
と
環
境
保
全
を
し
、
水
も
含
め

て
健
全
に
し
て
き
た
経
験
が
日
本
に
は

あ
る
。
今
、
急
速
な
都
市
化
あ
る
い
は

経
済
発
展
で
、
水
も
空
気
も
森
林
も
劣

化
し
て
い
る
地
域
に
、
良
い
環
境
は
復

元
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
、

実
際
に
日
本
の
経
験
を
い
か
し
て
も
ら

う
。
あ
る
い
は
、
そ
う
な
る
前
に
で
き

る
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
こ
と
で
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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あとがき
　水に関する関係６省庁による「健全な水循環系構築に関する
関係省庁連絡会議」が設置されたのは平成 10 年のことでした。
健全な水循環への問題意識や関心の高まりは、それ以前から始
まっていたと考えられます。

　そこからおよそ20年経った今日、水循環基本法の施行、水循
環基本計画の閣議認定を経て、流域の総合的かつ一体的な管理
を実施していくために、「流域マネジメント」の重要性が認識され
るに至っています。また、少しずつではありますが、健全な水循
環の構築へ向けて活動を開始していこうという機運が高まってい
る雰囲気を感じています。
　このような状況の下で、私たちの役割として、新たな概念とし
ての「流域マネジメント」に関する情報発信や広報活動の重要性
を強く感じているところです。そこで、流域マネジメントの良い事
例をより多くの人に知っていただき、少しでも流域マネジメントに

取り組む方々の役に立ちたいとの思いから、この『流域マネジメ
ントの事例集』を世に出すこととしました。
　この事例集に収められている活動の一つ一つには物語があり、
一人一人の思いが詰まっています。手に取っていただいた方にそ
の思いが伝わり、この事例集を身近に感じていただけると嬉しい
限りです。そして、本書が流域マネジメントの活動の参考書として、
広く活用されることになればと願っています。

　今後、流域マネジメントに取り組む仲間の輪が日本中に広がる
とともに、流域水循環計画の策定の機運が全国にくまなく広がっ
ていくことを期待しています。

2018年7月
内閣官房水循環政策本部事務局






